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１  

蓄積設定ツールをお使いの前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご注意   

 

 
本プログラムはAdministratorでログオンしてインストール 

してください。 

 

お使いになる場合、下記手順が必要です。 

 

①  ユーザーアカウント制御（UAC）を無効にしてからインストール 

してください。 

 

②  LAN通信を行うのでファイアウォールの設定を無効にするか、 

例外許可の設定を行ってください。 

 

 



２  

    インストール前に「ユーザーアカウント制御（ UAC）の設定を行います。 

 

        「コントロールパネル」を開き「システムとセキュリティ」をクリックします。 

         

 

        「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。  

         

 

 

 

 

  



３  

        「コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択」  

        を通知しないにスライドして「OK」をクリックします。  

         

 

        「はい」をクリックします。  
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この取扱説明書について 

 

  この取扱説明書は、本プログラムのインストール時にコンピュータ内に自動的に保存されます。  

  インストール完了後は、『スタート』メニューからこの取扱説明書を参照することができます。  

 

【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

 

【２】『リアルリンクツール取扱説明書』を選択します。 

 

【３】『（本プログラム） 取扱説明書』をクリックすると、この取扱説明書を表示します。  

 

   ※取扱説明書は PDF 形式で作成されています。 

ご覧いただくためには、アドビ システムズ社の Acrobat Reader(5.0 以降推奨) 

または Adobe Reader、Microsoft Edge 等の PDF を表示できるソフトが必要です。 

   ※取扱説明書が表示されない場合は、「取扱説明書が開けない場合は」をお読み下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            取扱説明書が表示されない場合は 

                                              こちらをお読みください 

 

                                              取扱説明書を表示します 
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           ・PC/ATは米国IBM社の登録商標です。 

           ・Core 2 Duoは米国Intel社の登録商標です。 

           ・Microsoft 及び、 

            Windows 8.1、Windows 10、Windows 11、 

            Windows Server 2016、MSDE、SQL Server 

            は米国Microsoft社の登録商標です。 

           ・おんどとり、Wireless for Windowsはティアンドデイ社の登録商標です。 

 

     ※この説明書の内容は、改善のため予告なしに一部変更することがありますのでご了承ください。 
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第１章 製品が届きましたら 

 

 このたびは「蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）」をお買い求めいただき、 

誠にありがとうございます。 

 本プログラムは、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、 

Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）に蓄積設定を行い、蓄積データを収集するソフトです。 

蓄積できるモジュールは下記となります。 

・リアルリンクネットワーク上にあるモジュール 

・ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に接続されている機能ユニット（ＷＪＦ） 

・おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）、またはＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を 

使用した、ティアンドデイ社製「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」 

 ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ） 

 

 この取扱説明書には「蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）」を 

コンピュータにインストールする方法、及びインストール後の操作について書かれています。 

製品を正しく末永くご使用いただくために、ご使用前に必ずお読み下さい。 

  

 ジョイントモジュールのメインユニット（ＷＪＭ）には以下のオプション機能があります。 

 ≪オプション機能≫ 

   ・「蓄積機能オプション」 

   ・「警報発報機能オプション」 

   ・「デマンド監視機能オプション」 

   ・「間欠制御機能オプション」 

・「おんどとりＳＮＶＴ対応機能オプション」 

 

※ （オプション機能）と記載されている設定は、各オプションが搭載されている 

メインユニット（ＷＪＭ）を購入された方のみが使用できます。 

 

１－１. 製品の確認 

  次のものがお手元に揃っているかご確認下さい。 

  なお、ＣＤ－ＲＯＭは大切に保管してください。 

  ・「蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）」ＣＤ－ＲＯＭ ．．．１枚 

 

   ※本プログラムを使用する場合は、下記のモジュールのいずれかが必要となります。 

    ・蓄積モジュール    （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

    ・ジョイントモジュール   （ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

    ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

     

※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を使用する場合、 

バージョン４．１０以上の蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）が必要です。 

  



 

１０  

   ※この説明書では以下の用語を使用しています。 

     ・蓄積モジュール（ローカル） 

        ＲＳ２３２Ｃを使用して直接蓄積データを収集する蓄積モジュールです。 

     ・蓄積モジュール（リモート） 

        モデム経由で公衆回線を使用して蓄積データを収集する蓄積モジュールです。 

・ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

        ジョイントモジュール（ＷＪＭ）、ジョイントモジュール（ＷＶＭ）の総称です。 

・ジョイントモジュール（ＷＪＭ） 

        ジョイントモジュールのメインユニット（ＷＪＭ）に機能ユニット（ＷＪＦ）を 

連結したジョイントモジュールの総称です。 

     ・ジョイントモジュール（ＷＶＭ） 

        データ収集ソフト（ＷＲＳ-ＶＳＳ）を使用して、インターネット経由で 

蓄積データの収集を行うジョイントモジュールの総称です 

     ・遠隔収集対応モジュール 

        データ収集ソフト（ＷＲＳ-ＶＳＳ）を使用して、インターネット経由で 

蓄積データの収集を行うモジュール（ＷＶＭまたはＷＴＭ）の総称です。 

・ジョイントモジュール（ローカル） 

        ＲＳ２３２Ｃを使用して直接蓄積データを収集するジョイントモジュールです。 

     ・ジョイントモジュール（リモート） 

        モデム経由で公衆回線を使用して蓄積データを収集するジョイントモジュールです。 

     ・ジョイントモジュール（イーサネット） 

        ＬＡＮを使用して蓄積データを収集するジョイントモジュールです。 

     ・ジョイントモジュール（インターネット） 

        ＷＡＮを使用して、遠隔の蓄積データを収集するジョイントモジュールです。 

     ・メインユニット（ＷＪＭ） 

        ＲＳ２３２Ｃ、ＬＯＮＷＯＲＫＳ、ＬＡＮの通信機能を持った６種類のメインユ 

ニットの総称です。 

     ・機能ユニット（ＷＪＦ） 

        ジョイントモジュールのメインユニットに実装される機能ユニットの総称です。 

      

 

   ※この説明書に記載されている『カウンタ入力モジュール』とは下記のモジュールの 

    ことです。  

    ・ＷＲＢＴ－ＣＮモジュール 

    ・ＷＲＢＴ－ＰＩ□Ｔ－Ａ□００モジュール 

    ・ＷＲＢＡ－ＰＩ□Ｆ－Ａ□０１モジュール 

    

  

   ※おんどとり（ワイヤレスデータロガー）は㈱ティアンドデイ社の製品です。 

  



 

１１  

１－２. 対応製品 

  本プログラムが対応しているリアルリンク製品については、ＣＤ－ＲＯＭに入っている 

  「ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ」ファイルにも記載されております。参照してください。 

 

  ※Ｄ／Ｂアップデートを行った場合、対応製品の一覧はＣＤ－ＲＯＭ内の 

「ｒｅａｄｍｅ.ｔｘｔ」を参照してください。 

本製品は以下のリアルリンク製品に対応しています。 

 

 ・ＷＲＬシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＭ５００、 ＤＭ５０１、 ＣＭ２ＴＲ、 ＣＭ２ＲＹ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＬＧ４ＴＲ、 ＬＧ８ＴＲ、 ＬＧ４ＲＹ、 ＬＧ８ＲＹ 

 

 ・ＷＲＢＴシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＣＮ２ＴＲ、 ＣＮ４ＴＲ、 ＣＮ８ＴＲ 

   ＰＩ２Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ４Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ８Ｔ－Ａ□００ 

 

 ・ＷＫＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ、 ＡＥＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 
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 ・ＷＲＭシリーズ 

   ＰＡ１３ＡＴ、ＰＡ１３ＣＴ、ＰＡ１３ＦＴ、ＰＡ１３ＧＴ、ＰＡ１３ＫＴ、 

ＰＥ１３ＡＴ 

   ＰＡ３３ＡＴ、ＰＡ３３ＣＴ、ＰＡ３３ＦＴ、ＰＡ３３ＧＴ、ＰＡ３３ＫＴ、 

ＰＥ３３ＡＴ 

   ＡＥＴ－Ｃ、 ＰＦＴ－Ｐ 

   ＰＡ１３ＡＦ、ＰＡ１３ＣＦ、ＰＡ１３ＦＦ、ＰＥ１３ＡＦ 

   ＰＡ３３ＡＦ、ＰＡ３３ＣＦ、ＰＡ３３ＦＦ、ＰＥ３３ＡＦ 

   ＰＩ２９Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＰシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡＬＰＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡＬＰＦ 

 

 ・ＷＲＢＡシリーズ 

     ＰＩ２Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ４Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ８Ｆ－Ａ□０１ 

     ＤＩＯ２ＴＦ、ＤＩＯ４ＴＦ、ＤＩＯ２ＲＦ、ＤＩＯ４ＲＦ 

 

 ・ＷＲＢＣシリーズ 

     ＤＩ1６Ｆ、  ＭＡＩ８Ｆ、 ＤＩＯ８Ｆ、 ＲＩ８Ｆ 

   ＡＩ８Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＣシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ  ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ  ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 

 ・ＷＣＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

 

 ・ＷＲＴシリーズ 

   ＳＣＨ、   ＳＴＨ、   ＳＴＯＦ 

 

 ・ＷＪＭ□シリーズ 

 

・ＷＶＭ□シリーズ 

      ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V8.10 以降のバージョンで対応しています。 

 

 ・ＷＪＦシリーズ 

   ＰＡ２、 ＰＥ４、 ＰＡ３４、 ＡＩ１６、  ＶＴ４、  ＣＴ４ 

   ＡＥ８、 ＲＩ８、 ＴＨＩ１６、 ＤＯ１６、 ＤＩ１６ 

   ＳＴＯ、 ＩＺ８ 

  ※ＷＶＭ□の対応機能ユニットについては、ＷＶＭ□取扱説明書を参照してください。 
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 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＡシリーズ） 

   ＰＡＫＦＮ、 ＰＡＫＴＮ 

      ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。 

本体のスイッチで行ってください。 

      ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V5.00CD、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.00CD 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V3.00CD 以降のバージョンで対応しています。 

       インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦ、 

ＷＶＭＥ、ＷＶＭＦのいずれかが必要です。 

 

 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＸシリーズ） 

   ＰＸＮＦＮ、 ＰＸＮＴＮ 

      ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。 

本体のスイッチで行ってください。 

      ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V5.20、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.20 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V3.30 以降のバージョンで対応しています。 

       インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦ、 

ＷＶＭＥ、ＷＶＭＦのいずれかが必要です。 

 

 ・ＷＴＭシリーズ 

   ＰＥ６ＬＮ、 ＰＥ６ＬＡ 

      ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V9.30、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V8.20 

       ＷＲＳ－ＭＯＮＨ V8.30、 ＷＲＳ－ＶＳＳ V1.20 

       以降のバージョンで対応しています。 
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第２章 動作条件 

 

２－１. 動作環境 

  １．ハードウェア 

    コンピュータ   ：ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機 

    ・ＣＰＵ     ：インテル® Core™2 Duo プロセッサー 1.8GHz 以上 

    ・メモリ     ：１ＧＢ以上推奨 

    ・ハードディスク ：インストール時、８０Ｇバイト以上の空き 

    ・ＣＤ―ＲＯＭ  ：必須 

    ・ディスプレイ  ：ＸＧＡ１０２４×７６８以上 

    ・マウス     ：必須 

    ・ＣＯＭポート  ：ＣＯＭ１～ＣＯＭ５ 

   ※ＣＯＭ３～ＣＯＭ５はＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

 ・10BASE-T ﾎﾟｰﾄ   : イーサネット使用時必須 

 

  ２．ＯＳ 

 以下の OS に対応しています。 

 ・Windows 8.1 Pro 

 ・Windows 10 Pro 

 ・Windows 11 Pro 

 ・Windows Server 2016 Standard 
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  ３．モデム 

    制御コマンドＡＴコマンド準拠 

    MNP４／Ｖ.４２ 

    MNP５／Ｖ.４２ｂｉｓ 

    ＢＵＳＹ時、リトライなし 

 

    弊社推奨モデム 

・ＤＦＭＬ－５６０ＥＲ（I-O データ製） 

    弊社推奨ＰＨＳモデム 

     ・ＰＡＵ－７０２ＲＳ  （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

     ・ＰＡＵ－７０２ＬＮＫ （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

     ※ＰＨＳモデムの詳細については、ＰＨＳモデム取扱説明書を参照してください。 

弊社推奨ルーター 

 ・ＲＴ５８ｉ （ＹＡＭＡＨＡ製） 

 ※ルーターの設定については、ルーター設定マニュアルを参照してください。 

 

４．ＦＯＭＡ 

弊社推奨品 

アクセスプレミアムＦＯＭＡタイプ 

・ ＦＯＭＡ端末   （ＳｉｎｅＦｉｔ） 
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２－２. 接続形態 

   ○蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 

 

 

 

                    

         モデム             

                                                  

  

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

   

 

                      

 

      

 

          

 

 

         

 

       ※１ バージョン４．１０以上の蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じ 

          ネットワークＮｏにおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録 

          している場合のみ蓄積設定、蓄積データ収集が可能です。 

ローカル、リモートどちらも使用可能です。 

 

       ※電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）は 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）に対応していません。 

        

 

  

 

 

 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 

公衆回線 

ＰＨＳ回線 

携帯電波 

 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

モジュール 

おんどとり親機 

おんどとり子機Ａ おんどとり子機Ｂ 

おんどとり 

  モジュール※１ 

（ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

無線 

モジュール 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 

モデム 



 

１７  

   ○ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ） 

 

                             

                                   

     公衆回線                          

     ＰＨＳ回線                         

     携帯電波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※１ ＷＪＭ□－Ｂはイーサネット上でのインターフェース登録はできません。 

       ※２ ＷＪＭ□－Ｃはイーサネット上での接続できません。 

       ※３ ネットワークＮｏの詳細については、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の取扱説明書を参照してください。 

       ※４ 電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）はＷＪＭＡ、ＷＪＭＢの 

ジョイントモジュールに対応していません。 

  

 

 

 

モデム 

モデム 

インターフェース 

   モジュール 

ジョイントモジュール 

        ※１ 

ジョイントモジュール ※２ 

おんどとり親機 

無線 

おんどとり子機Ｂ 

おんどとり子機Ａ 

インターフェ－ス 

   モジュール 

ジョイントモジュール 

        ※１ 

モジュール／ジョイントモジュール 

モジュール 

モジュール／ 

ジョイントモジュール 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

ＷＴＭ 
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    ○遠隔収集対応モジュール             

                          

ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽ(ﾒﾝﾃﾅﾝｽ) 

 

              

     

               固定 IP 

 

 

 

                            ADSL/FOMA 回線 

                                 ダイナミックＩＰ 

 

    ﾙｰﾀ 1         ﾙｰﾀ 2           ﾙｰﾀ 299 

 

                        

時計設定／蓄積設定                                              ＤＭＺ 

    ※２                                            

         

 

        ｼﾞｮｲﾝﾄ 1        ｼﾞｮｲﾝﾄ 2      ｼﾞｮｲﾝﾄ 298 ｼﾞｮｲﾝﾄ 299   WTM 

 

 

※１                                                    

 

※１ ＬＯＮ上に登録したＷＶＭは、蓄積設定を行うことが出来ません 

       ※２ ＷＶＭまたはＷＴＭはデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で 

          蓄積データの収集を 行います。 

          本ツールでは蓄積設定／時計設定を行います。 

※３ ＷＶＭに連結可能な機能ユニットについては、ＷＶＭ□取扱説明書を 

参照してください。 

 

 

 

  

インターネット 

データ収集ソフト／蓄積設定ツール 

メンテナンス時は、専用回線または VPN に 

よってサーバーＰＣと接続する 

 

LON1             LON2             LON298 
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２－３. 動作条件 

２－３－１. モジュール台数と設定チャンネルについて 

 

    本プログラムで設定できる蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のモジュール台数は 

     最大１２６台です。 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

（ＷＴＭ）は最大１１３４台です。 

    なお、モジュールによって蓄積できる最大チャンネル数は異なります。 

     ・蓄積モジュールは１台につき最大１２８チャンネルの蓄積が可能です。 

     ・ジョイントモジュール（ＷＪＭ）は１台につき最大５１２チャンネルの蓄積が可能です。 

     ・ジョイントモジュール（ＷＶＭ）は１台につき最大２５６チャンネルの蓄積が可能です。 

     ・ＷＴＭは１台につき最大５１２チャンネルの蓄積が可能です。 

     ・おんどとりモジュールは６４チャンネルの蓄積が可能です。（３２子機） 

   

 

２－３－２. モジュール登録ツールについて 

 

    本プログラムはモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）のモジュール登録情報を 

    使用して蓄積設定をします。 

    あらかじめ、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）をインストール後、 

    ネットワークに接続したモジュールのモジュール情報を登録してください。 

     ・蓄積モジュールを使用する場合は『ＳＣＨ／ＳＴＨ』タブより登録してください。 

  ・ジョイントモジュールまたはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュールを使用する場合は 

      『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』タブより登録してください。 

 

      ※電力マルチ（ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相/高調波相間設定は 

  モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で行います。 

      ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）については、 

       モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の取扱説明書を参照してください。 

 

 

２－３－３. データ収集ソフトについて 

 

    データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）は本プログラム蓄積設定したジョイントモジュール 

（ＷＶＭ）またはＷＴＭを使用します。 

    本プログラムをインストール後、蓄積設定を行ってから、データ収集ソフトをご使用下さい。 
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２－３－４. ＥｃｏＲｉＡＬについて 

 

    本プログラムはＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）のシステムデータを参照することで 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）専用の蓄積設定を行います。 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用される場合、 

     ①ＥｃｏＲｉＡＬのインストール 

     ②本プログラムのインストール、蓄積設定 

     ③ＥｃｏＲｉＡＬの設定 

    の順番でご使用ください。 

 

２－３－５. おんどとり登録について 

 

おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）、ジョイントモジュール（ＷＪＭ）にＲＳ２３２Ｃモ

ジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を機能ユニット（ＷＪＦ）として接続し使用する場合、本プログラ

ムはティアンドデイ社製 Wireless for Windows の「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」

登録情報を使用して蓄積設定をします。あらかじめ、Wireless for Windows をインストール後「お

んどとり（ワイヤレスデータロガー）」情報を登録してください。 

    ※Wireless for Windows については、Wireless for Windows の取扱説明書を参照してください。 

    ※おんどとり（ワイヤレスデータロガー）はティアンドデイ社の製品です。  
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２－３－６. 蓄積モジュールについて 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）でデータを収集する場合、下記の方法で使用ができます。 

    （接続形態 参照 Ｐ１６） 

     蓄積モジュール（ローカル）： 

       ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用してパソコンと 

       蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を接続します。 

 

     蓄積モジュール（リモート）： 

       ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用してパソコンと 

       モデムを接続します。 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）については、 

      蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の取扱説明書を参照してください。 

 

 

  

ここのスイッチをＯＮ 

 スイッチＯＮ 

   (上に押す) 

 スイッチＯＦＦ 

   (下に押す) 

１ ２ ３ 

 

４ ５ ６ ７ ８ 

モードスイッチ 

注意 

本プログラムで、蓄積モジュール（リモート）の場合、蓄積設定や蓄積データを収集 

する前に、該当する蓄積モジュールのモードスイッチの５をＯＮにしてリセット 

（モデム使用モード）してください。 
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２－３－７. ジョイントモジュールについて 

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）でデータを収集する場合、下記の方法で使用 

ができます。 

    （接続形態 参照 Ｐ１６） 

     ジョイントモジュール（ローカル）： 

       ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用してパソコンと 

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）を接続します。 

     ジョイントモジュール（リモート）： 

       ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用してパソコンと 

       モデムを接続します。 

ジョイントモジュール（イーサネット）： 

       ＬＡＮケーブルを使用してパソコンとジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）を 

接続します。 

ジョイントモジュール（インターネット）： 

       ＬＡＮケーブルを使用してパソコンとルーター、ジョイントモジュール（ＷＶＭ）と 

ルーターを接続します。 

     ※ＷＪＭ□－ＣはＬＡＮのインターフェースはありません。 

     ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の取扱説明書を参照してください。 

 

２－３－８. Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールについて 

    Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）でデータを収集する場合、下記の方法で 

    使用ができます。 

    （接続形態 参照Ｐ１６） 

イーサネット 

       ＬＡＮケーブルを使用してパソコンとＷＴＭを接続します。 

インターネット 

       ＬＡＮケーブルを使用してパソコンとルーター、ＷＴＭとルーターを接続します。 

      ※Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（仕様編）とＷｅｂ対応エネルギー 

       監視モジュール取扱説明書（設置・設定編）を参照してください。 
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２－３－９. 通信ポートの使用について 

 

    本プログラムが使用中のＣＯＭポートを、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）、 

    ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ）、リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ）、リアルタ 

イムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）、パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２）、 

日報･月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）のソフトで使用しないで下さい。本プログラム以 

外の上記ソフトウェアを使用する場合、他のＣＯＭポートを使用してください。 

（下記の図 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※同じＣＯＭポートを指定することは可能ですが、同時にソフトウェアを動かす 

      ことはできません。 

 

 

２－３－１０. 蓄積データ自動収集について 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自動収集設定がある時に、本プログラムを終了すると終了確認メッセージを表示します。 

なお、自動収集中は本プログラムを終了することはできません。 

  

モジュール登録ツール(WRS-NCFT） 

ＤＤＥサーバー(WRS-DDE) 

リアルリンクモニタ(WRS-MON) 

パラメータ設定ツール(WRS-PMD-2) 

日報･月報ソフト(WRS-REPO) 

リアルタイムモニタ（WRS-MONH） 

蓄積設定ツール(WRS-PMS) 

使用可 

使用中 

使用不可 

注意 

下記の場合、蓄積データを自動収集することはできません。 

また、蓄積データを自動収集しているモジュールの蓄積設定は変更できません。 

・蓄積設定をしている時、または、手動でデータを収集している時。 

・ジョイントモジュールの接続設定、蓄積設定（機能オプション）、警報発報設定 

（機能オプション）、デマンド設定（機能オプション）、イベントログ設定、 

定格設定、間欠制御設定（機能オプション）、おんどとりＳＮＶＴ設定 

（機能オプション）を行っている場合。 

・自動収集時間に本プログラムを起動していない時。 

・自動収集するＣＯＭポートを使用している場合、また自動収集するＣＯＭポート 

を使用して他のソフトウェアが起動している場合。 

  ・ジョイントモジュール（ＷＶＭ）の場合。 

ＣＯＭ１ ＣＯＭ２ 

ＳＣＨ ＳＴＨ 

 RS232C  RS232C 
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２－３－１１. モジュールの削除／故障について 

 

    本プログラムで蓄積設定をした後、蓄積設定しているモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ／ 

ＷＪＭ□／ＷＴＭを除く）をネットワークより取り外す場合、必ず下記の手順 

で行って下さい。 

 

    ○モジュールを削除する時 

      

 

 

     ①本プログラムで、ネットワークより取り外すモジュールの蓄積設定、 

ジョイントモジュールの各種設定をすべて削除します。 

     ②モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、モジュール登録情報を削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

     ③ネットワークより該当モジュールを取り外してください。 

 

    ○モジュールが故障した時 

    （故障したモジュールの代りに新しいモジュールをネットワークに取り付ける場合） 

 

     ①本プログラムで、ネットワークより取り外すモジュールの蓄積設定、ジョイント 

モジュールの各種設定を削除しないで下さい。 

     ②モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、故障したモジュールの 

      モジュール登録情報を削除します。 

    

 

 

 

 

 

 

  

注意 

必要に応じて蓄積データは、収集しておいて下さい。 

注意 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の登録情報削除について 

モジュール登録情報削除時に、『蓄積情報も削除しますか？』、または 

『モジュール内の蓄積情報を削除しますか？』のどちらかのメッセージ 

を表示します。 

必ず『はい』を選択してください。 

 

注意 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の登録情報削除について 

モジュール登録情報削除時に、『蓄積情報も削除しますか？』、または 

『モジュール内の蓄積情報を削除しますか？』のどちらかのメッセージ 

を表示します。 

必ず『いいえ』を選択してください。 
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     ③モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、故障したモジュールと 

      同じネットワークＮｏ・サブネットＮｏ・モジュールＮｏ・ＩＰアドレス・ 

モジュール名称を指定し、新しいモジュール情報を登録します。 

    

 

 

 

 

 

     

 電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の場合、新しいモジュールの高調波次数、 

高調波相／高調波相間の設定を行ってください。 

     ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）ついては、 

      モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の取扱説明書を参照してください。 

 

 

２－３－１２. おんどとりの削除 

 

    本プログラムで蓄積設定をした後、またはおんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能） 

をした後、蓄積設定している「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の登録を 

Wireless for Windowsで削除する場合、必ず下記の手順で行って下さい。 

 

     ①本プログラムで、登録を削除する「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積 

設定、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）をすべて削除します。 

     ②Wireless for Windows で、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」登録情報を削 

除します。 

 

    ※Wireless for Windows については、Wireless for Windows の取扱説明書を参照してください。 

 

    ※おんどとり（ワイヤレスデータロガー）はティアンドデイ社の製品です。 

  

注意 

故障したモジュールの登録方法について 

 モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で故障したモジュールを削除後、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を終了せずに、そのまま新しい 

モジュールを登録してください。 
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第３章 操作手順 

 

 蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を使用するための手順をご確認下さい。 

３－１. 操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＴＨ／ＷＪＭ／ 

ＷＶＭ／ＷＴＭと 

ＰＣの接続と設定 

ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＭと 

コンピュータの接続と設定をします。 
Ｐ３０ 

動作条件 
本プログラムを使用される時、必ず動作条件を 

お読み下さい。 Ｐ１４ 

インストール 
本プログラム「蓄積設定ツール」のインストールを 

します。 Ｐ３３ 

蓄積チャンネル設定 Ｐ４７ 

環境設定 

 

ＲＳ２３２Ｃ通信の設定をします。 Ｐ４４ 

 

ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭの 

初期化をします。 Ｐ４６ 

蓄積チャンネルを設定します。 

蓄積チャンネルの一括設定をします。また、おんどとり 

モジュールの蓄積チャンネルの一括設定をします。 

 ＷＪＭ／ＷＶＭ 

 
ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭの接続設定をします。 Ｐ９３ ／ＷＴＭ設定 

 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭの蓄積基本設定をします。 

（オプション機能） Ｐ１０７ 
蓄積設定 

 

モジュール定格設定 ジョイントモジュールの電力ユニット、交流電圧ユニット、 

交流電流ユニットを設定します。 Ｐ１１９ 

ジョイント 

モジュールメール設定 

Ｐ６６ 

Ｐ５８ 

メール設定 メール設定します。 Ｐ１２６ 

蓄積モジュール 

蓄積設定 

Ｐ１３２ 
ジョイント ジョイントモジュールのデジタル出力ユニットの 

出力を制御します。 
モジュール模擬出力 

蓄積モジュールの蓄積基本設定をします。 Ｐ４９ 

Ｐ１３２ 

_Ref443984927
_Ref443984927
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※ページナンバーをクリックするとそのページにジャンプします。 

  

ジョイント 

ジョイントモジュールのデマンド監視設定をします。 

（オプション機能） 
Ｐ１３３ 

モジュールデマンド 

設定 

警報発報設定 

 

警報発報チャンネルの設定をします。（オプション機能） Ｐ１４０ 

警報発報チャンネルのアラーム値/メール送信件名/監視メッセージ 

/制御ユニット/チャンネル/出力状態を設定します。 

 

Ｐ１４１ 

警報発報チャンネルの通知方法の設定をします。 

 

Ｐ１５５ 

ジョイントモジュールのイベント設定をします。 Ｐ１６２ イベントログ設定 

イベント表示 

 

メイン画面にイベントの日付、時間、内容が表示 

されます。 
Ｐ２０２ 

収集したイベントログデータを表示します。 Ｐ１６６ 

自動で蓄積データを収集します。 

データ収集 

 

手動で蓄積データを収集します。 Ｐ１８０ 

Ｐ１８３ 

モジュール間欠制御 

 

ジョイントモジュールの間欠制御の設定をします。 

（オプション機能） 
Ｐ１６７ 

ジョイント 

 
    設定 

ジョイント 

 ジョイントモジュールのおんどとりＳＮＶＴ設定をします。 

（オプション機能） 
Ｐ１７５ 

おんどとりＳＮＶＴ 

      設定 
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３－２. プルダウンメニュー 

   本ソフトウェアに表示されているメニューは下記のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベントクリア Ｐ２０３ 

終了 Ｐ２０５ 

ファイル 

蓄積設定 Ｐ４９ 

ツール 

バージョン情報 Ｐ２０４ 

ヘルプ 

ＷＪＭ／ＷＶＭ 

／ＷＴＭ設定 
Ｐ９３ 

環境設定 Ｐ４３ 
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第４章 保証 

 

４－１. 保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は納入後1年間といたします。 

 

４－２. 保証範囲 

保証期間内に当社側の責により不具合が生じた場合は、代替品の提供を無償で実施させて 

いただきます。 

ただし、不具合の原因が次に該当する場合はこの保証の対象範囲から除外いたします。 

1) 本書に記載されている条件、環境、取扱いの範囲を逸脱してご使用された場合 

2) 当社以外による構造、性能、仕様などの改変による場合 

3) 本ソフトウェア以外の原因による場合（サーバー故障など） 

4) その他、天災、災害、不可抗力など当社側の責ではない原因による場合 

 

なお、ここでいう保証は本ソフトウェア単体の保証に限るもので、本ソフトウェアの不具合や 

瑕疵から誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。 

 

４－３. 責任制限 

本ソフトウェアに起因して生じた損害に関しては、当社はいかなる場合も責任を負いません。 
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第５章 ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭと 

コンピュータの接続と設定 

 

  

 本プログラムを使用する場合、パソコンと蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）／ 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）／Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を 

 下記のように接続してください。 

 

５－１. 接続 

５－１－１. 蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を使用する場合 

 

    ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

モデム 

 

モデム 

公衆回線 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

ＲＳ２３２Ｃ 

クロスケーブル 

ＷＲＴ－ＳＴＨ コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 
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５－１－２. ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）を使用する場合 

 

    ・ＲＳ２３２Ｃ経由で使用する場合 

     ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・イーサネット経由で使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

      

 

５－１－３. Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

 

 

  

ＬＡＮ 

モデム 

 

モデム 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＲＳ２３２Ｃ 

クロスケーブル 

コンピュータ 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

 

ＷＪＭ／ＷＶＭ 

公衆回線 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

 

コンピュータ 

ＷＪＭ／ＷＶＭ 

ＷＪＭ／ＷＶＭ 

ＬＡＮ 

コンピュータ 
ＷＴＭ 
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５－２. ケーブル 

 

５－２－１. ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル 

 

 

     ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２－２. ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル 

 

     ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意！ 

   ・コンピュータの種類によって、ピン番号、ピン数が異なる場合があります。 

   ・接続後、コネクタのネジをしっかり締め、抜けないようにしてください。 

   ・蓄積ユニット（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の設定は、 

     ボーレート５７６００ｂｐｓ、サムチェックとパリティチェックなしに 

     『ディップスイッチ』にて設定してください。 

 

   

  

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

RD 

 
SD 

 
DTR 

 
GND 

 
DSR 

 
RTS 

 
CTS 

 

RD 

 
SD 

 
DTR 

ｓ 
GND 

 
DSR 

 
RTS 

 
CTS 

 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

RD 
SD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 

RD 

 
SD 

 
DTR 

 
GND 

 
DSR 

 
RTS 

 
CTS 

 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
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第６章 プログラムのインストール 

 

 本プログラムをコンピュータにインストールします。 

 

 

 

   

    

 

 

 

６－１. プログラムのインストール 

 

  【１】ＣＤドライブにインストールＣＤ「蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）」を 

     挿入します。 

 

 

【２】インストールＣＤ内の「ＰＭＳ」を開いて「ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ」を右クリックし、 

「管理者として実行」をクリックしてください。 

 

  

注意 

①本プログラム「蓄積設定ツール」をインストールする場合、インストールする前に 

必ず『administrator』でログインしてください。 

②BEMS 対応モジュール登録ツール、BEMS対応データ収集ソフトがインストール 

されている PCでは本ソフトウェアを動作させることができません。 

必ず別の PCにインストールしてください。 
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  【５】下記の画面を表示します。『ＯＫ』をクリックすると蓄積設定ツール 

     （ＷＲＳ－ＰＭＳ）のセットアップを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            インストールをキャンセルします。 

                            インストールを続行します。 

 

 

 

 

 

 

  【６】インストール先のディレクトリを確認後、セットアップを開始するボタンを 

     クリックします。 

     ※通常、インストール先のディレクトリ確認画面では、ディレクトリを変更せずに 

      次へ進んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ディレクトリの変更をします。 

                             インストールをキャンセルします。 

                             インストールを開始します。 

              インストール先のディレクトリを表示します。 
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  【７】インストール先のプログラムグループの確認画面を表示します。 

リアルリンクツールのグループを確認後、『継続』をクリックします。 

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、 

      プログラムグループを変更せずに次へ進んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

                               新しいグループ名を入力できます。 

 

 

                               既存のグループから選択できます。 

 

 

 

 

                              インストールを継続します。 

                              インストールをキャンセルします。 

 

 

 

  【８】リアルリンクツール取扱説明書のグループを確認後、『継続』をクリックします。 

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、 

      プログラムグループを変更せずに次へ進んで下さい。 
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  【９】蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）のセットアップを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          インストール実行状態が％で表示します。 

                          インストールをキャンセルします。 

 

  【１０】下記の画面を表示したら、『ＯＫ』をクリックしてください。 

      インストール完了です。Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動してください。 

 

 

 

 

                        インストールが完了しました。 
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６－２. インストール時のエラーメッセージ 

 

  インストールをしている途中、インストールメッセージが表示する場合があります。 

  インストールを正常に終わらせる為に、下記の正しい対応処理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

    対応： ①『ＯＫ』をクリック後、Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動します。 

        ②もう一度セットアップ実行します。 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

  

コピーしようとしているファイルより新しいファイルがシステムに存在します。 

現在のファイルをそのまま使用することをお勧めいたします。 

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。使用中の 

アプリケーションを終了させて下さい。ファイルのコピーエラーを無視すると、 

そのファイルは組み込まれません。この場合、アプリケーションが正しく動作しな 

い可能性があります。エラーを無視しますか？ 

既に組み込まれています。既存のものを置き換えますか？ 

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。 

使用中のアプリケーションを終了させて下さい。 

ファイルのコピーにエラーが発生しました。 

システムにある一部のシステムファイルが最新でないので、セットアップを続行で 

きません。セットアップでこれらを更新してよいのなら『ＯＫ』をクリックして下 

さい。もう一度セットアップを実行する前に Windows を再起動する必要があります。 

システムファイルを更新しないでセットアップを終了する場合は、『キャンセル』 

をクリックしてください。 
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第７章 プログラムの起動 

 

７－１. 起動前の確認 

   『第２章 動作条件』を必ずお読み下さい。 

 

７－１－１. 蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を使用する場合 

   ・ＲＳ２３２Ｃケーブルが正しく接続してあること。 

    ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）本体前面のコネクタと、 

コンピュータ側のＣＯＭ１～ＣＯＭ５のいずれかを接続してあること。 

ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

   ・蓄積モジュール（ローカル）で使用する場合は、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

    の通信速度（ボーレート）は、『５７６００ｂｐｓ』になっていること。 

    （出荷時設定は５７６００bps） 

   ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のサムチェックとパリティチェックは、 

    『なし』に設定していること。（出荷時設定はサムチェック・パリティチェック無し） 

   ・蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の電源が投入してあること。 

   ・モデムを使用する場合は、モデムを正しく接続し、電源が投入してあること。 

   ・モデムと蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）は、電源を同じ電源元からとること。 

    （異なる電源元であるとき、モデム電源をＯＮ後、蓄積モジュールの電源をＯＮしてください。） 

   ・ＰＨＳモデムを使用する場合は、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の通信速度 

    （ボーレート）は、『１９２００ｂｐｓ』になっていること。（出荷時設定は５７６００bps） 

   ・モバイルデータアダプタを使用する場合は、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の通信速度 

    （ボーレート）は、『９６００ｂｐｓ』になっていること。（出荷時設定は５７６００bps） 

 

   ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の詳細については、 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）取扱説明書を参照してください。 

 

 

７－１－２. おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を使用する場合 

   ・「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の親機と正しく接続していることを確認して 

下さい。 

   ・おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の通信速度（ボーレート）は、 

    『９６００ｂｐｓ』になっていること。（出荷時設定は９６００bps） 

   ・おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の電源が投入してあること。 

 

   ※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の詳細については、 

    おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）取扱説明書を参照してください。 
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７－１－３. ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）を使用する場合 

   ＲＳ２３２Ｃより設定する場合 

    ・ＲＳ２３２Ｃケーブルが正しく接続してあること。 

     ※メインユニット（ＷＪＭ）本体上面のコネクタと、 

コンピュータ側のＣＯＭ１～ＣＯＭ５のいずれかを接続してあること。 

ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

    ・ジョイントモジュール（ローカル）で使用する場合は、 

メインユニット（ＷＪＭ）の通信速度（ボーレート）は、 

『５７６００ｂｐｓ』になっていること。（出荷時設定は５７６００bps） 

    ・メインユニット（ＷＪＭ）のサムチェックとパリティチェックは、 

     『なし』に設定していること。（出荷時設定はサムチェック・パリティチェック無し） 

    ・メインユニット（ＷＪＭ）の電源が投入してあること。 

    ・モデムを使用する場合は、モデムを正しく接続し、電源が投入してあること。 

    ・モデムとメインユニット（ＷＪＭ）は、電源を同じ電源元からとること。 

     （異なる電源元であるとき、モデム電源をＯＮ後、メインユニット（ＷＪＭ）の電源を 

ＯＮしてください。） 

     

イーサネットより設定する場合 

    ・ＬＡＮケーブルが正しく接続してあること。 

    ・メインユニット（ＷＪＭ）の電源が投入してあること。 

 

    ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の詳細については、 

     ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）取扱説明書を参照してください。 

 

 

７－１－４. Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を使用する場合 

   イーサネットより設定する場合 

   ・ＬＡＮケーブルが正しく接続してあること。 

   ・ＷＴＭの電源が投入してあること。 

   ・ＬＡＮ有効スイッチが有効状態になっていること。 

 

   ※ＷＴＭの詳細については、Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（仕様編）と 

    Ｗｅｂエネルギー監視モジュール取扱説明書（設置・設定編）を参照してください。 
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７－２. 起動 

 

  【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

 

  【２】『リアルリンクツール』を選択します。 

 

  【３】『蓄積設定ツール』を右クリックし、「その他」から「管理者として実行」を 

クリックすると蓄積設定ツールのメイン画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           時刻 

                                           日付 

          自動アップロード（自動収集）の状態を表示します。 

           自動アップロード中（監視Ａ） 

           接続中（監視Ａ） 

          （ ）内は現在蓄積データを収集しているモジュール名です。 

  

イベントを表示します 
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          表示されたイベントは、イベントファイルに保存されます。 

          イベントファイルについての詳細はＰ１９２を参照してください。 

 

   

 

 

       

     下記の対応処理をしてください。 

        

 

  対応：①『ＯＫ』をクリックして、ＭＳＤＥをアンインストールしてください。 

     ②『データベース管理ツール』より『ＭＳＤＥインストール』して、 

    『データベース登録』をしてください。 

        ③『蓄積設定ツール』を再起動してください。 

     ※ MSDE の正式名称は Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

ＭＳＤＥインスール後にコンピュータ名を変更すると、蓄積設定ツール起動時に 

  以下のようなエラーメッセージを表示します。 

 

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合、プログラム起動時に 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）で登録されている単位情報、 

またＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）のシステム情報を本プログラムで認識する為 

マスタ移行プログラムが起動されます。 

 

注意 

 データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）が起動している場合、各種設定を 

 することができませんのでご注意ください。 

 データ収集ソフトが起動中の時は、蓄積データの自動収集のみ行うことが 

 できます。 

 蓄積設定ツールで各種設定を行う場合は、データ収集ソフトを停止してから 

 蓄積設定ツールを起動してください。 
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     下記の対応処理をしてください。 

 

 

  対応：Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒのスキャン対象から、蓄積設定ツール 

     インストールフォルダ（デフォルトではＣ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ）を 

     除外してください。 

 

 

 

  

注意 

Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒを有効にしている場合、蓄積設定ツール起動時に 

以下のようなエラーメッセージを表示する場合があります。 

注意 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、 

『付録８. Windows10ご使用中の起動失敗について』をご確認ください。 
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第８章 操作 

 

８－１. 確認画面について 

  操作エラーが発生した場合または、操作の継続／キャンセルを確認する場合 

  確認画面を表示します。 

                 ・エラー発生の場合 

                  『ＯＫ』の操作のみできます。 

                 ・操作の継続確認の場合 

                  『ＯＫ』   → 操作継続 

                  『キャンセル』→ 操作キャンセル 

 

 

８－２. 環境設定 

８－２－１. 通信設定 

 

     通信設定を設定します。 

     プルダウンメニューの「設定」から、『環境設定』を指示すると、下記の画面を 

     表示します。『通信設定』のタブを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通信ポート毎に 

ＲＳ２３２Ｃ通信 

設定ができます。 
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８－２－１－１．ＲＳ２３２Ｃで接続する場合 

 

   【１】通信ポートを選択します。 

      （通信ポートをクリックするとＣＯＭ１～ＣＯＭ５の選択ができます。) 

      ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

 

   【２】使用する電話回線を選択します。（出荷時設定：トーン） 

      蓄積モジュール（リモート）、ジョイントモジュール（リモート）がモデムを 

      使用する時に有効になります。 

       ・ダイヤル回線 → パルス ・プッシュホン回線 → トーン 

 

   【３】ボーレート（通信速度）の選択をします。（出荷時設定：57600bps） 

      1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、14400bps、19200bps、38400bps、57600bps 

      から選択ができます。 

 

   【４】パリティの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

      有の時は奇数パリティになります。 

※ リアルリンクモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮ）を使用する場合は、パリティは無しに 

設定してください。 

 

   【５】サムチェックの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

      ※ ボーレート／パリティ／サムチェックの設定はインターフェースモジュールの設定と 

同じ設定にしてください。 

      ※ インターフェースモジュール詳細については、各モジュールの取扱説明書を 

参照してください。 

 

   【６】モデム初期化データを入力します。（出荷時設定：ＡＴ＆Ｃ１） 

      パソコンに接続しているモデムの動作を設定するためのものです。 

      蓄積モジュール（リモート）、ジョイントモジュール（リモート）が接続できない時に 

      変更する必要があります。 

      電話番号とモデムの回線状態を確認した後、モデムのマニュアルを参照の上 

      設定を変更してください。 

      ※モデム初期化データを変更後、本プログラムを再起動してください。 

※通常、出荷時設定のまま使用してください。 

ただし、弊社推奨モデムＭ１４４Ｋ(ヒノックス製)を使用する場合は 

ＡＴ＆Ｃ１＆Ｄ２と設定してください。 

 

   【７】通信のタイムアウト時間とリトライ回数を設定してください。 

（出荷時設定：タイムアウト４５秒、リトライ２回） 

設定範囲：タイムアウト ４５～１８０秒、リトライ ０～５回 

 

   【８】『記憶』をクリックします。 

      現在指定している通信ポートに対応したＲＳ２３２Ｃ通信設定を記憶します。 
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   【９】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 

 

    ※他の通信ポートを設定する時、上記の【１】～【７】の設定を繰り返してください。 

 

 

８－２－１－２．イーサネット／インターネットで接続する場合 

 

   【１】ＬＡＮサムチェックの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

 

 

   【２】通信のタイムアウト時間とリトライ回数を設定してください。 

（出荷時設定：タイムアウト４５秒、リトライ２回） 

設定範囲：タイムアウト ４５～１８０秒、リトライ ０～５回 

 

   【３】『記憶』をクリックします。 

      イーサネット通信設定を記憶します。 

 

 

   【４】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 
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８－２－２. モジュール初期化設定 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、または、ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）

またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）に設定してある蓄積設定（オプション機

能）、蓄積データ、警報発報設定（オプション機能）、メール設定、デマンド設定（オプション機

能）、間欠制御設定（オプション機能）、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）をすべて削

除します。 

 

    ※蓄積モジュール（ＷＲＴ-ＳＴＨ）の蓄積設定はオプション機能ではありません。 

 

    

 

 

 

   

    プルダウンメニューの「設定」から、『環境設定』を指示すると下記の画面を 

    表示します。『モジュール初期化』のタブを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                  接続されているモジュール 

                                  の初期化をします。 

 

 

 

    【１】初期化するモジュールを選択してください。 

 

      ○『ＳＴＨ／ＬＧＬ』を選択した場合 

       蓄積モジュール（ローカル）を初期化する場合に指定します。 

       ①パソコンと初期化するモジュールをＲＳ２３２Ｃクロスケーブルで 

        接続してください。 

 

       ②初期化するモジュールが接続している通信ポートを選択します。 

        

       ※ イーサネットゲートウェイ(ＷＧＷ－ＬＧＬ ※生産中止品)については 

         弊社までお問い合わせください。 

  

注意 
蓄積モジュールは、全ての設定が工場出荷時の状態に戻ります。 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、またはＷＴＭはＩＰアドレス以外の設定が 

 工場出荷時の状態に戻ります。 
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      ○『ＬＧＬ』を選択した場合 

イーサネットゲートウェイ(ＷＧＷ－ＬＧＬ ※生産中止品)を初期化する場合 

に指定します。 

 

イーサネットゲートウェイについては弊社までお問い合わせください。 

 

○『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』を選択した場合 

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭを初期化する場合に 

       指定します。 

 

① 初期化するジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭを選択します。 

 

② 初期化するジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭが最後に接続した

接続経路で接続します。 

 

※蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で一度も接続していない時、もしくはＷＪＭ／ＷＶ

Ｍ／ＷＴＭ設定画面で設定を削除した時は、モジュール登録ツール 

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録時に接続した接続経路で接続してください。 

          

 

    【２】『初期化』をクリックすると「モジュール内蓄積設定、蓄積データを初期化 

        しますか？」と表示します。 

       『ＯＫ』をクリックすると指定したモジュールを初期化します。 

       （１）蓄積モジュールの場合 

          蓄積モジュールに設定している時計または蓄積設定、蓄積データはすべて削除 

          します。 

       （２）ジョイントモジュール（ＷＪＦ／ＷＶＭ）に 

          ジョイントモジュール（ＷＪＦ／ＷＶＭ）に設定している時計または、 

  ＩＰアドレス以外の蓄積設定（オプション機能）、警報発報設定（オプション 

  機能）、デマンド設定（オプション機能）、メール設定、間欠制御設定（オプ 

  ション機能）、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）、蓄積データは 

  全て削除します。 

          イベントログ設定は工場出荷時の設定になります。 

       （３）ＷＴＭに設定しているＩＰアドレス以外の蓄積設定、警報発報設定、 

          メール設定、蓄積データは全て削除します。 

  

注意 

下記の場合、モジュールの初期化はできません。 

  ・初期化するモジュールのＲＳ２３２Ｃの設定と本プログラムの環境設定が 

   異なっている場合 

  ・他のプログラムで指定した通信ポートを使用している場合 

   モジュールとの環境設定が合っているか、または他のプログラムが起動していないか 

  確認してからモジュールの初期化を行って下さい。 



 

４８  

    【３】初期化を終了すると「初期化を終了しました」と表示します。 

       『ＯＫ』をクリックしてください。 

 

    【４】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 

  



 

４９  

８－３. 蓄積モジュールの蓄積基本設定 

８－３－１. 蓄積基本新規設定 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積基本設定をします。 

 

※ジョイントモジュールの蓄積基本設定（機能オプション）は、蓄積基本設定画面 

で設定します。 

 

    プルダウンメニュー「設定」から『蓄積設定』または、ツールバーの   を 

    クリックすると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

                     蓄積モジュールリスト 

 

                         

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓄積状態 

 

 

 

 

  



 

５０  

蓄積モジュールリスト 

 

    モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）より登録した蓄積モジュール 

    （ＷＲＴ－ＳＴＨ）を表示します。 

 

     蓄積モジュール名称・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録した蓄積 

                 モジュールのモジュール名称を表示します。 

                 ※「???」と表示してある場合、モジュール登録ツール 

                  （ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）にて変更または削除されています。 

                  モジュール登録ツールで登録内容を確認してください。 

 

     ＴＥＬ／ＩＰ・・・・・・モデムを使用してデータを収集する蓄積モジュールは電話番号 

                 を表示しています。 

 

     自動収集時間・・・・・・自動収集が設定されている場合、自動収集する時間を表示します。 

                 毎日に指定した時は、時間の後ろに（毎日）と表示します。 

 

     ステータス・・・・・・・蓄積設定（詳細）画面で蓄積チャンネルを１件以上設定して 

                 いる時、「Ｒｅａｄｙ」を表示します。 

 

 

 

 

   蓄積状態 

 

    蓄積状態は、蓄積モジュールリストで指定したモジュールの状態を表示します。 

    蓄積モジュールリストよりモジュールを選択した時に１回表示します。 

 

     開始・・・蓄積データの一番古い日時を表示します。 

 

     終了・・・蓄積データの一番新しい日時を表示します。 

 

     状態・・・｢蓄積中｣  ：１チャンネル以上蓄積設定をしている時に表示します。 

          ｢蓄積停止中｣：蓄積設定をしていない時に表示します。 

                 または、蓄積停止条件の指定が｢停止｣でモジュール側 

                 メモリの空きがない時に表示します。 

 

     件数・・・蓄積データを蓄積した「件数／全件数」を表示します。 

          プログレスバーは、蓄積状態を％で表示します。 

          ※全件数については、『８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間』に 

           記載している表を参照してください。 

 

  



 

５１  

    【１】蓄積モジュールリストより蓄積基本設定をする蓄積モジュールを選択します。 

 

    【２】通信設定を設定します。 

       設定するモジュールによって通信設定が異なります。 

 

 

 

 

 

       ○蓄積モジュール（ローカル）を設定する場合 

        ①『ＲＳ－２３２Ｃ』を指定後、通信ポートを選択してください。 

         

 

 

       ○蓄積モジュール（リモート）を設定する場合 

        ①『ＲＳ－２３２Ｃ』を指定後、通信ポートを選択してください。 

        ②『ＴＥＬ』の□をチェック（レを表示）後、電話番号を入力してください。 

         ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）にモデムを使用してモジュール登録ツール 

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録した場合、登録時に入力した電話番号を表示します。 

 

 

    【３】      をクリックします。 

       （設定した電話番号、ＩＰアドレスは蓄積モジュールリストに表示します。） 

        『接続』をクリックすると『切断』に変わります。 

         

モジュールと接続中は、画面のタイトルバーに接続状態を表示します。 

        ・                 モジュールと接続中 

        ・                 モデムダイアル中 ※公衆回線接続時のみ 

                                      表示します 

               蓄積モジュールリストより現在指定しているモジュール名称です。 

 

        ※公衆回線を切断する時 

         下記の操作を行うと公衆回線を切断します。 

         ・『切断』をクリックした時 

         ・蓄積モジュールリストより他のモジュールをクリックした時 

         ・『画面終了』をクリックした時 

 

 

  

注意 

パソコン内の内蔵モデムが割り当てられているポートを選択しないで下さい。 

 



 

５２  

    【４】基本設定を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ①蓄積するチャンネル数を選択します。 

        １、２、４、８、１６、３２、６４、１２８の中から選択してください。 

       ※蓄積チャンネル数は、蓄積設定（詳細）画面の蓄積チャンネルリストに反映します。 

 

       ②蓄積する時間を指定します。 

        ・「インターバル」を選択時 

          １、５、１０、３０、６０、１２０、２４０分の中から選択してください。 

 

        ・「定時」を選択時 

          蓄積する時刻を入力してください。（入力例 １７：００） 

          ※時と分の間に区切り文字で“：”（半角）を入力してください。 

 

        ※選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏに 

         おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合の 

         「インターバル」は１，５，１０，３０，６０分の中から選択してください。 

         また、「定時」は選択できません。 

 

        ※蓄積チャンネルと蓄積時間より蓄積できる日数の詳細は、 

          『８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間』を参照してください。 

 

       ③蓄積を停止する条件を設定します。 

        ・「上書」を選択時 

          収集データがモジュールのメモリの量をこえてもデータの蓄積は停止しません。 

          新しいデータが収集すると一番古いデータから上書きします。 

 

        ・「停止」を選択時 

          収集データがモジュールのメモリの量をこえた時、蓄積を停止します。 

  



 

５３  

       ④蓄積データを収集した後クリアする条件を設定します。 

        ・「消去」を選択時 

          データ収集を行った後、モジュール内に蓄積しているデータは消去します。 

 

        ・「保持」を選択時 

          データ収集を行った後、モジュール内に蓄積しているデータは保持します。 

 

       ⑤自動収集の設定をします。 

蓄積データを指定の時刻に自動収集する時、設定します。 

        ・蓄積データを指定した時刻に一度だけ収集する時 

          自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力します。 

        ・蓄積データを毎日指定した時刻に収集する時 

          自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力し、 

          毎日の□にチェック（レを表示）します。 

           

       ⑥収集リトライの設定をします。 

蓄積データの自動収集に失敗した場合、再度指定した時刻に自動収集を行う 

場合に設定します。 

⑤で設定した自動収集時間に収集が失敗し、再度蓄積データを指定した時刻に 

収集する場合、収集リトライ時間の□にチェック（レを表示）後、 

収集する時刻を入力します。 

収集リトライの設定時間は、 

自動収集時間 ＋ ２３Ｈ ＞ 収集リトライ時間 ＞ 自動収集時間   

の範囲で設定してください。 

        収集リトライについての詳細はＰ１８９を参照してください。 

         

       ⑦自動時間校正の設定をします。 

蓄積データの自動収集に成功後、パソコンの現在時間でモジュールの時刻を校正 

する場合、設定します。 

自動時間校正を設定する場合、自動時間校正の□にチェック（レを表示）します。 

        自動時間校正についての詳細はＰ２３２を参照してください。 

 

       ⑧おんどとり自動収集時間を設定します。 

おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロ 

ガー）」のデータを自動収集（毎日）する時、設定します。 

        おんどとり自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を 

        入力します。 

        ※選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏで 

         おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合に設定できます。 

        ※選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏに 

         ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を実装している 

ジョイントモジュールを登録している場合、ＲＳ２３２Ｃモジュール 

（ＷＪＦ－ＳＴＯ）に対しての設定は、ジョイントモジュールの蓄積基本設定 

（機能オプション）で行います。 

  



 

５４  

       ⑨『ＯＫ』をクリックすると指定したモジュールの蓄積基本設定が完了します。 

        自動収集を設定した時、蓄積モジュールリストの指定したモジュールに 

        自動収集時間を表示します。毎日に指定した時は、時間の後ろに（毎日） 

        と表示します。 

 

        ※選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏで 

         おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合は 

         おんどとりモジュールにも基本設定を行います。 

         但し、おんどとりモジュールの基本設定は、 

         ・蓄積チャンネル数＝６４ 

         ・蓄積停止条件＝停止 

         ・蓄積後のデータクリア条件＝消去 

         になっていますのでインターバル時間とおんどとり自動収集時間のみ 

         設定できます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

    【５】      をクリックすると指定したモジュールの蓄積設定（詳細）画面を表示します。 

 

    【６】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 

 

  

注意 

下記の場合、蓄積データを自動収集することはできません。 

また、蓄積データを自動収集しているモジュールの蓄積設定は変更できません。 

・ジョイントモジュールの接続設定、蓄積設定（機能オプション）、 

警報発報設定（機能オプション）、デマンド設定（機能オプション）、 

イベントログ設定、定格設定、間欠制御設定（機能オプション）、 

おんどとりＳＮＶＴ設定（機能オプション）を行っている場合。 

・自動収集時間に本プログラムを起動していない時。 

・自動収集するＣＯＭポートを使用している場合、また自動収集するＣＯＭポート 

を使用して他のソフトウェアが起動している場合。 

   自動収集についての詳細は『８－１８－１－２．自動収集』を参照してください。 

 



 

５５  

８－３－２. 蓄積基本設定変更 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積基本設定を変更します。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【１】蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより蓄積基本設定を変更するモジュールを

選択します。 

 

 

    【２】      をクリックします。 

        通信設定を変更する場合は『接続』をクリックする前に設定を変更してください。 

 

 

    【３】基本設定を変更後、『ＯＫ』をクリックします。蓄積基本設定が変更します。 

 

 

 

    蓄積モジュールリストに「???」と表示している場合 

      モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）にて蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

      のモジュール登録情報を変更または削除しています。 

 

      注意！ 「???」を表示している時に『蓄積データ収集』を行うと、 

           以前作成したＣＳＶファイルにデータを収集することができます。 

           必要に応じて、蓄積データの収集を行って下さい。 

 

      ① 蓄積モジュールリストより「???」を選択します。 

        「モジュール登録情報が削除されています」とメッセージを表示した場合、 

        一度、『蓄積設定削除』をしてください。 

 

 

 

  

 

注意 

蓄積基本設定の蓄積チャンネル数を変更すると、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 の以前設定した蓄積チャンネル設定、モジュールに蓄積したデータ、蓄積データを収集時 

 に作成したファイルは削除します。 

 選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏに 

 おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合のおんどとり 

 モジュールの蓄積チャンネル設定、蓄積データ、蓄積データを収集時に作成した 

 ファイルは削除しません。 

 



 

５６  

８－３－３. 蓄積基本設定削除 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積基本設定を削除します。 

 

【１】 蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより蓄積基本設定を削除 

するモジュールを選択します。 

 

    【２】     をクリックすると確認画面を表示します。 

 

    【３】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると指定した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

       の蓄積設定、蓄積チャンネル設定、モジュールに蓄積したデータ、蓄積データを 

       収集時に作成したファイルはすべて削除します。 

       選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏに 

       おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合のおんどとり 

       モジュールの蓄積チャンネル設定、蓄積データ、蓄積データを収集時に作成した 

       ファイルは削除しません。 

 

       ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）は蓄積を停止します。 

 

  



 

５７  

８－３－４. 蓄積するモジュールの時計設定 
 

   蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）に設定している時刻を確認または、変更できます。 

  

 

    【１】蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

       を選択した時、表示する日付・時刻はモジュール内の時刻です。 

 

   【２】『確認』をクリックする毎に指定した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の現在の 

      日付・時刻を表示します。 

 

    【３】日付・時刻を変更後、『校正』をクリックすると指定した蓄積モジュール 

       （ＷＲＴ－ＳＴＨ）に設定した日付・時刻で変更します。秒を入力しない時、 

       “00”に設定します。 

       （例 １２：００ → １２：００：００） 

 

     ※選択した蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じネットワークＮｏで 

      おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合はおんどとり 

      モジュールにも同じ時間で時計設定を行います。 

 

     ※モジュール内の時刻は、自動時間校正でも設定できます。 

      自動時間校正についての詳細は、Ｐ２３２を参照してください。 

 

  



 

５８  

８－４. 蓄積チャンネル設定（蓄積詳細設定） 

 

８－４－１. 蓄積チャンネル追加（新規）設定（蓄積詳細設定） 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積チャンネル毎に蓄積条件を設定します。 

    蓄積設定（基本）画面で、蓄積基本設定終了後、      をクリックすると 

下記の蓄積設定（詳細）画面を表示します。 

    蓄積チャンネルを設定すると蓄積モジュールは、蓄積を開始します。 

 

        蓄積モジュールリストより現在指定しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    蓄積チャンネル設定情報を表示します。おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

    の蓄積設定情報も表示しますが、設定の追加、変更、削除はできません 

 

    

 

 

     

 

 

  

蓄積条件スイッチ 

蓄積チャンネルリストをクリックすると 

有効になります。 

・追加設定時    スイッチになります。 

・設定変更時    スイッチになります。 

ユニットＮｏ 

モジュール選択リストで、ＷＲＭ／ＷＲＭＰ 

／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ／ＷＲＢＣ 

モジュールを選択した時、ユニットＮｏを 

指定します。 

注意 

蓄積チャンネル設定を蓄積詳細設定画面で行う場合、ポイント名の設定、 

また設定データＣＳＶファイルは作成されません。 

ポイント名の設定、設定データＣＳＶを作成したい場合、 

一括設定画面にて蓄積チャンネル設定を行ってください。 
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   【１】蓄積チャンネルリストの空白欄をクリックします。 

      蓄積条件スイッチが     になります。 

 

      ※蓄積チャンネルリストのチャンネル数は、 

       蓄積設定（基本）画面蓄積基本設定の蓄積チャンネル数で設定します。 

 

 

   【２】モジュール選択リストよりデータを蓄積するモジュールを選択します。 

      表示するモジュールは、設定中の蓄積モジュールと同じネットワークＮｏ 

      で登録したモジュールです。         

 

       

   【３】蓄積条件を設定します。 

 

 

 

 

 

 

     ①ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ／ＷＲＢＣモジュールを選択した時 

      ユニットＮｏを選択します。他のモジュールを選択しても表示しません。 

モジュール 表示されるユニットＮｏ 

ＷＲＭ Ａ～Ｄ 

ＷＲＭＰ／ＷＲＢＣ／ 

ＷＲＢＡ－ＤＩＯ 
Ａ、Ｂ 

 

      ※ＷＲＢＣ、ＷＲＢＡモジュールのユニットＡ，Ｂは以下のチャンネルを表します。 

モジュール ユニットＡ ユニットＢ 

ＷＲＢＣ－ＤＩ カウンタ入力 デジタル入力 

ＷＲＢＣ－ＭＡＩ アナログ入力 測温体入力 

ＷＲＢＡ－ＤＩＯ デジタル入力 デジタル出力 

 

※小形電力監視マルチモジュール(ＷＲＭＣ)の場合、 

蓄積設定ツール(ＷＲＳ－ＰＭＳ)の「ユニットＮｏ」と、 

モジュールの「端子台名称」と、ＷＲＭＣ設定表示器の「チャンネル表示」の 

対応表は次項になります。       

  

モジュール選択リストで、ＷＲＭ／ＷＲＭＰ 

／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ／ＷＲＢＣ 

モジュールを選択した時、 

ユニットＮｏを指定します。 

他のモジュールは指定できません。 
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        【対応表】 

相線区分 
WRS－PMS 

ユニットＮｏ 

モジュール端子台 

名称 

ＷＲＭＣ設定表示器の

チャンネル表示 
形式 

三相３線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ３３ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

単相３線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ１３ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

単相２線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ１２ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

I ９チャンネル ９ 

J １０チャンネル Ａ 

K １１チャンネル ｂ 

L １２チャンネル Ｃ 

三相４線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ３４ 
B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

 

②モジュールのチャンネルから蓄積するデータを選択します。 

 

     ③スケールＬＯＷ／ＨＩまたは、スケール係数の設定を入力します。 

      ※スケールＬＯＷ／ＨＩの設定とスケール係数の設定は指定したチャンネルで 

       自動的に画面が変わります。 

      ※スケールは実際に測定する定格を設定します。 
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       スケールＬＯＷ／ＨＩの設定   

 

       ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ各チャンネル 

にスケールＬＯＷ／ＨＩの設定をします。 

 

 

       設定範囲 ：－100000000～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

       出荷時設定：0.00～100.00 

 

○ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの 

スケールＬＯＷ／ＨＩの入力 

        ●電流 

（ＷＲＭＣの場合、電流最大を含む） 

            ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 定格１次電流 

          例）ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 150.00 

 

        ●電圧 ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 定格１次電圧 

          例）ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 6600.00 

 

        ●ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ 

の三相４線 Ｒ－Ｎ電圧、Ｓ－Ｎ電圧、Ｔ－Ｎ電圧 

         ※その他の電圧は上記の計算式になります。 

            ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 定格１次電圧／√３ 

          例）ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 1905.25 

 

        ●１－２電圧 

（ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤの単相３線）  

            ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 定格１次電圧×２ 

          例）ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 4400.00 

 

        ●有効、無効電力 

（ＷＲＭＣの場合、有効電力最大を含む） 

            ＬＯＷ 0.00  ＨＩは以下の式にて計算 

          単相２線 ：定格１次電流×定格１次電圧×（１／１０００） 

          単相３線 ：定格１次電流×定格１次電圧×２×（１／１０００） 

          三相３線 ：定格１次電流×定格１次電圧×√３×（１／１０００） 

          三相４線 ：三相３線と同じ 

          例）三相３線の場合 → １５０×６６００×√３×（１／１０００） 

             ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 1714.73 （単位はｋＷ／ｋＶａｒ） 

 

        ●力率  ＬＯＷ 0.00  ＨＩ 100.00 

 

        ●周波数 ＬＯＷ 45.00  ＨＩ 65.00 

 

       ※ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュール 三相４線の定格１次電圧は、モジュールの 

        定格１次電圧設定で設定している値です。 

 

       ※ＷＲＭ／ＷＲＭＰモジュールの有効・無効電力量とパルスカウントは、 

        スケール係数を設定します。スケール係数の設定については、次頁の通りです。  
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       スケール係数の設定  

 

       ＷＲＭ／ＷＲＭＰモジュールの有効・無効電力量、パルスカウント、 

       カウンタ入力モジュールのカウンタ入力、時間積算の時にスケール係数を設定します。 

 

 

       設定範囲 ：－100000000～100000000 最大小数点桁数＝３桁 

       出荷時設定：1.000 

 

ＷＲＭ－ＰＡ□□□／ＷＲＭ－ＰＥ□□□／ＷＲＭＰ－ＰＡ□□モジュールは 

出荷時定格の定格電圧と定格電流で電力量の積算を行っているので、 

スケール係数を計算する必要があります。 

 

       ※パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２）で定格１次電圧値、 

定格１次電流値を設定した場合と、LonMaker for Windows で 

SNVTs の定格１次電圧（Volt_MaxRange）と、定格１次電流（Amp_MaxRange）を 

設定した場合はスケール係数を“１”にしてください。 

 

       スケール係数の計算式は以下の通りです。 

       式） 定格１次電圧      定格１次電流 

           定格電圧        定格電流 

       

     ※出荷時定格 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      例１）定格電圧 220V／定格電流 1Ａ：定格１次電圧 220V／定格１次電流 1000A の場合 

         定格１次電圧 220Ｖ     定格１次電流 1000Ａ 

定格電圧 220Ｖ      定格電流 1Ａ 

 

  

シリーズ名 形式 定格電圧 (V) 定格電流(A) 

WRM-PA 

WRM-PA□□□-11□□□ 110 1 

WRM-PA□□□-21□□□ 220 1 

WRM-PA□□□-15□□□ 110 5 

WRM-PA□□□-25□□□ 220 5 

WRM-PE 
WRM-PE□A□-1□□□□ 110 5 

WRM-PE□A□-2□□□□ 220 5 

    

シリーズ名 形式 
定格電圧（V） 定格電流(A) 

ﾕﾆｯﾄ A ﾕﾆｯﾄ B ﾕﾆｯﾄ A ﾕﾆｯﾄ B 

WRMP-PA 
WRMP-PA□□-1□□-□□□ 110 110 5 5 

WRMP-PA□□-2□□-□□□ 220 220 5 5 

WRMP-PALP 
WRMP-PALP□-1□□-□□□ 110 110 5 5 

WRMP-PALP□-2□□-□□□ 220 110 5 5 

＝ スケール 係数 × 

 

＝ 係数は“1000”になります。 

         

 

× 
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      例２）定格電圧 110V／定格１電流 5Ａ：定格１次電圧 6600V／定格１次電流 1000Ａの場合 

         定格１次電圧 6600Ｖ    定格１次電流 1000Ａ 

          定格電圧 110Ｖ      定格電流 5Ａ 

 

       ※ＷＲＭ－ＰＡ□□Ｆ／ＷＲＭ－ＰＥ□□□／ＷＲＭＰ－ＰＡ□□モジュールの 

        電力量単位はｋＷｈになります。 

 

        ＷＲＭ－ＰＡ□□Ｔモジュールの電力量単位はＷｈになります。 

        ｋＷｈ表示の場合は係数を      してください。 

 

       

       その他のスケールの設定  

 

       ＷＲＢＴ、ＷＲＬの各チャンネルにスケールＬＯＷ／ＨＩの設定をします。 

        ＬＯＷ 定格値の下限  ＨＩ 定格値 

       例）－50～100℃の場合 → ＬＯＷ －50.00  ＨＩ 100.00 

 

       ※ＷＲＢＡ－ＤＩＯまたは、デジタルデータはスケーリングできません。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

      

 

   【４】     をクリックすると、蓄積チャンネルリストに表示します。 

 

 

   【５】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 

 

  

注意 

ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの電力量の単位はｋＷｈになっています。 

 下記の場合、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

  ・単相２線で（定格１次電流×定格１次電圧）の値が１１６０ｋＷ以上の場合 

  ・単相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２）の値が１１６０ｋＷ以上の場合 

  ・三相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２×COS30°）の値が１００６ｋＷ以上の場合 

  ・三相４線で（定格１次電流×定格１次電圧×２×COS30°）の値が１００６ｋＷ以上の場合 

 

 

＝ 係数は“12000”になります。 

         

× 

 

１ 

１０００ 
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８－４－２. 蓄積チャンネル設定変更（蓄積詳細設定） 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積チャンネル設定を変更します。 

 

    【１】蓄積設定（詳細）画面の蓄積チャンネルリストより変更する蓄積チャンネルを 

       選択します。蓄積条件のスイッチが     になります。 

 

 

    【２】設定を変更後、    をクリックすると確認画面を表示します。 

 

 

    【３】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると指定した蓄積チャンネルが変更します。 

 

 

 

    蓄積チャンネルリストに「???」と表示している場合 

      モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）にて蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

      のモジュール登録情報を変更または削除しています。 

 

      注意！ 「???」を表示している時に『蓄積データ収集』を行うと、 

           以前作成したＣＳＶファイルにデータを収集することができます。 

           必要に応じて、蓄積データの収集を行って下さい。 

 

      ① 蓄積モジュールリストより「???」を選択します。 

        「モジュール登録情報が削除されています」とメッセージを表示した場合、 

        一度、『蓄積設定削除』をしてください。 
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８－４－３. 蓄積チャンネル設定削除（蓄積詳細設定） 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積チャンネル毎の設定を削除します。 

 

【１】 蓄積設定（詳細）画面の蓄積チャンネルリストより削除する蓄積チャンネルを選択 

   します。 

 

 

    【２】     をクリックすると確認画面を表示します。 

 

 

    【３】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると指定した蓄積チャンネルが削除し、 

       モジュールに蓄積していたデータも削除します。 

 

       

 

 

 

 

  

注意 

蓄積チャンネルの設定がない場合、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）は蓄積を停止します。 

 また、蓄積データを収集時に作成したファイルは削除します。 
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８－５. 蓄積チャンネル設定（一括蓄積設定） 

蓄積チャンネル設定（一括蓄積設定）は下記モジュールに対し、蓄積チャンネル毎に 

蓄積条件を設定します。 

    ・蓄積モジュール                      （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

    ・おんどとりモジュール   （ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

    ・ジョイントモジュール   （ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

    ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

    

下記モジュールは、蓄積設定（基本）画面で基本設定終了後、      を 

クリックすると次項の一括蓄積設定画面を表示します。 

・蓄積モジュール     （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

  

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

（ＷＴＭ）は、蓄積基本設定画面で基本設定終了後、      を 

クリックすると次項の一括蓄積設定画面を表示します。 

 

    「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積チャンネル設定は、下記条件を 

満たした時、設定できます。 

・バージョン４．１０以上の蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）と同じ 

ネットワークＮｏに登録しているおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）が存在する。 

・ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定した 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ）に、ＲＳ２３２Ｃモジュールが連結されている。 

     

※ジョイントモジュールの蓄積チャンネル設定はオプション機能となります。 

「蓄積機能オプション」のあるメインユニット（ＷＪＭ／ＷＶＭ）のみ 

蓄積チャンネル設定を行う事が出来ます。 

 

    ※蓄積チャンネル設定を変更する際、または削除する際に「通信中です」という 

メッセージが表示される場合があります。 

詳細については、『付録６. 設定の変更・削除について』を参照してください。 

     

    ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）バージョン１．４０以下で登録した 

     モジュールは、スケール計算が正しく行われない為、一括蓄積設定を行わないで下さい。 

     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）をバージョンアップした場合、モジュールを 

     再登録後、一括蓄積設定を行って下さい。 
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※「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」を使用するネットワークは、 

一括蓄積設定画面を表示する際、下記画面を表示する事があります。 

 

 

 

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」を使用する場合、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で 

 ・おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）と同じネットワークＮｏに登録されている 

  蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 ・ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が連結している 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ） 

     を登録したモジュール名称と、Wireless for Windows で 

 「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のおんどとりグループ名称を合わせる必要が 

 あります。 

 名称が一致しない場合、画面が表示されますので、 

     Wireless for Windows がインストールしてあるディレクトリを指定してください。 

     通常は“C:\Program Files\Wlwin＋Wireless for Windows のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No\”に 

 インストールされます。 

         例）Wireless for Windows ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No が 4.11 の場合 

  “C:\Program Files\Wlwin411\”になります。 

 

    ○Wireless for Windows でグループ名のつけ方 

     ＸＸＸＸＸＸＸＸ－ＹＹ 

                 グループＮｏ（０１～３２）（半角） 

                 モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録した 

                 下記モジュールのモジュール名称 

                  ・おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）と同じネットワーク 

                   Ｎｏに登録されている蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

                  ・ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が連結されて         

                   いるジョイントモジュール（ＷＪＭ） 

 

    ○Wireless for Windows で子機名称・チャンネル名称をつける場合、本プログラムに 

対応するために、文字数を制限してください。 

子機名称     : 半角 8 文字 (全角 4 文字)まで 

チャンネル名称：半角 32 文字（全角 16 文字）まで  
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注意 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を指定して一括設定画面を表示する場合、 

同じネットワークＮｏに登録したジョイントモジュール（ＷＪＦ／ＷＶＭ）の 

機能ユニット（ＷＪＦ）、電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）は表示されません。 

また、電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）はＷＪＭＡ／ＷＪＭＢのジョイントモジュール 

では対応していない為、使用しないで下さい。 

 

注意 

ジョイントモジュール（ＷＶＭ）は、おんどとり（ワイヤレスデータロガー）に対応して 

いません。 

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、 

本プログラムの蓄積設定は、ＥｃｏＲｉＡＬ専用の蓄積情報を設定する為、 

必ずＥｃｏＲｉＡＬのインストールを行ってから、蓄積チャンネル設定を行ってください。 

 

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）は「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」に対応 

しておりません。 

ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の 

蓄積チャンネル設定には対応しておりません。 



 

６９  

  注意! 蓄積チャンネル設定数について 

     

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リアルリンクネットワーク上に接続されているジョイントモジュール（ＷＪＭ）に対し 

て蓄積チャンネル設定を行う場合（上記の図において、ジョイントモジュールＡ、または 

ジョイントモジュールＢに対して蓄積設定を行う場合）、モジュール登録ツール（ＷＲＳ 

－ＮＣＦＴ）で、同じネットワークに登録したジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

に実装されている機能ユニット（ＷＪＦ）、またはモジュールの蓄積チャンネル設定を 

６０台以上のモジュールに対して設定を行うと収集に失敗する場合がありますので、 

６０台以上の設定は行わないで下さい。  

 

 モジュール台数の計算方法は以下から次項に示す表を参考してください。 

 

    下記のモジュールの場合、ｎ台として計算します。 

モジュール モジュール台数 

ＷＲＭ 
１モジュールを４台として計算 

ＷＲＭＰ 
１モジュールを２台として計算 

ＷＫＭ 
１モジュールを７台として計算 

ＷＲＭＣ ＰＡ１２ 
１モジュールを１２台として計算 

ＰＡ１３ 
１モジュールを８台として計算 

ＰＡ３３ 
１モジュールを８台として計算 

ＰＡ３４ 
１モジュールを４台として計算 

ＷＲＢＡ ＤＩＯ １モジュールを２台として計算 

ＷＲＢＣ ＭＡＩ 
１モジュールを２台として計算 

ＤＩ 
１モジュールを２台として計算 

ＤＩＯ 
１モジュールを２台として計算 

  

インターフェース 

モジュール 

リアルリンク 

ネットワーク 

 

２３２Ｃ／ 

イーサネット 

モジュールＢ 

 

モジュールＡ 

 

ジョイントモジュールＡ 

 

ジョイントモジュールＢ 

 



 

７０  

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）は以下の機能ユニット（ＷＪＦ）を接続した 

合計をｎ台として計算します。 

 

機能ユニット モジュール台数 

ＷＪＦ ＰＡ２ 
１枚の機能ユニットを２台として計算 

ＰＥ４ 
１枚の機能ユニットを４台として計算 

ＰＡ３４ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＡＩ１６ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＶＴ４ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＣＴ４ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＡＥ８ １枚の機能ユニットを１台として計算 

ＲＩ８ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＴＨＩ１６ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＤＯ１６□ 
１枚の機能ユニットを１台として計算 

ＤＩ１６□□ １枚の機能ユニットを３台として計算 

ＩＺ８ １枚の機能ユニットを１台として計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

７１  

 一括設定画面（ＥｃｏＲｉＡＬを使用しない場合） 

        蓄積モジュールリストより現在指定しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括設定画面（ＷＴＭの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

７２  

  画面について 

   インターフェースモジュールと同じネットワークＮｏで登録されているモジュールの各 

チャンネルを表示します。 

   表示されたチャンネル１行単位で蓄積設定を行います。 

 

  列について 

   Ｎｏ：蓄積設定中の蓄積番号を表示します。 

      蓄積設定済みのチャンネルは、蓄積Ｎｏを表示します。 

      蓄積設定をこれから行うチャンネルは「○」を表示します。 

 

   モジュール種別：モジュール登録ツール（ＷＲＳ-ＮＣＦＴ）で登録したモジュール名称、 

   モジュール名  モジュールの種別を表示します。 

           「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の場合、Wireless for Windows で登

録したグループＮｏ、おんどとり種別名、子機名を表示します。 

               電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の場合、 

高調波次数、高調波相／高調波相間情報を表示します。 

また電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の高調波ユニットの各行にも 

高調波相／高調波相間情報を表示します。 

     ※高調波についての表示内容については 

『付録４. 高調波次数、高調波相／高調波相間情報の表示内容について』を 

参照してください。 

   データ名：モジュールに存在する各要素の名称を表示します。 

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の場合、チャンネル名を表示します。 

        モジュールに回路が複数ある場合、各チャンネル名称の前に「ユニットＮｏ」を 

表示します。 

        また、ジョイントモジュールの機能ユニットの場合、各チャンネル名称の前に 

        「ユニットＮｏ－サブユニットＮｏ」を表示します。 

     ※ユニットＮｏは、「Ａ～Ｌ」の順番で表示されます。 

      サブユニットＮｏは「１～４」の順番で表示されます 

 

   相線：電力モジュールの場合、モジュールの相線区分を表示します。 

      単相２線     単相２線２分岐   単相２線 220V(CT2 ヶ使用) 

      単相３線     三相３線      三相４線 

      ※単相２線２分岐と単相２線 220V(CT2 ヶ使用)はＷＴＭのみ表示されます。 

       Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（仕様書）とＷｅｂ対応エネルギー 

       監視モジュール取扱説明書（設置設定編）を参照してください。 

 

   入力定格：電力、電流、電圧モジュールに設定されている定格電圧／定格電流を表示します。 

定格電圧：データ名が電圧要素の行に１１０または２２０を表示します。 

        定格電流：データ名が電流要素の行に０．１、０．５、１、２、５、３０、 

５０、１００、２００、２５０、４００、６００のいずれかを表示します。 

     ※ＷＲＭモジュールの定格電流は１Ａまたは、５Ａになり、ＷＲＭＰモジュールの 

      定格電流は５Ａ固定になります。詳細は出荷時定格を確認してください。 

     ※ＷＪＦ－ＰＡ２ユニットの定格電流は１Ａまたは、５Ａになります。  



 

７３  

   １次側定格：電力、電流、電圧モジュールの外部ＰＴ定格／外部ＣＴ定格を表示します 

         「***」で表示されている場合、該当する値を入力してください。 

         「―」で表示されている場合、入力する事はありません。 

※ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの定格電流が３０、５０、１００、２５０、４００、６００Ａ 

の時は１次側定格に 定格電流の値を表示します。 

 

   スケールＬｏｗ：蓄積したデータに対しての係数を表示します。 

   スケールＨｉ  「***」で表示されている場合、該当する値を入力してください。 

         「―」で表示されている場合、入力する事はありません。 

           電力モジュールは「ブランク」で表示されることがあります。 

入力定格／１次側定格が両方入力すると、自動で係数が算出されます。 

           「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の場合、 

     ＲＶＲ－７１又は、ＲＰＲ－７２の時にスケールＬＯＷにスケール係数 

     を表示します。 

     ＲＶＲ－７１の時は Wireless for Windows で電圧単位の設定値が“Ｖ” 

の時に“０．００１”を表示し、“ｍＶ”の時に“１．０００”を表示 

します。ＲＰＲ－７２の時は Wireless for Windows でスケール設定の 

“ｙ＝Ａｘ＋Ｂ”の“Ａ”の値を表示します。 

 

   ポイント名：一括蓄積設定画面内でのチャンネル毎の備考情報を入力する事が出来ます。 

 

  ボタンについて 

   蓄積Ｎｏソート：蓄積Ｎｏの順番をリストの表示順にソートします。 

           蓄積Ｎｏソートを行いますと、蓄積チャンネル設定は再設定になる為、 

           すでに蓄積済みのデータは全て削除されます。 

 

   おんどとりデータクリア：「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積済みデータを 

               削除します 

     ※「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」が表示されていない場合、 

      おんどとりデータクリアボタンは表示されません。 

    

   設定：Ｎｏ欄に蓄積Ｎｏ、「○」表示されているチャンネルに対して蓄積チャンネル設定を 

行います。 

 

   画面終了：一括蓄積設定画面を終了します。 

 

 

  エコウォッチャー設定について 

   エコウォッチャー設定：ジョイントモジュール（ＷＪＭ）を使用して一括蓄積設定画面を使用 

              する時に表示されます。 

              エコウォッチャー（ＷＲＳ－ＥＣＯ）を使用する場合、チェック（レ） 

              を入れて、蓄積チャンネル設定を行ってください。 

 

  



 

７４  

  行の色について 

   白色・・・蓄積チャンネル設定がされておりません。Ｎｏ欄に「○」が表示されている場合、 

        設定ボタンをクリックすると、蓄積チャンネル設定されます。 

   黄色・・・蓄積チャンネル設定中です。 

   青色・・・蓄積仮チャンネル設定中です。 

   灰色・・・計測を行わない設定にされているチャンネルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を 

指定して一括設定画面を表示する場合、エコウォッチャー設定は表示されません。 

 

 

注意 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を指定して一括設定画面を表示する場合、 

蓄積仮チャンネル設定を行う事は出来ません。 

 

 

注意 

Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）のＷｅｂ機能で電力計測を行わない 

ポイントに設定したチャンネルのみ、一括蓄積設定画面の行が灰色で表示されます。 

Ｗｅｂ機能につきましてはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（仕様編）と 

Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（設置・設定編）を参照してください。 

 



 

７５  

 一括設定画面（ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合） 

        蓄積モジュールリストより現在指定しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  画面について 

   インターフェースモジュールと同じネットワークＮｏで登録されているモジュールの各要素 

   を表示します。 

   表示された要素１行単位で蓄積設定を行います。 

 

  列について 

   Ｎｏ：蓄積設定中の蓄積番号を表示します。 

      蓄積設定済みのチャンネルは、蓄積Ｎｏを表示します。 

      蓄積設定をこれから行うチャンネルは「○」を表示します。 

 

   モジュール種別：モジュール登録ツール（ＷＲＳ-ＮＣＦＴ）で登録したモジュール名称、 

   モジュール名  モジュールの種別を表示します。 

               電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の場合は高調波次数、 

高調波相／高調波相間情報を表示します。 

また電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の高調波ユニットの各行にも 

高調波相／高調波相間情報を表示します。 

     ※高調波についての表示内容については『付録４. 高調波次数、高調波相／高調波相間情報の

表示内容について』を参照してください。 

  



 

７６  

   データ名：モジュールに存在する各チャンネルの名称を表示します。 

        モジュールに回路が複数ある場合、各チャンネル名称の前に「ユニットＮｏ」を 

表示します。 

        また、ジョイントモジュールの機能ユニットの場合、各チャンネル名称の前に 

        「ユニットＮｏ－サブユニットＮｏ」を表示します。 

        ※ユニットＮｏは、「Ａ～Ｌ」の順番で表示されます。 

         サブユニットＮｏは「１～６」の順番で表示されます 

 

   相線：電力モジュールの場合、モジュールの相線区分を表示します。 

      単相２線     単相２線２分岐   単相２線 220V(CT2 ヶ使用) 

      単相３線     三相３線      三相４線 

      ※単相２線２分岐と単相２線 220V(CT2 ヶ使用)はＷＴＭのみ表示されます。 

       Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール本体取扱説明書（仕様編）とＷｅｂ対応エネル 

       ギー監視モジュール取扱説明書（設置・設定編）を参照してください。 

 

   入力定格：電力、電流、電圧モジュールに設定されている定格電圧／定格電流を表示します。 

定格電圧：データ名が電圧要素の行に１１０または２２０を表示します。 

        定格電流：データ名が電流要素の行に０．１，０．５，１，２、５、３０、 

５０、１００、２００、２５０、４００、６００のいずれかを表示します。 

        ※ＷＲＭモジュールの定格電流は１Ａまたは、５Ａになり、ＷＲＭＰモジュールの 

         定格電流は５Ａ固定になります。詳細は出荷時定格をご確認ください。 

        ※ＷＪＦ－ＰＡ２ユニットの定格電流は１Ａまたは、５Ａになります。 

 

   １次側定格：電力、電流、電圧モジュールの外部ＰＴ定格／外部ＣＴ定格を表示します 

         「***」で表示されている場合、該当する値を入力してください。 

         「―」で表示されている場合、入力する事はありません。 

※ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの定格電流が３０、５０、１００、２５０、４００、６００Ａ 

の時は１次側定格に 定格電流の値を表示します。 

 

   スケールＬｏｗ：蓄積したデータに対しての係数を表示します。 

   スケールＨｉ  「***」で表示されている場合、該当する値を入力してください。 

         「―」で表示されている場合、入力する事はありません。 

           電力モジュールは「ブランク」で表示されることがあります。 

入力定格／１次側定格が両方入力すると、自動で係数が算出されます。 

 

   ポイント名：ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する際、 

         蓄積チャンネルに対して要素情報を表示する重要なコメントになります。 

     

   単位：ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する際、蓄積チャンネルに対して 

      単位情報になります。 

  



 

７７  

  ボタンについて 

   蓄積Ｎｏソート：蓄積Ｎｏの順番をリストの表示順にソートします。 

           蓄積Ｎｏソートを行いますと、蓄積チャンネル設定は再設定になる為、 

           すでに蓄積済みのデータは全て削除されます。 

 

   設定：Ｎｏ欄に蓄積Ｎｏ、「○」表示されている要素に対して蓄積チャンネル設定を行います。 

 

   画面終了：一括蓄積設定画面を終了します。 

 

 

  蓄積設定数合計について 

   蓄積設定数合計：ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）は１０００点までの蓄積チャンネルを 

           管理します。蓄積設定数合計欄には、 

           「全ネットワーク蓄積チャンネル設定数／１０００」を表示します。 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、ＷＫＭモジュールをＧＷ単位で 

使用する事はできません。 



 

７８  

８－５－１. 蓄積チャンネル追加（新規）設定（一括蓄積設定） 

 

   【１】入力定格、１次側定格を設定します。 

      ①ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に連結される機能ユニットの場合、 

       下記機能ユニットは、定格設定画面で設定を行います。 

       変更したい機能ユニットの入力定格欄、１次定格欄をダブルクリックすると、 

画面が表示されます。 

        ・ＷＪＦ－ＰＡ２ 

        ・ＷＪＦ－ＰＥ４ 

        ・ＷＪＦ－ＰＡ３４ 

        ・ＷＪＦ－ＶＴ４ 

        ・ＷＪＦ－ＣＴ４ 

        ・ＷＪＦ－ＡＥ８ 

        ・ＷＪＦ－ＩＺ８ 

        ※定格設定画面については、『８－８. ジョイントモジュール定格設定』を 

          参照してください。 

 

 

 

 

 

 

      ②ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの場合、 

       １次側定格を入力する必要があります。 

       入力が必要な場合、１次側定格欄の表示が「***」と表示されます。 

       入力方法については『８－５－２．１次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入

力方法』を参照してください。 

       ＷＲＭ／（ＷＲＭＰ－ＰＡＬＰ以外のＷＲＭＰ）／ＷＲＭＣ／ＷＫＭモジュールの 

       電圧の１次側定格指定はＡユニットのみ指定します。 

       電流の１次側定格指定は電力チャンネル毎の指定になります。 

 

       相線区分と１次側定格の“***”表示のデータは下記の関係になります。 

 

機器相線区分 一次側定格が“***”で表示される項目 

単相２線 電流 電圧 電流最大(※1) デマンド電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

単相３線 １相電流 １－Ｎ電圧 １相電流最大(※1) デマンド１相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相３線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｓ電圧 Ｒ相電流最大(※1) デマンドＲ相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相４線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｎ電圧 ――――――――――― ―――――――― ――――――― 

       ※１ ＷＫＭ－ＰＡ／ＷＫＭ－ＰＸ 

       ※２ ＷＫＭ－ＰＸのみ 

 

 

 

 

 

  

注意 

ＷＴＭはＰＭＳから入力定格、１次側定格の設定は行えませんのでご注意ください。 

ＷＴＭの入力定格、１次側定格の設定はＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱 

説明書（仕様編）とＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール取扱説明書（設置・設定編） 

を参照してください。 

注意 

一括蓄積設定画面から定格設定画面を表示し、定格設定を行うとそれまで設定 

していたスケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数はデフォルト値に戻ります。 

蓄積設定を行う前に再度、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数の設定を行って下さい。 



 

７９  

   【２】スケールＬＯＷ、スケールＨｉを設定します。 

      スケールＬＯＷ／ＨＩの設定 

       スケールＬＯＷ／ＨＩが“***”表示のセルを指定します。 

       画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

       入力方法については 

『８－５－２．１次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入力方法』を 

参照してください。 

       設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

 

      スケール係数の設定 

       カウンタ入力データの時にスケールＬＯＷが“***”表示のセルを指定します。 

       画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

       入力方法については 

『８－５－２．１次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入力方法』を 

参照してください。 

       設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝３桁 

 

      エコウォッチャーを使用する場合のスケールＬＯＷ／ＨＩ／係数設定 

       ・ジョイントモジュール（ＷＪＭ）を使用する場合、エコウォッチャー設定の□に 

        チェック（レを表示）をしてください。 

 エコウォッチャー設定の□にチェック（レを表示）をすると 

 スケールＬＯＷ／ＨＩ、またはスケール係数の設定欄が青色で表示されている欄の 

スケール値が下記の表示に変更されます。 

 

 

 

 

 

その他のスケール情報は、    をクリック後、下記の表示に変更されます。 

 

 

 

 

※蓄積仮チャンネル設定を行う場合、スケールＬＯＷ、スケールＨＩ、スケール係数は 

       入力せずに設定を行う事が出来ます。 

  

データ種別 スケールＬＯＷ／スケール係数 スケールＨＩ 

アナログデータ   ０．００  １００．００ 

カウントデータ   １．００     － 

データ種別 スケールＬＯＷ／スケール係数 スケールＨＩ 

パーセントデータ    ０    １００ 

電力量データ    １     － 

デジタルデータ    －     － 



 

８０  

    スケールＬＯＷ／ＨＩについて 

       電流データを入力すると、ユニット内の全ての電流データが 

スケール計算されて表示します。 

       電圧データを入力すると、モジュール内の電圧データが 

       スケール計算されて表示します。 

       ユニット内の電流データと、モジュール内の電圧データを入力すると、 

       ユニット内の電力データ、電力量データがスケール計算されて表示します。 

 

       スケール計算は下記に示すように行われます。 

   

       ○電流データ 

        スケールＨＩに定格 1 次電流の値を表示します。 

 

       ○電圧データ 

        ・相線区分が単相３線の時の１－２電圧 

         スケールＨＩに定格 1 次電圧×２の値を表示します。 

        ・相線区分が三相４線の時のＲ－Ｎ電圧、Ｓ－Ｎ電圧、Ｔ－Ｎ電圧 

         スケールＨＩに定格 1 次電圧／√３の値を表示します。 

        ・その他の電圧データ 

         スケールＨＩに定格１次電圧の値を表示します。 

 

       ○電力データ 

        スケールＨＩに以下の式の値を表示します。 

        単位はｋＷ／ｋＶａｒになります 

 

        ・単相２線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×（１／１０００） 

 

        ・単相３線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×２×（１／１０００） 

 

        ・三相３線、三相４線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×√３×（１／１０００） 

 

       ○電力量データ 

        スケールＬＯＷに以下の式の値を表示します。 

        単位はｋＷｈ／ｋＶａｒｈになります。 

 

         定格１次電圧      定格１次電流 

           定格電圧        定格電流 

 

 

 

 

  

× 
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   ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＡシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット 

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット 

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デジタル

入力 

カウンタ

入力 

時間積算 

   ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット 

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット 

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デマンド 高調波 

電流 

高調波 

電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

電力マルチメータの電流最大、電力最大、有効電力量、無効電力量はユニットＡから 

ユニットＣに存在します。各ユニットで、蓄積されるデータは全て同じです。 

 また、ユニットＡからユニットＣの有効電力量、無効電力量はそれぞれ、ユニットＤに 

存在する有効電力量（受電）と無効電力量（受電・遅れ）と同じです。 

 

 

注意 

ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの電力量の単位はｋＷｈになっています。 

 下記の場合、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

・単相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２）の値が１１６０ｋＷ以上の場合 

・三相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２×COS30°）の値が１００６ｋＷ以上の場合 

 

 

 
注意 

ＷＫＭの電力量の単位は下記になっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上、９６４５０６ｋＷ未満の場合 

電力量の単位はｋＷｈになり、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

・電力の値が９６４５０６ｋＷ以上の場合、電力量の単位はＭＷｈになっています。 

 

 

 

注意 

電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のデマンド電流時限、デマンド電力時限の 

設定と確認は、電力マルチメータ本体で行います。電力マルチメータ本体の操作方法に 

ついては、電力マルチメータ ＷＫＭ－ＰＸ□□Ｎシリーズ デマンド・高調波対応 

取扱説明書を参照してください。 

 

 
注意 

電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間の設定は、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で行います。 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の操作方法については、 

モジュール登録ツールの取扱説明書を参照してください 
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   【３】ポイント名を設定します。 

      ポイント名は、蓄積チャンネル毎に備考情報として入力出来ます。 

      ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、蓄積チャンネル情報を表示する 

      重要な項目の為、必ず入力してください。 

      入力方法については 

『８－５－２．１次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入力方法』を 

参照してください。 

      入力範囲：半角５０文字、全角２５文字 

 

   【４】単位を設定します。 

      単位は、ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、一括蓄積設定画面に表示 

      されます。蓄積チャンネル毎の単位情報として使用する為、必ず設定してください。 

      ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用しない場合、単位列は表示されません。 

      単位は、ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）で登録した単位を表示します。 

      設定方法については『８－５－３. 単位の設定方法』を参照してください。 

 

      ※単位情報を追加、変更したい場合、ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）で単位情報を 

       変更後に、本プログラムで蓄積一括設定を行ってください。 

 

   【５】蓄積するデータを選択します。 

       (ⅰ) 蓄積チャンネル設定 

         蓄積チャンネル設定するデータのＮｏのセル（列）をクリックします。Ｎｏ 

         のセル（列）に“○”を表示し、指定した行が黄色になります。 

 

    (ⅱ) 蓄積仮チャンネル設定 

         蓄積チャンネル設定するデータのデータ名のセル（列）をクリックします。 

         データ名のセル（列）に“○”を表示し、指定した行が青色になります。 

       

※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を指定して一括設定画面を表示する場合、 

蓄積仮チャンネル設定を行う事は出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

蓄積仮チャンネル設定について 

蓄積仮チャンネル設定は、蓄積ファイルの作成を行いません。 

仮の蓄積チャンネル設定を行います。 

予め蓄積仮チャンネル設定を行う事で、蓄積Ｎｏをあけておきたい場合、 

又は蓄積チャンネル設定を行う予定がある場合に蓄積チャンネルの仮設定として 

使用できます。 

 

注意 

ＷＴＭの電力量の単位は下記になっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上場合、電力量の単位はＭＷｈになっています。 
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   【６】     をクリックします。 

Ｎｏのセル（列）の“○”が蓄積チャンネルＮｏに表示が変わります。 

       一括蓄積設定画面で蓄積チャンネル設定した場合、一括蓄積設定画面情報を 

ＣＳＶ形式のファイルにした、蓄積状態ファイルを作成します。 

       蓄積状態ファイルについての詳細は『８－１８－５. 蓄積状態ファイルについて』を 

       参照してください。 

 

   【７】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 
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８－５－２. １次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入力方法 

     

   【１】新規入力、追加入力、変更入力の場合 

     ①入力を行う箇所に、「マウス左ダブルクリック」をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ②「マウス左ダブルクリック」した箇所が入力モードになります。 

      ・新規入力の場合、キーボードで任意の内容を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・追加入力、変更入力の場合、表示された内容に対して 

追加、変更内容をキーボードで入力してください。 
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     ③入力終了後、キーボードの「ＥＮＴＥＲ」、「Ｔａｂ」キーを押した場合、 

または「マウス左クリック」で別のセルをクリックした場合に、入力内容が 

反映されます。 

キーボードの「ＥＳＣ」キーを押した場合、入力内容がキャンセルされます。 

 例）入力内容変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「Ｅｎｔｅｒ」キーを押した場合          「ＥＳＣ」キーを押した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※一次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ／係数には入力範囲、入力文字制限があります。 

   入力範囲、入力文字制限に適応しない場合、エラーメッセージを表示後、 

   「ＥＳＣ」キーを押した場合と同じ動作になります。 

   再度入力項目を確認し、入力、変更作業を行ってください。 

 

 

   【２】上書き入力の場合 

     ①入力を行う箇所に、「マウス左ダブルクリック」をします 
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     ②入力するキーボード文字を押すと、入力モードとなり、 

      キーボードで入力した文字が表示されます。 

      引き続きキーボードで入力を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

      ※半角入力のみ上書き入力が可能です。 

全角入力は上書き入力が出来ません。 

        全角入力を行う場合、「マウス左ダブルクリック」をします。 

 

     ③入力終了後、キーボードの「ＥＮＴＥＲ」、「Ｔａｂ」キーを押した場合、 

または「マウス左クリック」で別のセルをクリックした場合に、入力内容が 

反映されます。 

キーボードの「ＥＳＣ」キーを押した場合、入力内容がキャンセルされます。 

 例）入力内容変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「Ｅｎｔｅｒ」キーを押した場合           「ＥＳＣ」キーを押した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※一次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ／係数には入力範囲、入力文字制限があります。 

   入力範囲、入力文字制限に適応しない場合、エラーメッセージを表示後、 

   「ＥＳＣ」キーを押した場合と同じ動作になります。 

   再度入力項目を確認し、入力、変更作業を行ってください。 
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８－５－３. 単位の設定方法 

 

   【１】新規設定、変更設定を行いたい箇所を「マウス左ダブルクリック」します。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【２】単位のリストが表示されます。 

      新規設定の場合、リストの先頭が表示されます。  

      変更設定の場合、表示されていた単位が選択されます。 
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   【３】単位のリストから、設定する／変更する単位を「マウス左クリック」で選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】キーボードの「ＥＮＴＥＲ」、「Ｔａｂ」キーを押した場合、 

または「マウス左クリック」で別のセルをクリックした場合にテキストボックスの 

入力内容が画面に反映されます。 

キーボードの「ＥＳＣ」キーを押した場合、入力内容がキャンセルされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「Ｅｎｔｅｒ」キーを押した場合          「ＥＳＣ」キーを押した場合 
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８－５－４. 蓄積チャンネル設定変更（一括蓄積設定） 

    以下のモジュールの蓄積チャンネル設定を変更します。 

   ・蓄積モジュール   （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

   ・ジョイントモジュール  （ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

   ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

   ・おんどとりモジュール  （ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

   ・ＲＳ２３２Ｃモジュール  （ＷＪＦ－ＳＴＯ） 

 

 

 

 

 

 

   ○蓄積チャンネル設定の内容を変更する場合 

    【１】入力定格、１次側定格を変更します。 

       ①ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に連結される機能ユニットの場合、 

        下記機能ユニットは、定格設定画面で設定を行います。 

        変更したい機能ユニットの入力定格欄、１次定格欄をダブルクリックすると、 

 画面が表示されます。 

         ・ＷＪＦ－ＰＡ２ 

         ・ＷＪＦ－ＰＥ４ 

         ・ＷＪＦ－ＰＡ３４ 

         ・ＷＪＦ－ＶＴ４ 

         ・ＷＪＦ－ＣＴ４ 

         ・ＷＪＦ－ＡＥ８ 

         ・ＷＪＦ－ＩＺ８ 

         ※定格設定画面については、『８－８. ジョイントモジュール定格設定』を 

          参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

       ②ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの場合、 

        １次側定格を直接入力変更します。 

        入力方法については『８－５－２.１次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、ポイント名の入

力方法 』を参照してください。 

        ＷＲＭ／（ＷＲＭＰ－ＰＡＬＰ以外のＷＲＭＰ）／ＷＲＭＣ／ＷＫＭモジュールの 

        電圧の１次側定格指定はＡユニットのみ指定します。 

        電流の１次側定格指定は電力チャンネル毎の指定になります。 

  

注意  データ収集ソフトを使用している場合 

 データ収集ソフトでは、電力量データ／カウントデータは差分した値を蓄積ファイル 

に書き込みます。スケール値を変更した場合、再度差分し直すため、設定変更後 

初回の蓄積データはブランクになります。 

 

注意 

一括蓄積設定画面から定格設定画面を表示し、定格設定を行うとそれまで設定 

していたスケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数はデフォルト値に戻ります。 

蓄積設定を行う前に再度、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数の設定を行って 

下さい。 



 

９０  

    【２】スケールＬＯＷ／ＨＩ／係数を変更します。 

       変更を行う箇所を直接入力変更します。 

 

    【３】ポイント名を変更します。 

       変更を行う箇所を直接入力変更します。 

 

    【４】単位を変更します。 

       単位は、ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、一括蓄積設定画面に 

       表示されます。 

       変更を行う箇所を直接設定変更します。 

 

    【５】    をクリックすると設定を更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ○エコウォッチャー設定を解除する場合 

 

【１】 エコウォッチャー設定の□のチェックを外します。 

 

【２】       をクリックすると、電力モジュール／ユニットのスケール再計算を行い、設定

を更新します。 

      

 

 

 

 

      

 

 

  

注意 

 蓄積チャンネルの設定内容変更後設定ボタンをクリックしないと、モジュール内の 

蓄積チャンネル設定の設定内容は更新されません。設定内容を変更する場合は必ず 

設定ボタンをクリックしてください。 

 

注意 

ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭシリーズのＣＴ／ＰＴ比設定をモジュール本体で 

変更した場合、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、モジュールの再登録を 

行って下さい。 

（ＷＲＭＣシリーズの場合、定格設定時も含みます） 

 

注意 

エコウォッチャー設定の□にチェック（レを表示）をしている場合、設定ボタンを 

クリックするとエコウォッチャー設定時のスケール値になり、蓄積データ収集時 

スケーリングを行いません。 

 

注意 

エコウォッチャー設定を解除する時、電力モジュール／ユニットのスケールＬＯＷ/ＨＩ、 

またはスケール係数を変更後、設定ボタンをクリックした場合は、スケール再計算を行う 

為スケールＬＯＷ／ＨＩ、またはスケール係数を事前に変更してもスケール計算された値で 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）に設定されます。 

スケール計算された値以外のスケール値で設定を行う場合は、エコウォッチャー設定を解除し 

設定ボタンをクリックした後に、スケール値を変更し再度設定ボタンをクリックしてください。   

 



 

９１  

    ○蓄積仮チャンネル設定を蓄積チャンネル設定に変更する場合 

【１】蓄積仮チャンネル設定をしているデータ名のセル（列）をクリックすると 

確認画面を表示します。 

 

【２】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると蓄積Ｎｏが消え、行が白色になります。 

 

【３】 をクリックすると蓄積仮チャンネルを削除します。 

 

【４】蓄積仮チャンネル設定をしていたデータのＮｏのセル（列）をクリックします。 

Ｎｏのセル（列）に“○”を表示し、指定した行が黄色になります。 

 

【５】    をクリックします。 

Ｎｏのセル（列）の“○”が蓄積チャンネルＮｏに表示が変わります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

８－５－５. 蓄積チャンネル設定削除（一括蓄積設定） 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、またはジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、 

    またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）、またはおんどとり 

    モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）、またはＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）の 

    蓄積チャンネル毎の設定を削除します。 

 

 

 

 

 

【１】蓄積チャンネル設定を削除するデータを選択します。 

(ⅰ) 蓄積チャンネル設定 

蓄積チャンネル設定を削除するＮｏ（列）のセルをクリックすると 

確認画面を表示します。 

   

       (ⅱ) 蓄積仮チャンネル設定 

蓄積チャンネル設定を削除するデータ名（列）のセルをクリックすると 

確認画面を表示します。  

注意 

ＷＫＤ／ＷＣＤ／ＷＲＭＣ／ＷＫＭシリーズモジュール本体のＣＴ／ＰＴ比設定を変更 

した場合、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で変更したモジュールの再登録を 

行って下さい。 

（ＷＲＭＣシリーズの場合、定格設定時も含みます） 

 

注意 

 電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間を 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で変更した場合、蓄積設定は継続される為、 

再設定する必要はありません。 

注意  データ収集ソフトを使用している場合 

 データ収集ソフトでは、電力量データ／カウントデータは差分した値を蓄積ファイル 

に書き込みます。一度蓄積チャンネル設定を削除した場合、再設定を行っても差分処理 

は行われずに、再集計となります。 
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    【２】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると蓄積Ｎｏが消え、行が白色になります。 

 

【３】    をクリックすると蓄積チャンネルを削除します。 

蓄積チャンネル設定チャンネルを削除した場合は、モジュールに蓄積していた 

データも削除します。 

 

      

 

 

       

 

 

 

 

８－５－６. 蓄積Ｎｏソート（一括蓄積設定） 

 

         をクリックするとリストに表示している蓄積チャンネルＮｏを 

    リストの先頭から順に並べ変えます。 

 

     ※蓄積Ｎｏソート処理は、蓄積チャンネル設定、蓄積仮チャンネル設定の蓄積 

チャンネルＮｏをリストの先頭から順に並べ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

  

注意 

蓄積チャンネルの設定がない場合、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

 （ＷＴＭ）または、おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）またはＲＳ２３２Ｃ 

 モジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）は蓄積を停止します。 

また、蓄積データを収集時に作成したファイルは削除します。 

 

注意 

蓄積Ｎｏの変更がない場合でも、蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、または 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

 （ＷＴＭ）、またはおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）に蓄積したデータと、 

 蓄積データを収集時に作成したファイルはすべて削除します。 

 

注意  データ収集ソフトを使用している場合 

 データ収集ソフトでは、電力量データ／カウントデータは差分した値を蓄積ファイル 

に書き込みます。蓄積Ｎｏソートを行うと、蓄積チャンネル設定は再設定となる為、 

データ差分処理は継続されず、蓄積Ｎｏソート後の初回収集データは差分処理が 

行われません。 

 



 

９３  

８－６. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定 

   

８－６－１. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ新規接続設定 

 

  ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭの接続設定をします。 

 

  プルダウンメニュー「設定」から『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定』をクリックすると、 

  下記の画面を表示します。 

 

   

 

 

 

 

                   ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト 

                     

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

蓄積状態 
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   蓄積設定数合計 

    ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合に表示します。 

     ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）は、最大１０００点までの蓄積チャンネル設定が 

     可能です。画面上に「全モジュールの蓄積設定済み件数／１０００点」を表示します。 

 

   ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト 

    モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）より登録したジョイントモジュール 

    （ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭを表示します。 

 

     ネットワークＮｏ・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でジョイント 

                モジュールまたはＷＴＭを登録時、設定したネットワークＮｏ 

                を表示します 

 

     サブネット・・・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でジョイント 

モジュールを登録時、設定したサブネットＮｏを表示します。 

     

     モジュール・・・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でジョイント 

モジュールを登録時、設定したモジュールＮｏを表示します。 

  

     ＩＰ・・・・・・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でジョイント 

モジュールまたはＷＴＭを登録時、ＩＰアドレスを登録した 

場合にＩＰアドレスを表示します。 

 

     ＷＡＮ・・・・・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でジョイント 

モジュール（ＷＶＭ）を登録時、ＷＡＮＩＰアドレスを登録 

した場合にＷＡＮＩＰアドレスを表示します。 

 

      ※モジュール登録ツールで、ＩＰアドレス登録／ＷＡＮＩＰアドレス登録した場合、 

       サブネットＮｏ、モジュールＮｏは表示されません。 

 

     モジュール名称・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録した 

ジョイントモジュールまたはＷＴＭのモジュール名称を 

表示します。 

 

     コメント・・・・・・・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録した 

ジョイントモジュールまたはＷＴＭのコメントを表示します。 

 

     接続方法・・・・・・・ジョイントモジュールまたはＷＴＭと最後に接続した時の、 

                接続形態を表示します。 

      ※蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で一度も接続していない場合、またはＷＪＭ／ＷＶＭ

／ＷＴＭ設定削除後、接続形態には何も表示されません。 

  



 

９５  

①ＰＭＳ－２３２Ｃ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

  →ジョイントモジュールが、 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、インターフェースとして登録 

・パソコンとＲＳ２３２Ｃクロスケーブルで接続 

以上の接続を行った時表示します。 

                       

       ②ＰＭＳ－公衆回線―ＷＪＭ／ＷＶＭ 

  →ジョイントモジュールが、 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、インターフェースとして登録 

        ・パソコンとモデム経由で接続 

       以上の接続を行った時表示します。 

      

     ③ＰＭＳ－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ            

      →ジョイントモジュールを 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースとして登録、 

         またはインターフェースを使用しないで登録 

        ・パソコンとＬＡＮ上のネットワークで接続 

      →またはＷＴＭを 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録 

        ・パソコンとＬＡＮ上のネットワークで接続 

       以上の接続を行った時表示します。 

           

     ④ＰＭＳ－ＷＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ            

      →ジョイントモジュールを 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースとして登録、 

         またはインターフェースを使用しないで登録 

        ・パソコンとインターネット経由で接続 

      →またはＷＴＭを 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録 

        ・パソコンとインターネット経由で接続 

       以上の接続を行った時表示します。 

 

      ⑤ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

      →ジョイントモジュールが、 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でＬＯＮＷＯＲＫＳ登録 

        ・インターフェースモジュールとパソコンを、ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続 

        ・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

         ＬＯＮ上のネットワークで接続 

       以上の接続を行った時に表示します。 
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       ⑥ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

      →ジョイントモジュールが、 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

        ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でイーサネット登録 

        ・インターフェースモジュールとパソコンを、ＲＳ２３２Ｃケーブルで接続 

        ・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

         ＬＡＮ上のネットワークで接続 

       以上の接続を行った時に表示します 

         

     ⑦ＰＭＳ－公衆回線―？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

  →ジョイントモジュールが、 

      ・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でＬＯＮＷＯＲＫＳ登録 

・インターフェースモジュールとパソコンをモデム経由で接続 

・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

 ＬＯＮ上のネットワークで接続 

   以上の接続を行った時に表示します。 

     

     ⑧ＰＭＳ－公衆回線―？？ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ  

  →ジョイントモジュールが、 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でイーサネット登録 

・インターフェースモジュールとパソコンをモデム経由で接続 

・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

ＬＡＮ上のネットワークで接続 

以上の接続を行った時に表示します。 

                 

       ⑨ＰＭＳ－ＬＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

  →ジョイントモジュールが、 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でＬＯＮＷＯＲＫＳ登録 

・インターフェースモジュールとパソコンをＬＡＮケーブルで接続 

・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

ＬＯＮ上のネットワークで接続 

以上の接続を行った時に表示します。 

 

⑩ＰＭＳ－ＷＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ 

  →ジョイントモジュールが、 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でＬＯＮＷＯＲＫＳ登録 

・インターフェースモジュールとパソコンをＬＡＮケーブルで接続 

・インターフェースモジュールと指定したジョイントモジュールが 

ＬＯＮ上のネットワークで接続 

以上の接続を行った時に表示します。 

  



 

９７  

 

      

 

      

 

 

蓄積  ・・・蓄積設定（一括設定）画面で蓄積チャンネル設定を１件以上 

設定している時、 

「Ｒｅａｄｙ（蓄積設定済み件数／蓄積可能ＣＨ数）」を表示します。 

 

     警報発報・・・警報発報設定画面で警報発報チャンネル設定を１件以上 

設定している時、「Ｒｅａｄｙ」を表示します。 

     デマンド１／デマンド２ 

・・・パソコンとジョイントモジュールを本プログラムで接続していない場合 

において、デマンド設定１、またはデマンド設定２が設定されている時 

「Ｒｅａｄｙ」を表示します。設定されていない時ブランクで表示します。 

パソコンとジョイントモジュールが本プログラムで接続している時、 

次ページの表示をします。 

※デマンド設定についての詳細は、『８－１１. ジョイントモジュールデマンド設定』を 

参照してください。 

       ・デマンド停止中 

        →デマンド設定画面で設定した、デマンド監視時間外に表示します。 

                        

       ・デマンド準備中      

        →デマンド監視設定をしてから、最初のデマンド監視が始まるまで表示します。 

 

       ・デマンドディレイ中 

        →時限開始から設定したデマンドディレイの間表示します。   

 

       ・デマンド監視中 

        →デマンド監視中に表示します。 

 

       ・注意警報発生 

        →現在の電力が、現在目標電力（目標電力から現在の目標電力を算出した値）を 

超えた時に表示します。 

 

       ・遮断警報発生 

        →デマンド監視中、デマンド設定で設定した遮断制御値を超えている時に 

表示します。 

 

       ・警報電力超過 

        →現在電力が警報電力の設定値を超えた時表示します。 

 

       ・遮断チャンネル復帰中 

        →遮断されていたチャンネルが復帰している時に表示します。  

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト内蓄積／警報発報／デマンド状態／間欠制御状態 



 

９８  

     間欠制御・・・パソコンとジョイントモジュールを本プログラムで接続していない場合に 

おいて、間欠制御設定が設定されている時「Ｒｅａｄｙ」を表示します。 

設定されていない時ブランクで表示します。 

パソコンとジョイントモジュールが本プログラムで接続している時、 

以下の表示をします。 

・間欠制御停止中 

        →間欠制御設定画面で設定した、間欠制御設定時間外に表示します。 

                        

       ・間欠制御準備中      

        →間欠制御設定をしてから、最初の間欠制御が始まるまでの間表示します。 

 

       ・デマンドディレイ中 

        →デマンド予測間欠制御の設定がある場合、時限開始から設定した 

デマンドディレイ中の間表示します。  

          

       ・常時間欠制御中 

        →常時間欠制御中に表示します。 

                  

 

       ・デマンド監視中 

        →間欠制御設定画面の間欠制御方法が『デマンド予測制御』に 

設定している時、デマンド監視中に表示します。 

 

       ・注意警報発生 

        →デマンド予測間欠制御の設定がある場合、現在の電力が現在目標電力 

（目標電力から現在の目標電力を算出した値）を超えた時に表示します。 

 

       ・デマンド間欠制御中 

        →デマンド予測制御の設定がある場合、デマンド監視中もしくは常時間欠制御中に、 

間欠制御設定で設定した制御開始電力値を超えている時表示します。 

 

       ・警報電力超過 

        →デマンド予測間欠制御の設定がある場合、現在電力が警報電力の設定値を超えた 

時表示します。 

 

       ・常時制御チャンネル終了中 

 →常時間欠制御が終了し、制御していたチャンネルが制御終了しているときに 

表示します。 

 

       ・デマンド制御チャンネル終了中 

 →デマンド間欠制御が終了し、制御していたチャンネルが制御終了しているときに 

表示します。 
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蓄積状態 

 

    蓄積状態は、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョイントモジュールまたはＷＴＭと接

続した時、現在の蓄積状態を表示します。 

   

     開始・・・蓄積データの一番古い日時を表示します。 

 

     終了・・・蓄積データの一番新しい日時を表示します。 

 

     状態・・・｢蓄積中｣  ：１チャンネル以上蓄積チャンネル設定をしている時に表示 

します。 

          ｢蓄積停止中｣：蓄積チャンネル設定をしていない時に表示します。 

                  

     件数・・・蓄積データを蓄積した「件数／全件数」を表示します。 

          プログレスバーは、蓄積状態を％で表示します。 

          ※全件数については、『８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間』に 

           記載している表を参照してください。 

 

 

【１】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストより、接続するジョイントモジュールまたはＷＴＭを選

択します。 

 

【２】 通信設定を設定します。 

設定するジョイントモジュールまたはＷＴＭによって通信設定が異なります。 

表示される画面と、通信方法は下記となります 

 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースとして登録した場合 

  ①『ＰＭＳ－２３２Ｃ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ②『ＰＭＳ－公衆回線―ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ③『ＰＭＳ－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』 

  ④『ＰＭＳ－ＷＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』  

    ※ジョイントモジュール（ＷＶＭ）時表示 

 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録した場合 

 （ＬＯＮＷＯＲＫＳ経由） 

  ①『ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ②『ＰＭＳ－公衆回線―？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ③『ＰＭＳ－ＬＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ④『ＰＭＳ－ＷＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』  

   ※②はインターフェースが公衆回線で接続されている場合 

    ③はインターフェースがＬＡＮ接続可能である場合 

    ④はインターフェースがジョイントモジュール（ＷＶＭ）である場合 
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・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録した場合 

 （ＬＡＮ経由） 

  ①『ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

  ②『ＰＭＳ－公衆回線―？？－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』 

   ※②はインターフェースが公衆回線で接続されている場合 

 

・モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用しないで 

登録した場合 

  ①『ＰＭＳ－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』 

  ②『ＰＭＳ－ＷＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』 

   ※②は遠隔収集対応モジュールである場合 

 

 （ⅰ）『ＰＭＳ－２３２Ｃ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

                           

                  ①ジョイントモジュールと接続を行う 

                   通信ポートを選択してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （ⅱ）『ＰＭＳ－公衆回線－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

           

                   ①ジョイントモジュールと接続を行う 

                    通信ポートを選択してください 

       ②「ＴＥＬ」に通信する電話番号を 

        入力してください 

 

 

 

 

 

（ⅲ）『ＰＭＳ－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

パソコン内の内蔵モデムが割り当てられているポートを選択しないで下さい。 

 

① 

① 

② 
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（ⅳ）『ＰＭＳ－ＷＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』を選択した場合 

 

                      

 

 

 

 

 

    （ⅴ）『ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

        ①インターフェースモジュールを選択します。 

        ②インターフェースモジュールの通信ポートを選択します。       

 

    （ⅵ）『ＰＭＳ－公衆回線－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① インターフェースモジュールを選択します。 

② インターフェースモジュールの通信ポートを選択します。            

 

    （ⅶ）『ＰＭＳ－ＬＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

        ①インターフェースモジュールを選択してください。 

           

  

① 

② 

① 

① 

② 
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    （ⅷ）『ＰＭＳ－２３２Ｃ－？？－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ①インターフェースモジュールを選択します。 

          ②インターフェースモジュールの通信ポートを選択します。           

 

    （ⅸ）『ＰＭＳ－公衆回線－？？－ＬＡＮ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① インターフェースモジュールを選択します。 

② インターフェースモジュールの通信ポートを選択します。  

           

 

（ⅹ）『ＰＭＳ－ＷＡＮ－？？－ＬＯＮＷＯＲＫＳ－ＷＪＭ／ＷＶＭ』を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① インターフェースモジュールを選択します。 

        

 

 

  

① 
② 

① 
② 

① 
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【３】        をクリックします。 

 

※接続した『接続方法』を、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト内の『接続方法』欄に 

表示します。 

『接続』をクリックすると『切断』に変わります。 

 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の場合は、蓄積設定（オプション機能）、警報発報

設定（オプション機能）、メール設定、デマンド設定（オプション機能）、定格設定、

イベントログ設定、間欠制御設定（オプション機能）、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプ

ション機能）を行う時に接続をします。 

※ＷＴＭの場合は、蓄積設定、警報発報設定、メール設定、イベントログ設定を行う時に

接続をします。 

 

ジョイントモジュールと接続中は、画面のタイトルバーに接続状態を表示します。 

・             モジュールと接続中  

・             モデムダイアル中  ※公衆回線でダイヤル中のみ 

表示します。  

  

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭと接続中は、接続をしているモジ

ュールの『時計』、『蓄積状態』、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの『デマンド１』、『デ

マンド２』、『間欠制御』のステータス表示を更新します。 

       ジョイントモジュール内の時計設定については『付録７. 時計校正について』を 

       参照してください。 

※ただし、『時計』内の日付、曜日、時刻、『校正』ボタンにカーソルの指定があ 

るときは、時計の更新は行われません。 

 

         

               

 

 

 

 

               

         下記の操作を行うとモジュールとの通信を切断します。 

         ・『切断』をクリックした時 

         ・ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストより他のモジュールをクリックした時 

         ・『画面終了』をクリックした時 

 

 

 

 

 

  

日付 曜日 時刻 校正ボタン 
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      ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ接続パターン 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

接続パターン 

通信成功 
Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

接続したモジュールは 

ジョイントモジュールである 

インターフェースを使用する 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

インターフェースが 

ジョイントモジュールである 

本プログラムで各種設定を  

行っている時 

ジョイントモジュール内に 

各種設定がある時 

接続したジョイントモジュ 

ールと登録情報が異なる時 

ジョイントモジュールに 

再設定を行う 

リカバリー成功 

ジョイントモジュールの 

初期化を行う 

ジョイントモジュール 

初期化成功 

接続失敗 

接続失敗 

接続失敗 

接続失敗 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

接続失敗 

接続成功 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

接続成功 
Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

接続失敗 
Ｎｏ 

接続失敗 

接続成功 

ジョイントモジュール内に 

設定あり 
接続成功 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

接続失敗 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 
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８－６－２. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定削除 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の蓄積設定（オプション機能）、警報発報設定（オプ

ション機能）、デマンド設定（オプション機能）、メール設定、イベントログ設定、間欠制御設

定（オプション機能）、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）、またはＷＴＭの 

蓄積設定、警報発報設定、メール設定、イベントログ設定の接続設定情報を削除します。 

 

【１】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストから、 

設定情報を削除したいジョイントモジュールを選択します。 

 

【２】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『接続』をクリックします。 

※接続しないで削除する場合、ジョイントモジュールまたはＷＴＭ内の各設定は 

削除されません。 

 

【３】      ボタンをクリックすると、削除確認メッセージを表示します。 

 

 

【４】 削除確認メッセージの『ＯＫ』をクリックすると、 

（１）ジョイントモジュール場合は 

   ジョイントモジュールの蓄積設定（オプション機能）、警報発報設定（オプショ 

   ン機能）、デマンド設定（オプション機能）、メール設定、イベントログ設定、 

   間欠制御設定（オプション機能）おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）、 

   接続情報、作成した蓄積データファイルを全て削除します。 

（２）ＷＴＭの場合は 

   ＷＴＭの蓄積設定、警報発報設定、メール設定、イベントログ設定、接続情報、 

   作成した蓄積データファイルをすべて削除します。 

 

※イベントログの設定削除とは、イベントログ設定画面がデフォルトになる事です。ジ

ョイントモジュール内のイベントログ設定は、削除前の設定が継続されます。また、

イベントログ収集データファイルは削除されません。 
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８－６－３. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭの時計設定 

 

   ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭに設定している時刻を確認、 

   または変更できます。 

 

 

 

【１】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストより、 

設定するジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭを選択し、 

『接続』クリック後に表示される日付・時刻はモジュール内の時刻です。 

 

【２】 指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭに接続している時、 

現在の日付・時刻を更新します。 

 

【３】 日付・時刻を変更後『校正』をクリックすると、指定したジョイントモジュール 

（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭの設定した日付・時刻で変更します。 

秒を入力しない時、“00”に設定します。 

       （例 １２：００ → １２：００：００） 

       ※日付、曜日、時間、『校正』ボタン選択時は日付・時刻は更新されません。 

 

     ※モジュール内の時刻は、自動時間校正でも設定できます。 

       自動時間校正についての詳細は、『付録７. 時計校正について』を参照してください。 
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８－７. ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ蓄積基本設定 

 ジョイントモジュールまたはＷＴＭの蓄積基本設定をします。 

   ジョイントモジュールの蓄積基本設定はオプション機能となります。 

   「蓄積機能オプション」のあるメインユニットのみ蓄積基本設定を行う事が出来ます。 

    ※インターフェースを使用して登録した遠隔収集対応モジュールは、「蓄積機能オプション」 

    のあるメインユニットでも蓄積基本設定は設定出来ません。 

    ※蓄積基本設定を変更する際、または削除する際に「通信中です」というメッセージが 

表示される場合があります。 

詳細については、『付録６. 設定の変更・削除について』を参照してください。 

   ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭの蓄積チャンネル設定は 

    一括設定画面で行います。 
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８－７－１. 蓄積基本新規設定 

  ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積基本設定は、蓄積設定（基本）画面 

   で設定します。 

    ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）または、ＬＡＮＩＰアドレスで登録を行ったＷｅｂ対応 

     エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）と 

     遠隔収集対応モジュールは設定する内容が異なります。 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭモジュール設定画面の      ボタンをクリックすると、下記の画

面を表示します。 

 

   ジョイントモジュール(ＷＪＭ)、またはＬＡＮＩＰアドレスで登録を行った 

Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）の場合     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）は本プログラムでのみ収集を行える為、 

      データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で使用する収集要求送信設定は設定出来ません。 

 

 

 

  

注意 

ジョイントモジュール（ＷＶＭ）、またはＷＴＭはおんどとり（ワイヤレスデータロガー）  

に対応していません。 
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    【１】蓄積するチャンネル数を選択します。 

       １，２，４，８，２６，３２，６４，１２８，２５６，５１２の中から選択して下 

さい。 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の場合、瞬時蓄積時間が『インターバル』に設定 

しており、さらに『インターバル』の設定が「１」分の時、『蓄積チャンネル』には 

「２５６」、「５１２」チャンネルの設定は出来ません。 

※ＷＴＭの場合は瞬時蓄積時間が『インターバル』に設定しており、さらに 

『インターバル』の設定が「１」分の時、『蓄積チャンネル』には「２５６」、 

「５１２」の設定が可能です。 

       ※おんどとりモジュールの蓄積チャンネル数は６４チャンネル固定です。 

       ※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷ

ＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）に実装されて

いない時、『（おんどとりは６４チャンネル固定）』は表示しません。 

        

【２】蓄積する時間を指定します。 

  ①瞬時蓄積 

・「インターバル」を選択時 

    １，５，１０，３０，６０，１２０，２４０分の中から選択してください。 

        ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の場合、瞬時蓄積の『チャンネル』数の設定が、 

「２５６」、「５１２」チャンネルの時『インターバル』は「１」分の設定は 

出来ません。 

        ※ＷＴＭの場合は『インターバル』は「１２０」と「２４０」は選択できません 

       ・「定時」を選択時 

        蓄積する時間を入力してください。（入力例 １７：００） 

        ※時と分の間に区切り文字で“：”（半角）を入力してください。 

 

 

 

 

     ②おんどとり蓄積 

       おんどとり蓄積時間の「インターバル」にある、１，５，１０，３０，６０分の中 

から選択してください。 

※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）に実装され

ている時、設定出来ます。 

※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭで指定した、ジョイントモ

ジュールと同じネットワークＮｏに、おんどとりモジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録している場合、設定できません。 

 

  

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、「インターバル」は、 

 ＥｃｏＲＩＡＬの日報サンプリング間隔と同じ時間になるように設定してください。 
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    【３】蓄積データを収集する方法を選択します。 

      ①瞬時収集 

（ⅰ）「差分データ」を選択時 

         前回収集した蓄積データ以降の蓄積データを収集します。 

         ※「差分データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と

時間を表示します。 

 

（ⅱ）「全データ」を選択時 

         ジョイントモジュールに蓄積されている全ての蓄積データを収集します。 

   ※「全データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と時

間を表示します。 

 

（ⅲ）「日付指定」を選択時    

        ・「年」を指定 

         設定された西暦の蓄積データを収集します。 

         ※「年」の指定は西暦で行って下さい。 

（入力例 ２００５年を指定時 ２００５年  月  日   時） 

        ・「年」、「月」を指定 

         設定された西暦、月の蓄積データを収集します。 

（入力例 ２００５年３月を指定時 ２００５年３月  日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」を指定時    

         設定された西暦、月、日の蓄積データを収集します。       

          （入力例 ２００５年３月５日を指定時 ２００５年３月５日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」、「時」を指定時 

         設定された西暦、月、日、時の蓄積データを収集します。 

（入力例 ２００５年３月５日７時を指定時 ２００５年３月５日 ７時） 

        ※収集方法を「日付指定」に設定を行った場合、【４】の自動収集の設定で毎日 

指定した時刻に収集する事は出来ません。 

 

 

 

 

 

  

注意 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して登録した場合、 

日付指定での収集は蓄積データが取得出来ません。 
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      ②おんどとり収集         

       「おんどとり全データ収集」の□にチェック（レを表示）を行った時、 

       ジョイントモジュールが「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」に蓄積されて 

いる全ての蓄積データを収集します。 

       「おんどとり全データ収集」の□にチェック（レを表示）を行わない時、 

ジョイントモジュールが、前回収集した「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」内蓄

積データ以降の蓄積データを収集します 

※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面 

のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）に実装さ

れている時、設定出来ます。 

 

【４】 自動収集を設定します。 

蓄積データを指定の時刻に自動収集する時、設定します。 

   

①蓄積データを指定した時刻に一度だけ収集する時 

         自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力します。 

 

        ②蓄積データを毎日指定した時刻に収集する時 

         自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力し、 

         毎日の□にチェック（レを表示）します。 

    

 

【５】 収集リトライの設定をします。 

蓄積データの自動収集に失敗した時、再度指定した時刻に自動収集を行う場合、 

設定します。【４】で設定した自動収集時間に自動収集が失敗し、再度蓄積データを 

指定した時刻に収集する場合、収集リトライ時間の□にチェック（レを表示）後、 

収集する時刻を入力します。 

収集リトライの設定時間は、 

自動収集時間 ＋ ２３Ｈ ＞ 収集リトライ時間 ＞ 自動収集時間   

の範囲で設定してください。 

         

   収集リトライについての詳細は『８－１８－２－２． 収集リトライ』を 

参照してください。 
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【６】 自動時間校正の設定をします。 

蓄積データの自動収集成功後に、自動収集したジョイントモジュールに設定されて 

いる時刻を、ＰＣの現在時刻で自動的に校正したい場合、設定します。 

自動時間校正を行う場合、□にチェック（レを表示）を行って下さい。 

自動時間校正についての詳細は『付録７. 時計校正について』を参照してください。 

 

 

注意！ジョイントモジュールの時刻について 

 ジョイントモジュールは 1 日に最大４秒時間が変動します。 

 又、ジョイントモジュール内の時刻を校正した時に、蓄積するインターバル時間 

を超えた場合、過ぎた時間での蓄積は行いません。 

例）蓄積インターバル時間の設定を１分に設定 

  校正前の時刻が２００６年５月２５日１０時１０分２０秒 

  校正後の時刻が２００６年５月２５日１０時１３分１０秒の場合 

  以上の場合、１０時１１分、１０時１２分の蓄積は行いません。 

 

【７】 おんどとり全データ収集を設定します。 

ジョイントモジュール（ＷＪＦ）が、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ） 

を使用して、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のデータを自動収集（毎日） 

する時、設定します。 

おんどとり自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を 

入力します。 

※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面 

のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭで指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）に実装されてい

る時、設定出来ます。 
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   遠隔収集対応モジュールの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※遠隔収集対応モジュールはデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で収集を行う為、 

     本プログラムでの自動収集の設定は行えません。 

 

    【１】蓄積するチャンネル数を選択します。 

       １，２，４，８，２６，３２，６４，１２８，２５６，５１２の中から選択して 

       下さい。 

※瞬時蓄積時間が『インターバル』に設定しており、さらに『インターバル』の 

 設定が「１」分の時、『蓄積チャンネル』には「２５６」、「５１２」チャンネル 

の設定は出来ません。 

また、『インターバル』の 設定が「１」分の時、蓄積サンプリングと同期して 

収集は行わないでください。 

 

       ※データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）を使用時に、『日報・月報を使用して帳票を 

        表示する』にチェックを入れずに使用する場合、「５１２」チャンネルは指定し 

ないでください。   

 

      

【２】蓄積する時間を指定します。 

  ①瞬時蓄積 

・「インターバル」を選択時 

    １，５，１０，３０，６０，１２０，２４０分の中から選択してください。 

        ※ＷＶＭの場合、瞬時蓄積の『チャンネル』数の設定が、「２５６」、「５１２」チャ

ンネルの時、『インターバル』は「１」分の設定は出来ません。 

        ※ＷＴＭの場合、『インターバル』は「１２０」、「２４０」分の設定は 

         できません。 
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       ・「定時」を選択時 

        蓄積する時間を入力してください。（入力例 １７：００） 

        ※時と分の間に区切り文字で“：”（半角）を入力してください。 

  

 

 

 

    【３】蓄積データを収集する方法を選択します。 

      ※本ツールを使用して手動収集する場合の設定です 

      ①瞬時収集 

（ⅰ）「差分データ」を選択時 

         前回収集した蓄積データ以降の蓄積データを収集します。 

         ※「差分データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と

時間を表示します。 

 

（ⅱ）「全データ」を選択時 

         ジョイントモジュールに蓄積されている全ての蓄積データを収集します。 

   ※「全データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と時

間を表示します。 

 

（ⅲ）「日付指定」を選択時    

        ・「年」を指定 

         設定された西暦の蓄積データを収集します。 

         ※「年」の指定は西暦で行って下さい。 

（入力例 ２００５年を指定時 ２００５年  月  日   時） 

        ・「年」、「月」を指定 

         設定された西暦、月の蓄積データを収集します。 

（入力例 ２００５年３月を指定時 ２００５年３月  日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」を指定時    

         設定された西暦、月、日の蓄積データを収集します。       

          （入力例 ２００５年３月５日を指定時 ２００５年３月５日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」、「時」を指定時 

         設定された西暦、月、日、時の蓄積データを収集します。 

（入力例 ２００５年３月５日７時を指定時 ２００５年３月５日 ７時） 

       

    【４】ＷＡＮＩＰアドレス／ＷＡＮポートＮｏの設定をします 

   データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）がインストールされているＰＣの 

   ＷＡＮＩＰアドレス、収集用に開放するポートＮｏを入力してください 

 

  

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用する場合、「インターバル」は、 

 ＥｃｏＲＩＡＬの日報サンプリング間隔と同じ時間になるように設定してください。 
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【５】送信ディレイ時間の設定をします。 

データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）は同時に２４個の遠隔収集対応モジュール 

と収集を行えます。 

遠隔収集対応モジュールを２台毎に、送信ディレイ時間を 1 秒ずつずらした値がデフォ

ルト値として表示されます。 

 

【６】ハートビートの設定をします。 

       ０，１，５，１０，３０，６０，１２０，２４０分の中から選択してください。 

       ※ハートビートについての詳細は、『付録５. ハートビートの設定について』を 

        参照してください 

 

【７】収集要求送信時間の設定をします。 

       データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で、蓄積データの収集を１日１回で行う場合 

       収集する時刻を設定してください。 

      

    【８】日付指定収集要求時間の設定をします。 

       データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で、日付指定の蓄積データの収集を行う場合 

       収集する時刻を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意  収集要求時間について 

 データ収集ソフトは用途に応じて下記の２パターンで収集を行うことができます。 

  ①蓄積終了後に毎回収集を行う。（蓄積サンプリング時間と同期する） 

  ②１日１回指定時間に収集を行う。 

  設定方法 

  【７】の時間設定を行わない場合①の設定になります。 

  【７】の時間設定を行う場合②の設定になります。 

 リアルタイムの収集データが必要な場合、①パターンで設定を行ってください。 

注意  日付指定収集要求時間について 

 日付指定収集要求はデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）でデータが欠損した場合の 

 データ収集として使用します。 

 通常のデータ収集でデータが欠損した場合、日付指定収集要求時間を設定し、 

 データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）内でデータが欠損した収集開始時間／収集終了時間 

 を設定することで指定した時間に欠損データを収集することができます。 

 日付指定収集要求送信時間はデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）でも設定することが 

できます。 
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注意  収集要求送信時間と日付指定収集要求時間の関係について 

 データ収集ソフトは用途に応じて下記の２パターンで収集を行うことができます。 

  ①蓄積終了後に毎回収集要求を行う。（蓄積サンプリング時間と同期する） 

  ②１日１回指定時間に収集要求を行う。 

 

 日付指定収集時間を設定した場合、 

  ①パターンの収集の場合、日付指定収集要求は併用して使用できません。 

  日付指定収集要求時間を設定すると、日付指定収集要求が優先される為、 

  蓄積終了後に収集要求を行う機能が動作しなくなります。 

  日付指定収集要求時間の設定は、データが欠損した場合に 

データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で設定／収集してください。 

 

  ②パターンの収集の場合、日付指定収集要求は併用して使用できます。 

  データが欠損した場合に備え、予め日付指定収集要求時間を設定することが出来ます。  

  

注意  日報・月報の自動印刷オプションを使用する場合について 

 日報・月報（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）の自動印刷保存オプションを使用する場合、         

データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）側の収集と自動印刷保存の時間が重なると、 

 収集エラー、または帳票表示時に日報表示エラーが発生する場合があります。 

 日報・月報の自動印刷オプションを使用する場合、収集要求送信時間を設定し、自動印刷 

 保存の時間と異なるように設定して使用してください。 
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８－７－２. 蓄積基本設定変更 

 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭの蓄積基本設定を変更します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    【１】蓄積基本設定を変更後、『ＯＫ』をクリックします。蓄積基本設定が変更します。 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 蓄積基本設定の蓄積チャンネル数を変更すると、ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

 またはＷＴＭの蓄積チャンネル設定、モジュール内に蓄積したデータ、蓄積データを収集時に 

 作成したＣＳＶファイルは削除します。 

この時、ジョイントモジュールにＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が実装されている 

場合、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積チャンネル設定、蓄積データ、 

蓄積データを収集時に作成したファイルは削除しません。 

 

注意 

 収集方法を変更する場合、収集方法を変更後『ＯＫ』ボタンをクリックしてください。

『ＯＫ』ボタンをクリックしない場合、収集方法は変更されません。 
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８－７－３. 蓄積基本設定削除 

 

   ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭの蓄積基本設定を削除します。 

 

【１】 をクリックすると確認画面を表示します。 

 

   【２】確認画面の『ＯＫ』をクリックするとＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ 

ＷＶＭ／ＷＴＭリスト内で指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

またはＷＴＭの蓄積基本設定、蓄積チャンネル設定、ジョイントモジュールまたは 

ＷＴＭ内に蓄積したデータ、蓄積データを収集時に作成したファイル 

はすべて削除します。 

 

※蓄積設定削除を行うと、蓄積基本設定は出荷時に設定されます。出荷時設定値は 

以下のように設定されます。 

   蓄積チャンネル：１チャンネル、蓄積インターバル：６０分、 

収集方法：差分収集、おんどとり全データ収集設定：無し、 

自動収集設定：無し 

        

※「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の設定を削除しない場合、蓄積基本設定は、

自動収集設定、おんどとりの設定を除いて設定されます。出荷時設定値は以下のように

設定されます。 

   蓄積チャンネル：１チャンネル、蓄積インターバル：６０分、 

収集方法：差分収集  

 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭは蓄積を停止します。 
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８－８. ジョイントモジュール定格設定 

   

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に、ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ 

ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ 

ユニットが実装されている場合、相線区分、入力回路、定格電圧、定格電流、定格一次電圧、 

定格一次電流を設定します。 

 

  ※ジョイントモジュールと未接続時、定格設定を行う事は出来ません。 

 

【１】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストから定格設定する

ジョイントモジュールを指定します。 

 

【２】 定格設定画面を表示します。 

       

・ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から表示 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の      ボタンをクリックします。 

       ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定した、ジョイントモジュールに接続されている 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ 

ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの定格設定を 

設定出来ます。 

 

  ・一括設定画面から表示 

   一括設定画面内のＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ―ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットに対して、

設定を行いたいユニット、またはサブユニットの入力定格、一次側定格のセルをダブルク

リックします。 

   ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で指定したジョイントモジュールに対 

して、一括設定画面で選択後サブユニットの定格設定が設定出来ます。 

 

  ・警報発報設定画面から表示 

   警報発報設定画面内のＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ―ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットに対して、

設定を行いたいユニット、またはサブユニットの入力定格、一次側定格のセルをダブルク

リックします。 

   ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で指定したジョイントモジュールに対 

して、警報発報設定画面で選択後サブユニットの定格設定が設定出来ます。 

 

    

 

 

 

 

 

  

注意 

 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト指定した 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に実装されている機能ユニット（ＷＪＦ）以外の 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の機能ユニット（ＷＪＦ）の入力定格、一次側定格 

 のセルをダブルクリックしても定格設定画面は表示されません。 

 



 

１２０  

【３】 変更したいユニットを選択します。 

※一括設定画面、警報発報設定画面から定格設定画面を表示した場合、ユニットの変更は

出来ません。 

 

【４】 定格設定をして『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

    

 

８－８－１. ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４ユニットの定格設定 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 相線区分を変更します。 

現在設定されている相線区分を表示します。 

単相３線の時『単３』、『三３』を表示します。 

三相３線の時『単３』、『三３』を表示します。 

三相４線の時『三４』を表示します。 

単相３線、三相３線は変更が可能です。 

例）単相３線→三相３線に変更する時は『単３』から『三３』に変更してください。 

 

② 定格電圧を変更します。 

現在設定されている定格電圧を表示します。 

定格電圧は、１１０、２２０Ｖの中から選択してください。 

 

③ 定格一次電圧を変更します。 

現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

定格一次電圧は、定格電圧～７７０００Ｖの範囲、最大小数桁数１桁で設定して 

下さい。 

 

④ 定格一次電流を変更します。 

現在設定されている定格一次電流を表示します。 

定格一次電圧は、１～９０００Ｖの範囲、最大小数桁数１桁で設定してください。 

 

  

① 

② 

④ 

③ 



 

１２１  

８－８－２. ＷＪＦ－ＰＥ４ユニットの定格設定 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

① 相線区分を変更します。 

現在設定されている相線区分を表示します。 

『単３』、『三３』を表示します。 

単相３線、三相３線は変更が可能です。 

例）単相３線→三相３線に変更する時は『単３』から『三３』に変更して下 

さい。 

 

② 入力電圧回路を変更します。 

現在設定されている入力回路を表示します。 

回路１、２の中から選択してください。 

 

③ 電圧を変更します。 

現在設定されている定格電圧を表示します。 

１１０、２２０Ｖの中から選択してください。 

 

④ 定格電流を変更します。 

現在設定されている定格電圧を表示します。 

５、５０、１００、２５０、４００、６００Ａの中から選択してください。 

        ※４００Ａ、６００Ａは、ＷＪＦ-ＰＥ４-□□□Ａ□がＷＪＭＥのメインユニット 

         に接続されている場合に表示します。 

 

⑤ 定格一次電圧を変更します。 

 現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

定格一次電圧は、定格電圧～７７０００Ｖの範囲、最大小数桁数１桁で設定し 

て下さい。 

 

  

③ 

④ 

① 

② 

⑤ 

⑥ 



 

１２２  

⑥ 定格一次電流を変更します。 

現在設定されている定格一次電流を表示します。 

定格一次電流は、定格電流～９０００Ａの範囲、最大小数点桁数１桁で設定し 

て下さい。 

 

 

 

８－８－３. ＷＪＦ－ＶＴ４ユニットの定格設定 

 

   

 

 

 

 

 

 

① 定格一次電圧を変更します。 

現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

定格一次電圧は１１０～７７０００Ｖの範囲で設定してください。 

 

  

① 



 

１２３  

８－８－４. ＷＪＦ－ＡＥ８ユニットの定格設定 

 

   

 

 

 

 

 

 

① 定格電流を変更します。 

現在設定されている定格電流を表示します。 

５、５０、１００、２５０Ａの中から選択してください。 

 

② 定格一次電流を変更します。 

現在設定されている定格一次電流を表示します。 

定格一次電流は、定格電流～９０００Ａの範囲、最大小数点桁数１桁で設定して 

下さい。 

 

  

② 
① 



 

１２４  

８－８－５. ＷＪＦ－ＣＴ４ユニットの定格設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 定格一次電流を変更します。 

現在設定されている定格一次電流を表示します。 

定格一次電流は、定格電流は１～９０００Ａの範囲、最大小数点桁数１桁で 

設定してください。 

  

① 



 

１２５  

８－８－６. ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの定格設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 定格電流を変更します。 

表示されている値は現在設定されている定格電流値です。 

  定格電流は０．１、０．５、１、２Ａの中から選択してください。 

 

② 定格一次電流を変更します。 

  表示されている値は現在設定されている定格一次電流値です。 

  定格一次電流は、０．１～９０００Ａの範囲、最大小数点桁数３桁で 

設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

注意 

蓄積チャンネル設定（オプション機能）、警報発報設定（オプション機能）、デマンド設定（オ

プション機能）、または間欠制御設定（オプション機能）を行っているチャンネルが 

あるユニット、またはサブユニットの定格設定を行う場合、相線区分以外を変更した場合 

はスケール値が、また相線区分を変更した場合ユニット内のチャンネルが変更する為、 

一括設定画面、警報発報設定画面、デマンド設定画面または間欠制御設定画面にて、 

蓄積チャンネル設定（オプション機能）、 

警報発報チャンネル設定（オプション機能）、デマンド設定（オプション機能）、 

間欠制御設定（オプション機能）の再設定を行って下さい。 

 

① 
② 

注意 

一括蓄積設定画面、警報発報設定画面から定格設定画面を表示し、定格設定を 

行った場合は、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数、アラームＬＬＯW／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩはデフォルト 

値に戻ります。蓄積設定、警報設定を行う前に再度、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数、 

アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩの設定を行って下さい。 



 

１２６  

８－９. メール設定 

 

    メール設定を行います。 

 

    メール設定とは 

     警報発報設定（機能オプション）で通知方法をメールに選択した時、メール設定画面で 

     設定したメールアドレスに警報発生時、警報復旧時にメールを送信します。 

また、イベントログ設定でメール通知設定を行った時、メール設定画面で設定したメール 

アドレスにメールを送信します。 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

８－９－１. メール設定新規設定 

    

    ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      をクリックすると、 

    下記の画面を表示します。 

警報発報設定をする際に通知方法設定でメール通知設定を行う場合、またイベントログ 

設定画面でメール通知設定を行う場合には、先に下記に記すメール設定画面でメール設定を 

    行って下さい。 

メール設定画面はモジュールの種別または、バージョンによって表示される画面が異なり 

ます。 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□－Ｃ）、またはモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣ 

ＦＴ）でインターフェースを使用してＬＯＮＷＯＲＫＳ登録を行った場合、メール設定 

を行うことが出来ません。 

※モジュールと未接続時、メール設定を行うことは出来ません。 

  

注意 

 メール設定機能について 

  メール設定は、モジュールの種類、バージョンによって機能が異なります。 

  ジョイントモジュールのバージョンが３．１０以降は、メールサーバー１がＰＯＰ  

  Ｂｅｆｏｒｅ ＳＭＴＰに対応しております。 

  ＷＴＭの場合は、ＰＯＰ Ｂｅｆｏｒｅ ＳＭＴＰとＳＭＴＰ認証に対応しております。 

 

注意 

 ジョイントモジュールのＰＯＰ Ｂｅｆｏｒｅ ＳＭＴＰについて 

  ジョイントモジュールはメールサーバー１に設定されている差出人メールアドレスに 

  対し、１分に一回メールの受信を行います。 

  この際、差出人メールアドレスから受信されたメールを削除する為、ジョイント 

  モジュール専用の送信用メールアドレスを作成する必要があります。 

 

 



 

１２７  

  ・バージョン３．１０以前のジョイントモジュールメール設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１２８  

  ・バージョン３．１０以降のジョイントモジュールメール設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１２９  

  ・ＷＴＭのメール設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 ＷＪＭ／ＷＴＭ／ＷＶＭ設定画面内の、ＷＪＭ／ＷＴＭ／ＷＶＭリストからメール設定

するモジュールを指定します。 

 

【２】 ＷＪＭ／ＷＴＭ／ＷＶＭモジュール設定画面内の、     ボタンをクリックします。 

 

【３】 メールサーバーの設定を行います。 

      ・ジョイントモジュールバージョン３．１０以前の場合 

①差し出し人メールアドレス、メールサーバー（ＳＭＴＰ）５０文字以内で 

入力します。 

 

・ジョイントモジュールバージョン３．１０以降の場合 

①差し出し人メールアドレス、メールサーバー（ＳＭＴＰ）５０文字以内で 

入力します。 

        ②メールサーバー（ＰＯＰ）、アカウント名を５０文字以内で入力します。 

        ③パスワードを３２文字以内で入力します。 

  



 

１３０  

・ＷＴＭの場合 

①メールサーバー認証方法を選択します。ＳＭＴＰ認証を選択した場合は、ポート番号を

５文字以内で入力します。 

②差し出し人メールアドレスを５０文字以内、メールサーバー（ＳＭＴＰ）、メールサー

バー（ＰＯＰ）を１５文字以内で入力します。 

③アカウント名を５０文字以内、パスワードを３２文字以内で入力します。 

 

※メールサーバー（ＳＭＴＰ）、メールサーバー（ＰＯＰ）のＩＰアドレス取得方法 

については『付録３. メールサーバーＩＰアドレス取得方法』を参照してください。 

 

【４】 メール送信先の設定を行います。 

① 使用するメール設定の□にチェック（レを表示）します。 

② 使用するメールサーバーを指定します。 

③ 宛先メールアドレスを５０文字以内で入力します。 

 

【５】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 イベントログ設定のメール通知について    

  メール設定３はイベントログ設定のメール通知には使用できません。 

  イベントログ設定のメール通知を使用する場合、メール設定１、メール設定２を使用 

  してください。 

 



 

１３１  

８－９－２. メール設定変更 

 

    メール設定を変更します。 

警報発報設定画面で、通知方法にメール通知の設定をしている場合、または 

イベントログ設定でメール通知設定を行っている場合、メール設定を変更すると、 

警報発報設定画面で各チャンネルに設定されていたメール設定は変更されます。 

またイベントログ設定で設定されていたメール通知設定は変更されます。 

   

【１】 変更するメール設定の、設定内容を変更してください。 

 

【２】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、画面を終了します。 

 

８－９－３. メール設定解除 

 

    メール設定を削除します。 

警報発報設定画面で、通知方法にメール通知の設定をしている場合、またはイベントログ 

設定でメール通知設定を行っている場合、メール設定を削除しますと、警報発報設定画面 

で各チャンネルに設定されていたメール設定は削除されます、またイベントログ設定 

で設定されていたメール通知設定は削除されます。 

   

【１】 解除するメール設定の□（レを表示中）チェックを外してください。 

 

【２】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、画面を終了します。 

  



 

１３２  

８－１０. ジョイントモジュール模擬出力 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の模擬出力を行います。 

 

模擬出力とは 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に実装されているデジタル出力ユニット 

（ＷＪＦ－ＤＯ１６□）の出力状態の表示、または変更を行います。 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）にＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットが機能ユニット 

として実装されていない場合、模擬出力を行うことは出来ません。 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      をクリックすると下記の画面を表示します。 

 ※パソコンとジョイントモジュールが本プログラムで接続されていない時、 

模擬出力画面は表示出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ユニットには、デジタル出力ユニット(ＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニット）のユニットＮｏを

表示します。 

ユニットＮｏを変更すると、変更されたデジタル出力ユニットの出力状態を表示 

します。 

 

     ② デジタル出力チャンネルを制御します。 

       画面のＯＮ／ＯＦＦをクリックすることで、デジタル出力を制御することが 

出来ます。 

     

     ※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御を行っている時、模擬出力画面 

起動時、またはユニット変更時に確認メッセージが表示されます。 

出力制御を行う場合、確認メッセージで『ＯＫ』を選択してください。 

      ①で表示しているデジタル出力ユニットに対し 

・デマンド設定画面で、デマンド遮断設定を行っているチャンネル 

・警報発報設定画面で制御指示の設定を行っているチャンネル 

・間欠制御設定画面で省エネ制御率の設定を行っているチャンネル 

     

     ※ジョイントモジュールの電源をＯＦＦ後、ＯＮにすると全てＯＦＦ状態になります。 

 

  

① 
② 



 

１３３  

８－１１. ジョイントモジュールデマンド設定 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）のデマンド設定を行います。 

ジョイントモジュールのデマンド設定はオプション機能となります。 

「デマンド監視機能オプション」のあるメインユニット（ＷＪＭ）のみ、デマンド設定を行う事が

出来ます。 

 

 

デマンドとは 

    決められた時限の平均使用電力（kW）です。 

 

  デマンド監視とは 

    現在使用されている電力が設定された目標電力以上に消費しないように監視します。 

    時限終了時のデマンドを予測し、目標電力を超過するおそれが生じた時、 

警報を鳴らし自動遮断をします。 

    また、時限終了時のデマンドを予測した値が遮断後目標電力より余裕がある時、 

自動復帰をして負荷調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 調整電力、予測電力について 

  「８－１１ ジョイントモジュールデマンド設定」内で記述される調整電力とは、 

  ｛（予測電力－目標電力）×デマンド時限｝÷残り時間で算出される値です。 

  この時、算出された値が“＋”の時は調整電力超過となり、以降「調整電力（超過）」と 

  記載します。 

  また算出された値が“－”の時、調整電力余裕になり、以降「調整電力（余裕）」と記載 

  します。 

  また、予測電力とは、現在電力＋｛（電力変化量×残り時間）÷サンプリング時間｝ 

  で算出される値です。 

 

注意 

 本ソフトウェアでデマンド設定を行うと、ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）で 

 デマンド設定を行う事はできません。 

 ＥｃｏＲｉＡＬでデマンド設定を行うためには、本ソフトウェアでデマンド設定を 

 行わないで下さい。 

 ＥｃｏＲｉＡＬのデマンド設定につきましては『ＥｃｏＲｉＡＬ運用マニュアル』を 

 参照してください。 

 



 

１３４  

８－１１－１. デマンド監視新規（変更）設定 

 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      ボタンをクリックすると、 

下記の画面を表示します。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ジョイントモジュールにＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＤＩ１６□□ユニットが実装されていない場合、デマンド設定を行うことは 

出来ません。 

    ※ジョイントモジュールと未接続時、デマンド設定を行うことは出来ません。 

  

② ① 

③ 

④ 

⑤ 



 

１３５  

① ジョイントモジュールに実装されている機能ユニット（ＷＪＦ）の中から 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４ユニットの『有効電力量』、 

ＷＪＦ－ＤＩ１６□□ユニットの『カウンタ入力』のチャンネル名、 

「ユニットＮｏ（Ａ～Ｈ）－サブユニットＮｏ（１～４）」を表示します。 

      

② 現在デマンド監視を行っているチャンネルを表示します。      

      Ｎｏ・・・・・・デマンド監視リストＮｏ 

      チャンネル・・・デマンド監視設定を行っているチャンネル名称 

      ユニットＮｏ・・デマンド監視設定されているチャンネルの 

「ユニットＮｏ（Ａ～Ｈ）－サブユニットＮｏ（１～４）」を 

表示します。  

      係数・・・・・・デマンド監視設定を行うときに設定したスケール係数を表示します。 

      計・・・・・・・デマンド監視設定を行うときに設定した符号を表示します。 

 

    ③ 「デマンド１」で１日の時間を指定し、デマンド監視することもできます。 

      また、「デマンド１～３」で１日を３つに分けデマンド監視をすることもできます。 

 

④ ジョイントモジュールに実装されているＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットの、ユニット 

Ｎｏを表示します。 

 

    ⑤ 遮断するチャンネルの順番、復帰するチャンネルの順番を指定できます。 

 

 

【１】 監視Ｎｏを選択します。 

デマンド監視を行う監視Ｎｏを１、２の中から選択してください。デマンド設定画面表

示時には『１』に設定されます。 

 

【２】 サンプリング時間を設定します。（デフォルト１０秒） 

０秒、または１０～３００秒の範囲内の、時限で割り切れる値で設定してください。 

        ※サンプリング時間を０秒に指定した場合、デマンド設定後、次の時限からデマン 

ド監視は行われません。 

 

【３】 時限を設定します。（デフォルト：３０分） 

『１５分』、『３０分』、『６０分』の中から選択してください。 

※１５分を選択した場合、電力を４倍に計算します。 

※３０分を選択した場合、電力を２倍に計算します。 

 

【４】 チャンネルリストから、デマンド監視をするチャンネルを選択します。 

 

【５】 計算方法を設定します。 

※デマンド監視のチャンネル設定が１チャンネルのみ指定する場合、計算方法の設定は

“＋”を指定してください。 

 

【６】 係数を設定します。 

  



 

１３６  

【７】    ボタンをクリックして、デマンド監視リストに監視したいチャンネルを追加しま

す。 

※最大８チャンネルまで設定出来ます。 

 

【８】 デマンド監視をする『デマンド１～３』にチェックをします。 

チェックしたデマンド設定が有効になりデマンド監視を行います。 

  

【９】 デマンド監視をする時間を設定します。 

０～２３時の間で設定してください。 

        デフォルト：『デマンド１』→０時～０時 『デマンド２』→０時～１２時 

              『デマンド３』→１２時～００時） 

        ※『デマンド１～３』の時間は、重なった時間に設定できません。 

     例）『デマンド１』にチェックし「０時～０時」と設定した場合、 

          デマンド監視は２４時間行います。 

 

    【１０】 警報電力を設定します。（デフォルト：５００ｋＷ） 

        １～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

        現在使用している電力の値が設定した警報電力の値を超えた時、 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト内、デマンド監視設

定を行っているデマンド欄に「警報電力超過！」と表示します。 

        ※目標電力より大きい値を設定してください。 

        

  【１１】目標電力を設定します。（デフォルト：４５０ｋＷ） 

        １～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

        目標とする使用電力を設定します。 

        ※警報電力より小さい値を設定してください。 

  

    【１２】遮断電力を設定します。（デフォルト：３０ｋＷ） 

        ０～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

        ○遮断、復帰電力設定方法が「調整電力値」を指定時 

設定した遮断電力の値より調整電力（超過）の値が大きくなった時、自動遮断を行

います。 

 

  ○遮断、復帰電力設定方法が「現在電力値」を指定時 

設定した遮断電力の値より現在電力の値が大きくなった時、自動遮断を行います。 

 

  ※遮断、復帰電力設定方法については【１４】を参照してください。 

         

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト内、デマンド監視設

定を行っているデマンド欄に「遮断警報発生！」と表示します。 

 

  ※遮断、復帰電力設定方法が現在電力に設定してある場合、復帰電力より大きい 

         値を設定してください。 

  



 

１３７  

  【１３】復帰電力を設定します。（デフォルト：５０ｋＷ） 

        ０～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

        ○遮断、復帰電力設定方法が「調整電力値」を指定時 

設定した復帰電力の値より調整電力（余裕）の値が大きくなった時、自動復帰を行

います。 

 

  ○遮断、復帰電力設定方法が「現在電力値」を指定時 

設定した復帰電力の値より現在電力の値が小さくなった時、自動復帰を行います。 

 

        自動復帰中は、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ 

        リスト内、デマンド監視設定を行っているデマンド欄に 

「遮断チャンネル復帰」と表示します。 

 

        ※遮断復帰電力設定方法が現在電力に設定してある場合、遮断電力より小さい値 

を設定してください。 

 

    【１４】遮断、復帰電力設定方法を選択してください。 

        ○調整電力値を指定した場合 

設定した遮断電力値より調整電力（超過）以上になった時、自動遮断を行います。 

設定した復帰電力値より調整電力（余裕）以上になった時、自動復帰を行います。 

 

        ○現在電力値を指定した場合 

設定した遮断電力値より現在電力が大きくなった時、自動遮断します。 

設定した復帰電力値より現在電力が小さくなった時、自動復帰を行います。 

         

    【１５】デマンドディレイを設定してください。 

        ０～時限の範囲で設定してください。 

        時限が始まってから、デマンドディレイで設定した時間の間は注意警報、遮断警 

報は行いません。 

デマンドディレイ中は、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ 

ＷＴＭリスト内、デマンド監視設定を行っているデマンド欄に 

「デマンドディレイ中」と表示します。 

       ※デマンド監視ディレイ中に警報電力超過した場合、ディレイは解除されます。 

 

    【１６】遮断制御間隔、復帰制御間隔を設定します。 

        ０～３００秒の範囲で設定してください。 

        遮断制御間隔は、遮断警報が発生した場合に遮断する間隔です。 

        復帰制御間隔は、遮断チャンネル復帰時に復帰する間隔です。 

 

    【１７】遮断制御ユニットを指定してください。 

        ユニット欄には、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ 

ＷＴＭリストで指定したモジュールに接続されているデジタル出力ユニット（ＷＪ 

Ｆ－ＤＯ１６□）のユニットＮｏを表示します。 

 

  



 

１３８  

    【１８】遮断制御チャンネルを指定してください。 

        ボタンはＯＮ（青）／ＯＦＦ（黒）で表示します 

        設定した遮断電力の値より調整電力（超過）の値が大きくなった時、または 

設定した遮断電力の値より現在電力の値が大きくなった時に、選択したチャンネ 

ルが上記の【１６】で設定した間隔で遮断します。 

   

※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御は出来ません。 

        遮断制御ユニットに対し 

・警報発報設定画面で制御指示の設定を行っているチャンネル 

・間欠制御設定画面で省エネ制御率の設定を行っているチャンネル 

       

    【１９】遮断順序を選択します。 

        『常に１チャンネルから』を指定した場合、 

常に１チャンネルから遮断を開始します。 

        『前回最終遮断チャンネルの次から』を指定した場合、 

        前回の最後に遮断されたチャンネルの次から遮断を開始します。 

 

    【２０】復帰順序を選択します。 

        『遮断したチャンネルから』を指定した場合、 

遮断したチャンネルから復帰を開始します。 

『最後に遮断したチャンネルから』を指定した場合、 

最後に遮断したチャンネルから復帰を開始します。 

 

     例）前回は４チャンネルまで遮断され、遮断チャンネルは全てチェックされている時 

 

      ・遮断：『常に１チャンネルから』、復帰：『遮断したチャンネルから』 

           遮断：１→２→３→４   復帰：１→２→３→４ 

 

 

      ・遮断：『常に１チャンネルから』、復帰：『最後に遮断したチャンネルから』 

           遮断：１→２→３→４   復帰：４→３→２→１ 

 

      ・遮断：『前回最終遮断チャンネルの次から』復帰：『遮断したチャンネルから』 

           遮断：５→６→７→８   復帰：５→６→７→８ 

 

      ・遮断：『前回最終遮断チャンネルの次から』復帰：『最後に遮断したチャンネルから』 

        遮断：５→６→７→８   復帰：８→７→６→５ 

  

 

    【２１】『ＯＫ』ボタンをクリックしてください。 

   

    ※デマンド設定を追加、変更する場合【１】～【２０】変更後、必ず『ＯＫ』を 

クリックしてください。 

  



 

１３９  

８－１１－２. デマンド監視設定削除 

    

       設定中のデマンド監視設定を削除します。 

 

    【１】監視Ｎｏを指定する。 

       削除したいデマンド監視設定の監視Ｎｏを指定します。 

 

    【２】『削除』ボタンをクリックしてください。 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 デマンド監視設定削除とサンプリング時間０秒の設定の違い 

  ・デマンド設定削除ボタンクリック 

   →その場でデマンド監視設定を行わなくなります。 

    また、デマンド設定データは削除されます。 

  ・サンプリング時間を０秒に設定  

   →次の時限からデマンド監視を行いません。 

    また、デマンド設定データは削除されません。デマンド設定画面には 

    サンプリング時間を０秒に設定した時の設定内容を表示します。   

 

 



 

１４０  

８－１２. 警報発報設定 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の場合はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 

と同じネットワークに登録されたモジュールのチャンネル毎に警報発報設定を行います。 

ＷＴＭの場合は、計測を行っているチャンネルごとに警報発報設定を行います。 

ジョイントモジュールの警報発報設定はオプション機能となります。 

「警報発報機能オプション」のあるメインユニット（ＷＪＭ）のみ、警報発報設定 

を行う事が出来ます。 

 

 

 

 

警報発報とは 

    警報発生、警報復旧時に指定した通知方法で警報を通知します。 

     

アナログデータの警報発生条件 

    前回のスケール計算後の監視データがアラームＨＩ、またはアラームＨＨＩ設定の 

比較値未満で、今回のスケール計算後の監視データが、比較値以上となるとき警報 

発生となります。 

      または前回のスケール計算後の監視データがアラームＬＯＷ、またはアラームＬＬＯＷ設定

の比較値以上で、今回のスケール計算後の監視データが、比較値未満となるとき警報発生と

なります。 

 

アナログデータの警報復旧条件 

      前回のスケール計算後の監視データがアラームＨＩ、またはアラームＨＨＩ設定の 

比較値以上で、今回のスケール計算後の監視データが比較値未満となるとき警報復旧 

となります。 

      または前回のスケール計算後の監視データがアラームＬＯＷ、またはアラームＬＬＯＷ設定

の比較値未満で、今回のスケール計算後の監視データが比較値以上となるとき警報復旧とな

ります。 

 

デジタルデータの警報発生条件 

      デジタルチャンネルがＯＦＦからＯＮとなるとき、またはＯＮからＯＦＦになる時に警報発

生となります。 

      ※ＯＮからＯＦＦ、ＯＦＦからＯＮのどちらで警報を発生させるかは、Ｐ１５９のデジタル

データチャンネルのアラーム値、制御指示設定で設定することが出来ます。 

 

デジタルデータの警報復旧条件 

      デジタルチャンネルがＯＦＦからＯＮとなるとき、またはＯＮからＯＦＦになる時に警報復

旧となります。 

      ※ＯＮからＯＦＦ、ＯＦＦからＯＮのどちらで警報を発生させるかは、Ｐ１５９のデジタル

データチャンネルのアラーム値、制御指示設定で設定することが出来ます。 

 

  

注意 

 電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）はＷＪＭＡ／ＷＪＭＢのジョイントモジュールに 

対応していない為、使用しないで下さい。 

 

 

 



 

１４１  

警報通知について 

      警報発生時に設定した通知方法で警報を通知します。 

      警報通知手段は、ＲＳ-２３２Ｃ（公衆回線も可）、イーサネット、メールで 

ジョイントモジュールから警報を発報します。 

      １つの警報に対し、複数の通知手段で通知する警報２重通知は、バージョン３．１０ 

のジョイントモジュールから対応しています。 

ＷＴＭの場合は、メールでの通知のみ対応しております。 

 

８－１２－１. 警報発報チャンネル新規（追加）設定 

 

    ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      ボタンをクリックすると、 

下記の画面を表示します。画面を右にスクロールすると下記以降に示されるような 

情報を表示します。 

 

※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でインターフェースを使用して 

ＬＯＮＷＯＲＫＳ登録を行った場合、警報発報設定を行うことが出来ません。 

 

 

 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したモジュール名称を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ 



 

１４２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑨ 

⑩ 

⑪ ⑫ 



 

１４３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑬ 
⑭ ⑮ 

⑯ ⑰ 



 

１４４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

① ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭに、設定してある警報発報Ｎｏを 

表示します。 

設定を追加すると“○”を表示します。 

 

② モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録したモジュールの種別名とモジュール名

称を表示します。 

電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の場合は高調波次数、高調波相／高調波相間情報 

を表示します。また電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の高調波ユニットの各行にも 

高調波相／高調波相間情報を表示します。 

     ※高調波についての表示内容については『付録４. 高調波次数、高調波相／高調波相間情報の

表示内容について』を参照してください。 

 

③ 警報発報設定可能なデータを全て表示します。 

ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＣ／ＷＫＭモジュールはデータ名の前にユニット 

Ｎｏを表示します。 

機能ユニット（ＷＪＦ）の場合、データ名の前にユニットＮｏを表示します。 

 

※ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＤＩ１６□□ユニット

は、データ名の前に「ユニットＮｏ（Ａ～Ｈ）－サブユニットＮｏ（１～４）」を表示し

ます。 

※ＷＴＭの場合は、データ名の前に「ユニットＮｏ（Ａ～Ｉ）－サブユニットＮｏ（１～６）」

を表示します。 

 

  

⑱ 
⑲ ⑳ ○21 
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④ ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュール、またはＷＪＦ－ＰＡ２

／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４ユニット、またはＷＴＭの場合、 

単相２線は“単相２線”、単相３線は“単相３線”、三相３線は“三相３線”、 

三相４線は“三相４線”、単相２線２分岐は“単相２線２分岐”、単相２線２２０Ｖは“単

相２線２２０Ｖ(ＣＴ２ヶ使用)”と表示します。 

 

⑤ ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュール、またはＷＪＦ－ＰＡ２

／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ

８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの場合、定格電流、または定格電圧を表示します。 

      定格電圧：データ名が電圧要素の行に１１０、または２２０を表示します。 

  定格電流：データ名が電流要素の行に０．１、０．５、１、２、５、３０、５０、１００、 

       ２５０、４００、６００いずれかを表示します。       

      ※ＷＲＭモジュールの定格電流は１Ａ、または５Ａになり、ＷＲＭＰモジュールの 

       定格電流は５Ａ固定になります。詳細は（Ｐ５０）の出荷時定格を確認してください。 

      ※ＷＪＦ－ＰＡ２ユニットの定格電流は１Ａ、または５Ａになります。 

      ※ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの定格電流は０．１Ａ、０．５Ａ、１Ａ、２Ａの中から 

       選択してください。 

 

⑥ ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュール、またはＷＪＦ－ＰＡ２

／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ

８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの場合、定格一次電流、または定格一次電圧を表示します。 

ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの一次側定格が未設定

時は“***”を表示します。 

※ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの定格電流が３０、５０、１００，２５０、 

４００、６００Ａの場合、一次側定格に、定格電流の値を表示します。 

 

⑦ 各データのスケール値を表示します。 

“***”：必須入力 

“－” ：指定不可 

空白  ：スケール計算後に値を表示 

 

⑧ 一次側定格、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数の値を入力します。 

 

⑨ アナログデータチャンネルの警報発報アラーム値を表示します。 

アラーム通知の設定がある時、アラーム値の後ろに“*”を表示します。 

制御指示の設定がある時、アラーム値の後ろに“♯”を表示します。 

デジタルデータチャンネルの場合、“－”を表示します。 

 

⑩ デジタルデータチャンネルの警報発報アラーム設定を表示します。 

アラーム通知の設定がある時、アラーム設定の後ろに“*”を表示します。 

制御指示の設定がある時、アラーム設定の後ろに“♯”を表示します。 

アナログデータチャンネルの場合、“－”を表示します。 

 

⑪ アラーム発生時、通知されるメール通知で送信される件名を表示します。 
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⑫ アラーム発生時、通知されるメッセージを表示します。 

⑬ アラーム発生時、ＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットの出力を制御するユニットＮｏ、 

チャンネル、指示内容を表示します。 

 

⑭  アラーム発生時通知を行う時に、通知を行う方法を表示します。  

通知方法設定画面で優先通知の設定を行っている場合、通知方法の先頭に『優 』 

が表示されます。 

 

⑮  アラーム発生時通知を行う時に、通知を行う方法を表示します。 

⑭の通知方法１の設定が優先通知になっている場合、通知方法１で通知されると 

通知方法２で設定した通知は行われません。 

通知方法１が優先通知でない場合、両方の通知方法でアラームが通知されます。 

 

⑯  通知方法１が『ＲＳ２３２Ｃ－１』または『ＲＳ２３２Ｃ－２』を指定し、 

    公衆回線を使用する場合、設定した電話番号を表示します、また通知方法１が 

『イーサネット－１』または『イーサネット－２』の場合、設定したＩＰアドレス 

を表示します。 

 

⑰  通知方法２が『ＲＳ２３２Ｃ－１』または『ＲＳ２３２Ｃ－２』を指定し、       

 公衆回線を使用する場合、設定した電話番号を表示します、また通知方法２が 

『イーサネット－１』または『イーサネット－２』の場合、設定したＩＰアドレス 

を表示します。 

 

⑱  メール通知設定を行っている場合、指定したメール設定に“○”を表示します。 

通知方法設定画面でメール優先通知を行っている場合、優先されるメール設定の 

先頭に『優 』が表示されます。 

 

⑲  通知失敗時のリトライ回数を表示します。 

 

⑳  通知失敗時のリトライ間隔を表示します。 

       

○21 警報設定のポイント名を表示します。 

【１】 入力定格、一次側定格を設定します。 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ 

ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニット時、設定する 

サブユニットＮｏの入力定格または一次側定格のセルをダブルクリックすると、 

定格設定画面を表示し、相線区分、定格電圧、定格電流、一次側定格電圧、 

一次側定格電流を設定できます。 

         ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定した 

ジョイントモジュールに対して設定が出来ます。 

指定したジョイントモジュールの定格設定を変更する場合は、 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストから、 

設定を行うジョイントモジュールを指定し、定格設定画面で設定してください。 

定格設定についての詳細は『８－８. ジョイントモジュール定格設定』を 

参照してください。  
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 【２】１次側定格を入力します。 

ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの 

１次側定格が“***”表示のセルを指定します。 

          画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

         １次側定格の値を入力し、    をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

         設定範囲：0.01～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

         ＷＲＭ／ＷＲＭＰ－ＰＡＬＰ以外のＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＫＭモジュールの 

         電圧の１次側定格指定はＡユニットのみ指定します。 

         電流の１次側定格指定は、電力チャンネルごとの指定になります。 

 

         相線区分と１次側定格の“***”表示のデータは下記の関係になります。 

機器相線区分 一次側定格が“***”で表示される項目 

単相２線 電流 電圧 電流最大(※1) デマンド電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

単相３線 １相電流 １－Ｎ電圧 １相電流最大(※1) デマンド１相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相３線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｓ電圧 Ｒ相電流最大(※1) デマンドＲ相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相４線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｎ電圧 ――――――――――― ―――――――― ――――――― 

       ※１ ＷＫＭ－ＰＡ／ＷＫＭ－ＰＸ 

       ※２ ＷＫＭ－ＰＸのみ 

             をクリックするとスケール計算が行います。 

 

スケール計算されて表示します。 

         電圧データを入力すると、モジュール内の電圧データが 

         スケール計算されて表示します。 

         ユニット内の電流データと、モジュール内の電圧データを入力すると、 

         電力データ、電力量データがスケール計算されて表示します。 

 

         スケール計算は下記に示すように行われます。 

         ○電流データ 

          スケールＨＩに定格 1 次電流の値を表示します。 

 

         ○電圧データ 

          ・相線区分が単相３線の時の１－２電圧 

           スケールＨＩに定格 1 次電圧×２の値を表示します。 

          ・相線区分が三相４線の時のＲ－Ｎ電圧、Ｓ－Ｎ電圧、Ｔ－Ｎ電圧 

           スケールＨＩに定格 1 次電圧／√３の値を表示します。 

          ・その他の電圧データ 

           スケールＨＩに定格１次電圧の値を表示します。 
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         ○電力データ 

          スケールＨＩに以下の式の値を表示します。 

          単位はｋＷ／ｋＶａｒになります 

 

          ・単相２線、単相２線２分岐 

           定格１次電流×定格 1 次電圧×（１／１０００） 

          ・単相３線、単相２線２００Ｖ 

           定格１次電流×定格 1 次電圧×２×（１／１０００） 

 

          ・三相３線、三相４線 

           定格１次電流×定格 1 次電圧×√３×（１／１０００） 

 

         ○電力量データ 

          スケールＬＯＷに以下の式の値を表示します。 

          単位はｋＷｈ／ｋＶａｒｈになります。 

 

           定格１次電圧      定格１次電流 

             定格電圧        定格電流 

 

     

 

 

      

 

 

    ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＡシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット 

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット 

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デジタル

入力 

カウンタ

入力 

時間積算 

 

    ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット 

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット 

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デマンド 高調波 

電流 

高調波 

電圧 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 電力マルチメータの電流最大、電力最大、有効電力量、無効電力量はユニットＡから 

ユニットＣに存在します。各ユニットで、蓄積されるデータは全て同じです。 

 また、ユニットＡからユニットＣの有効電力量、無効電力量はそれぞれ、ユニットＤに 

 存在する有効電力量（受電）と無効電力量（受電・遅れ）と同じです。 

 

 

注意 

 電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のデマンド電流時限、デマンド電力時限の設定 

 と確認は、モジュール本体で行います。電力マルチメータ本体の操作方法については、 

電力マルチメータ ＷＫＭ－ＰＸ□□Ｎシリーズ デマンド・高調波対応取扱説明書を 

参照してください。 

 

 

× 
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【３】スケールＬＯＷ／ＨＩまたは、スケール係数の設定を入力します。 

 

       スケールＬＯＷ／ＨＩの設定 

        スケールＬＯＷ／ＨＩが“***”表示のセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

 

        スケールＬＯＷ／ＨＩの値を入力し、    をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

 

       スケール係数の設定 

        カウンタ入力データの時にスケールＬＯＷが“***”表示のセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

        スケール係数の値を入力し、    をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝３桁 

注意 

 ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの電力量の単位はｋＷｈになっています。 

 下記の場合、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

  ・単相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２）の値が１１６０ｋＷ以上の場合。 

  ・三相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２×COS30°）の値が１００６ｋＷ以上の場合。 

 

 

 注意 

 ＷＫＭの電力量の単位は下記になっています。 

  ・定格電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになっています。 

  ・定格電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上、９６４５０６ｋＷ未満の場合、 

   電力量の単位はｋＷｈになり、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

  ・定格電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上の場合、電力量の単位はＭＷｈになっています。 

 

 

 

 

注意 

 電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間の設定は、 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で行います。モジュール登録ツール 

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の操作方法については、モジュール登録ツールの取扱説明書を参照 

してください。 

 

注意 

 ＷＴＭの電力量の単位は下記になっています。 

  ・定格電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになっています。 

  ・定格電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上の場合、電力量の単位はＭＷｈになっています。 
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【４】警報発報アラーム値、件名、メッセージ、制御指示の設定をします。 

（ⅰ）アナログデータチャンネルの場合は、 

以下のいずれかのセルをダブルクリックします。 

・アラームＬＬＯＷ 

・アラームＬＯＷ 

・アラームＨＩ 

・アラームＨＨＩ 

・件名 

・メッセージ 

・制御指示 

（ⅱ）デジタルデータチャンネルの場合は、 

以下のいずれかのセルをダブルクリックします。 

・アラームＯＮ／ＯＦＦ 

・件名 

・メッセージ 

・制御指示 

アラーム値設定、制御指示画面を表示し、警報発報アラーム値、件名、 

メッセージ、制御指示を設定できます。 

※アラーム値設定、制御指示画面についての詳細は『８－１２－２. アラーム値設

定、制御指示設定』を参照してください。 

 

【５】通知方法１、通知方法２、ＴＥＬ／ＩＰ１、ＴＥＬ／ＩＰ２、メール設定１、 

メール設定２、メール設定３、リトライ回数、リトライ間隔の設定をします。 

警報発報設定を行うチャンネルの、通知方法１以降のセルをダブルクリックし 

ます。通知方法設定画面を表示し、通知方法が設定できます。 

          ※通知方法設定画面についての詳細は、『８－１２－３. 通知方法設定』を 

           参照してください。 

 

【６】警報発報するチャンネルを選択します。 

警報発報設定するチャンネルのＮｏのセルをクリックします。Ｎｏのセルに“○”を 

表示し、行が黄色になります。 

 

【７】    をクリックします。 

Ｎｏのセルの“○”が警報発報チャンネルＮｏに表示が変わります。 

※警報設定チャンネル数は６４チャンネル固定です 

 

【８】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 
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８－１２－２. アラーム値設定、制御指示設定 

 

    警報発報するチャンネルのアラーム値、アラーム通知、アラーム発生時のデジタル出力モ 

ジュールの制御設定、メール通知時の件名、警報発報通知時のメッセージを設定します。 

   

    ○アナログデータチャンネルのアラーム値、制御指示設定 

      

【１】 アラーム値設定、制御指示画面を表示します。 

        警報発報設定画面から、設定を行うチャンネルの 

         ・アラームＬＬＯＷ 

         ・アラームＬＯＷ 

         ・アラームＨＩ 

         ・アラームＨＨＩ 

         ・件名 

         ・メッセージ 

         ・制御指示 

         セルをダブルクリックすると下記の画面を表示します。 
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【２】 アラーム値の設定をします。 

    アラームＬＬＯＷ、アラームＬＯＷ、アラームＨＩ、アラームＨＨＩを入力します。 

    －１００００００００～１００００００００の範囲を、最大小数桁数２桁以内で入力し

てください。 

    アラーム値未設定時は“－”を入力してください。 

          

※アラームＬＬＯＷ、アラームＬＯＷは設定値を下回った時に、アラームを発生、 

 または、デジタル出力ユニット（ＷＪＦ－ＤＯ１６□）の出力制御を行います。 

         アラームＨＩ、アラームＨＨＩは設定値を上回った時に、アラームを発生、ま 

たはデジタル出力の制御をします。 

 

【３】 各アラーム設定値に対してアラーム通知を行うか選択します。 

アラーム通知を行う場合、通知したいアラーム設定値の横にある 

「アラーム通知を行う」の□にチェック（レを表示）をします。 

 

【４】 各アラーム値に対して制御指示を行うか選択します。 

デジタル出力ユニット（ＷＪＦ－ＤＯ１６□）の出力制御を行う場合、出力制 

御を行いたいアラーム設定値の横にある「制御を行う」□にチェック（レを表示）を

します。 

        制御指示欄から、アラーム発生時に制御を行うＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットの 

ユニットＮｏ、チャンネルＮｏ、出力状態を設定してください。 

 

※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御は出来ません。 

         制御指示を行うデジタル出力ユニットに対し 

・デマンド設定画面で、デマンド遮断設定を行っているチャンネル 

・間欠制御設定画面で省エネ制御率の設定を行っているチャンネル 

※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで、 

指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）にＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットが 

実装されていない場合、設定することは出来ません。 

        ※制御するＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットのチャンネルは重複設定を行う事が 

出来ません。 

 

【５】 件名を入力します。 

アラーム通知をメール設定で行う場合、件名を３２文字以内（全角）で入力します。 

 

【６】 メッセージを入力します。 

アラーム通知を行う場合、通知するメッセージを３２文字以内（全角）で入力し 

ます。 

 

【７】 警報ポイント名を入力します。 

警報監視を行うポイントの名称を２５文字以内（全角）で入力します。 

  



 

１５３  

【８】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、アラーム値設定、制御指示画面を終了し、設定内容

を警報発報設定画面のリストに設定内容を反映します。 

アラーム通知設定をしている時、設定した警報発報アラーム値の後ろに“*”を表示し

ます。 

制御指示をしている時、設定した警報発報アラーム値の後ろに“♯”を表示します。 

 

【９】 『画面終了』ボタンをクリックすると、設定をしないで画面を終了します。 

      ※設定を変更する場合は必ず『ＯＫ』をクリックしてください。 

 

 

    ○デジタルデータチャンネルのアラーム値、制御指示設定 

    

【１】 アラーム値、制御指示画面を表示します。 

        警報発報設定画面から、設定を行うチャンネルの 

・アラームＯＮ／ＯＦＦ 

・件名 

・メッセージ 

・制御指示 

セルをダブルクリックすると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

１５４  

【２】 アラーム値の設定をします。 

デジタル入力／デジタル出力がＯＮからＯＦＦに切り替わる時に 

アラームを発生、または制御指示を行う場合「ＯＮ→ＯＦＦ」を指定します。 

デジタル入力／デジタル出力がＯＦＦからＯＮに切り替わる時に 

アラームを発生、または制御指示を行う場合、「ＯＦＦ→ＯＮ」を指定します。 

     

【３】 デジタルチャンネルの入力／出力が切り替わる時アラーム通知を行うか選択します。 

アラーム通知を行う場合、「アラーム通知を行う」の□にチェック（レを表示） 

をします。 

 

【４】 デジタルチャンネルの入力／出力が切り替わる時、制御指示を行うか選択します。 

デジタル出力ユニット（ＷＪＦ－ＤＯ１６□）の制御を行う場合、「制御を行う」の

□にチェック（レを表示）をします。 

        制御指示欄から、アラーム発生時に制御を行うデジタル出力ユニット（ＷＪＦ 

－ＤＯ１６□）のユニットＮｏ、チャンネルＮｏ、出力状態を設定してください。 

※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御は出来ません。 

         制御指示を行うデジタル出力ユニットに対し 

・デマンド設定画面で、デマンド遮断設定を行っているチャンネル 

・間欠制御設定画面で省エネ制御率の設定を行っているチャンネル 

※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリスト 

で指定したジョイントモジュール（ＷＪＭ）に、ＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットが接続

されていない時、設定することは出来ません。 

 

【５】 件名を入力します。 

アラーム通知をメール設定で行う場合、件名を３２文字以内（全角）で入力します。 

 

【６】 メッセージを入力します。 

アラーム通知を行う場合、通知するメッセージを３２文字以内（全角）で入力し 

ます。 

 

【７】 警報ポイント名を入力します。 

警報監視を行うポイントの名称を２５文字以内（全角）で入力します。 

 

【８】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、アラーム値設定、制御指示画面を終了し、 

設定内容を警報発報設定画面のリストに表示します。 

アラーム通知設定を設定している時、警報発報アラーム設定の後ろに“*”を表示 

します。制御指示を設定している時、警報発報アラーム設定の後ろに“♯”を表 

示し、制御指示セルには、制御を行う「ユニットＮｏ－チャンネルＮｏ－出力状態」 

を表示します。 

   ※設定内容を変更する場合は必ず『ＯＫ』をクリックしてください。 

 

【９】『画面終了』ボタンをクリックすると、設定をしないで画面を終了します。 

  



 

１５５  

８－１２－３. 通知方法設定 

 

    警報発報するチャンネルの通知方法設定をします。 

    ジョイントモジュールのバージョンが３．１０から、２つ通知方法を使用して警報を 

発報する事が出来ます。通知方法設定画面はジョイントモジュールのバージョンによって、 

表示される画面が異なります。     

 

【１】 通知方法設定画面を表示します。 

           警報発報設定画面の警報発報リストから、アラーム通知方法の設定を行うチャンネルの

通知方法１以降のセルをダブルクリックすると、以下の画面を表示します。 

・バージョン３．１０以前のジョイントモジュール 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バージョン３．１０以降のジョイントモジュール、 

 Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

① 

② 

② 



 

１５６  

① 通知方法が「ＲＳ２３２Ｃ－１」、「ＲＳ２３２Ｃ－２」、「イーサネット－１」、

「イーサネット－２」を指定した時のリトライ回数、リトライ間隔を表示します。 

※通知方法が「メール」設定のみの場合、表示されません。 

 

② メール設定画面で設定したメールサーバー（ＳＭＴＰ）、宛先メールアドレスを表

示します。 

※メール設定画面でメール設定を行っていない場合、メールサーバー（ＳＭＴＰ）、

宛先メールアドレスは表示されません。 

※バージョン３.１０以前のジョイントモジュールの場合、メール設定３は 

使用することが出来ません。 

 

【２】 通知方法を設定します。 

①「ＲＳ２３２Ｃ－１」、「ＲＳ２３２Ｃ－２」、 

「イーサネット－１」、「イーサネット－２」、「メール」から選択してください。 

バージョン３．１０以降のジョイントモジュールの場合、最大２つの通知方法を 

選択できます。 

ＷＴＭの場合、「メール」のみ選択可能です。 

 

        ②優先通知を設定します。 

２つの通知方法を選択した場合、どちらかの通知方法に対して優先通知を設定 

することが出来ます。優先通知を行う場合、通知方法の左側の□にチェック 

（レを表示）をしてください。チェックを行わない場合、優先通知は行われません。 

 ※優先通知を設定すると、設定した通知が正常に行われた場合、もう片方の 

通知は行われません。２つの通知方法を設定し、優先通知を行わない場合 

  両方の通知方法で警報発報を行います。 

 

③メール優先通知を設定します。 

 メール優先通知を行う場合、メール優先通知の左側の□にチェック（レを表示）  

 をしてください。 

 

        ※ メール優先通知を行うと、メール設定１～３の順番でメールを通知し、一番 

最初に通知が正常に成功したメール設定以降はメール通知を行いません。 

        ※ 何も選択しなかった場合、アラーム通知は行いません。 

        ※ ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定した 

          ジョイントモジュールまたはＷＴＭが、メール設定画面でメール設定を行って 

          いない場合、メール設定を指定することはできません。 

        ※ ＲＳ２３２Ｃ又はイーサネットを選択した時、リアルタイムモニタ 

（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）で警報発報設定しているジョイントモジュールの警報 

発報通知監視を行う事が出来ます。 

※警報発報通知監視についてはリアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）の取扱説 

明書を参照してください。 

  



 

１５７  

【３】 リトライ回数を設定します。 

    通知方法が「ＲＳ２３２Ｃ－１」、「ＲＳ２３２Ｃ－２」、「イーサネット－１」「イ

ーサネット－２」指定の時、通知方法設定画面①で指定されているリトライ回数を０～

１０回の範囲で入力してください。 

          

 

【４】 リトライ間隔を設定します。 

    通知方法が「ＲＳ２３２Ｃ－１」、「ＲＳ２３２Ｃ－２」、「イーサネット－１」「イ

ーサネット－２」指定の時、通知方法設定画面①で指定されているリトライ間隔を１～

９９秒の範囲で入力してください。 

 

 

【５】 設定した通知方法設定を全ての警報発報チャンネルに設定を反映する時、 

『全ての警報発報に設定を反映する』を指定します。  

        『全ての警報発報に設定を反映する』の□に、チェック（レを表示）をします。 

 

        ※設定内容を変更する場合必ず『ＯＫ』をクリックしてください。 

※『全ての警報発報に設定を反映する』を指定すると、警報発報設定画面に表示されて

いる全チャンネルの通知方法以降のセルに【２】～【４】までの内容を反映します。 

 

【６】 『ＯＫ』ボタンをクリックすると、通知方法設定画面を終了し、 

【２】～【５】までの設定内容が警報発報リストに反映されます。 

 

      ※「ＲＳ２３２Ｃ－１」を選択しないで「ＲＳ２３２Ｃ－２」を選択した場合、警報発報設

定画面の通知方法欄には「ＲＳ２３２Ｃ－１」で表示されます。 

又「イーサネット－１」を選択しないで「イーサネット－２」を選択した場合、警報 

       発報設定画面の通知方法欄には「イーサネット－１」で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）を遠隔監視として使用している 

 ジョイントモジュール（ＷＶＭ）の通知設定は、「メール」のみ対応しております。 

 「ＲＳ２３２Ｃ」「イーサネット」は選択しないで下さい。 

 

 

 

注意 

 ＷＴＭで警報ポイント名を変更した場合、変更する前までの未収集のイベントが、変更後の 

 新しい警報ポイント名称で収集されます。 

 

 

注意 

 ＷＴＭの通知設定は、「メール」のみ対応しております。 

 「ＲＳ２３２Ｃ」「イーサネット」は選択する事ができませんのでご注意ください。 

 

 



 

１５８  

８－１２－４. 警報発報チャンネル設定変更 

 

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の警報発報チャンネル設定を変更します。  

 

    ○入力定格、一次側定格を変更する場合 

（ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ 

 ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８ユニット） 

 

【１】 定格設定画面を表示します。 

変更を行う機能ユニット（ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８）の入力定格、

一次側定格のセルをダブルクリックします。 

 

【２】 定格設定画面で、入力定格、一次側定格の変更をします。 

※定格設定についての詳細は、『８－８. ジョイントモジュール定格設定』を 

参照してください。 

 

【３】    をクリックすると設定を更新します。 

 

   ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで 

    指定したジョイントモジュールに対して、定格設定画面を表示し、設定を変更出来 

    ます。指定したジョイントモジュール以外の定格設定を変更する場合は、ＷＪＭ／  

    ＷＶＭ／ＷＴＭ設定のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストから、設定を行う 

    ジョイントモジュールを指定し、接続後に定格設定画面で設定してください。 

定格設定についての詳細は、『８－８. ジョイントモジュール定格設定』を 

参照してください。 

 

○１次側定格を変更する場合（ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＫＭモジュール） 

 

     【１】１次側定格の値を変更します。 

        １次側定格が水色表示のセルを指定し、値を変更しスケール計算を行います。 

 

        ＷＲＭ／（ＷＲＭＰ－ＰＡＬＰ以外のＷＲＭＰ）／ＷＲＭＣ／ＷＫＭモジュールの 

        電圧の１次側定格指定はＡユニットのみ指定します。 

        電流の１次側定格指定は電力チャンネル毎の指定になります。 

 

     【２】    をクリックすると設定を更新します。 

 

    ○スケールＬＯＷ／ＨＩまたは、スケール係数を変更する場合 

 

     【１】スケールＬＯＷ／ＨＩまたは、スケール係数を変更します。 

 

     【２】    をクリックすると設定を更新します。 

  



 

１５９  

    ○アラーム通知方法を変更する場合 

 

     【１】『アラーム値設定、制御指示』を表示します。 

        設定を行うチャンネルが、 

①デジタルデータチャンネル以外の場合はいずれかのセルをダブルクリック 

してください。 

・アラームＬＬＯＷ 

・アラームＬＯＷ 

・アラームＨＩ 

・アラームＨＨＩ 

    ・件名 

    ・メッセージ 

    ・制御指示 

②デジタルデータチャンネルの場合はいずれかのセルをダブルクリック 

してください。 

・アラームＯＮ／ＯＦＦ 

・件名 

    ・メッセージ 

・制御指示 

 

     【２】アラーム値設定、制御指示設定、件名設定、メッセージ設定をします。 

        アラーム値設定、制御指示画面で、アラーム値の設定、件名、 

メッセージの入力、制御指示設定をします。 

※アラーム値設定、制御指示についての詳細は、『８－１２－２. アラーム値設定、制

御指示設定』を参照してください。 

 

     【３】    をクリックすると、設定を更新します。 

 

    ○通知方法設定を変更する場合 

 

     【１】通知方法設定画面を表示します。 

   設定を行うチャンネルの、警報発報設定画面のリスト、通知方法セル以降の 

          いずれかのセルをダブルクリックします。 

 

     【２】通知方法設定画面で、通知方法の設定をします。 

        通知方法を選択し、リトライ回数、リトライ間隔を入力します。 

  ※通知方法設定についての詳細は、『８－１２－３. 通知方法設定』を参照して 

   ください。 

 

  



 

１６０  

     【３】    をクリックすると、設定を更新します。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 警報発報設定の設定内容変更後設定ボタンをクリックしないと、モジュール内の警報発 

 報設定内容は更新されません。設定内容を変更する場合は必ず設定ボタンをクリックし 

 て下さい。 

 

 

 注意 

 電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間を 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で変更した場合、警報発報設定は継続される為、 

再設定する必要はありません。 

注意 

警報発報設定画面から定格設定画面を表示し、定格設定を行うとそれまで設定していた 

スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数、はデフォルト値に戻り、アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ 

／ＨＩ／ＨＨＩは未設定状態に戻ります。 

警報発報設定を行う前に再度、スケールＬＯＷ／ＨＩ、スケール係数、アラームＬＬＯＷ／ 

ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩの設定を行って下さい。 



 

１６１  

８－１２－５. 警報発報チャンネル設定削除 

 

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の警報発報設定を削除します。 

 

 ○警報発報チャンネル毎に削除する場合 

 

    【１】警報発報設定を削除するデータのＮｏ（列）のセルをクリックすると削除確認画面を 

       表示します。 

 

    【２】削除確認画面の『ＯＫ』をクリックすると警報発報Ｎｏが消え、行が白色になります。 

 

【３】    をクリックすると警報発報チャンネルを削除します。 

    ※設定ボタンをクリックしないと警報発報設定は削除されません。 

   

 

 ○警報発報設定を一括削除する場合 

   

    【１】    をクリックすると、一括削除確認画面を表示します。 

 

    【２】確認画面の『ＯＫ』をクリックすると全ての警報発報Ｎｏが消え、行が白色になりま 

す。 

 

  



 

１６２  

８－１３. イベントログ設定 

  

８－１３－１. イベントログ新規設定 

    

    ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定した、 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭのイベントログ設定をします。 

 

 

    【１】 ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      ボタンをクリック 

        すると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】 イベント収集を行う、ログ種別を選択します。（デフォルト：全てチェック） 

        設定するログ種別の□にチェック（レを表示）をします。      

        ※起動／停止、時計校正、コンパクトフラッシュ状態、ハード障害の設定解除は 

できません。 

※ＷＴＭは収集を行うログ種別の変更はできませんのでご注意ください。 

 

【３】 イベントログデータを収集する方法を選択します。 

①「差分データ」を選択時 

        前回収集したイベントログデータ以降のイベントログデータを収集します。 

※「差分データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と時

間を表示します。  
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②「全データ」を選択時 

        ジョイントモジュールに蓄積されている全てのイベントログデータを収集します。 

  ※「全データ」指定時、「日付指定」入力欄にはパソコンに設定されている日付と時間

を表示します。 

 

  ※「全データ」の収集を行うと、イベントログ参照でのイベントログデータの 

日付・時刻が順序通りに表示されない場合があります。 

 

③「日付指定」を選択時    

        ・「年」を指定 

         設定された西暦のイベントログデータを収集します。 

         ※「年」の指定は西暦で行って下さい。 

（入力例 ２００５年を指定時 ２００５年  月  日   時） 

        ・「年」、「月」を指定 

         設定された西暦、月のイベントログデータを収集します。 

（入力例 ２００５年３月を指定時 ２００５年３月  日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」を指定時    

         設定された西暦、月、日のイベントログデータを収集します。       

          （入力例 ２００５年３月５日を指定時 ２００５年３月５日   時） 

        ・「年」、「月」、「日」、「時」を指定時 

         設定された西暦、月、日、時のイベントログデータを収集します。 

（入力例 ２００５年３月５日７時を指定時 ２００５年３月５日 ７時） 

        ※収集方法を「日付指定」に設定を行った場合、【４】の自動収集の設定で毎日 

指定した時刻に収集する事は出来ません。 

 

  ※「日付指定」の収集を行うと、イベントログ参照でのイベントログデータの 

日付・時刻が順序通りに表示されない場合があります。 

 

【４】 イベントログの自動収集の設定をします 

イベントログデータを指定の時刻に自動収集する時、設定します。 

  ①イベントログデータを指定した時刻に一度だけ収集する時 

         自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力します。 

        ②イベントログデータを毎日指定した時刻に収集する時 

         自動収集時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力し、 

         毎日の□にチェック（レを表示）します。 
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【５】 収集リトライの設定をします。 

イベントログの自動収集に失敗した時、再度指定した時刻に自動収集を行いたい 

場合、設定します。【４】で設定した自動収集時間に自動収集が失敗し、再度イベント

ログデータを指定した時刻に収集する場合、収集リトライ時間の□にチェック 

（レを表示）後収集する時間を入力します。 

収集リトライの設定時間は、 

自動収集時間 ＋ ２３Ｈ ＞ 収集リトライ時間 ＞ 自動収集時間   

の範囲で設定してください。 

収集リトライについての詳細は『８－１８－２－２． 収集リトライ』を参照して 

ください。 

 

【６】 イベントログデータを指定の時刻にメールで通知する時、設定します。 

        メール通知時間の□にチェック（レを表示）後、収集する時刻を入力します。 

 

      ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョ

イントモジュールに、メール設定がない場合、設定できません。  

         メール設定方法については『８－９. メール設定』を参照してください。 

        ※メール通知される内容については『付録２. イベントメール通知』を参照して 

         ください。 

     

【７】 イベントログデータを指定の時刻にメールで通知する時、メールを送信する設定を 

    選択します。 

        メール設定１、またはメール設定２の□にチェック（レを表示）をしてください。 

 

【８】 『ＯＫボタン』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

  ＷＴＭの場合はログ種別の変更、イベントログのメール通知はできませんので 

  ご注意ください。 

 

 

 

 

注意 

  遠隔収集対応モジュールの場合は、イベントログの自動収集を行う事はできません 

  のでご注意ください。 
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８－１３－２. イベントログ設定変更 

  

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷＴＭのイベントログ設定を変更します。 

 

【１】 収集方法を変更します。 

 

    【２】 イベントログ設定を変更後、『ＯＫ』をクリックします。 

イベントログ設定が変更します。 

 

    

 

 

８－１３－３. ログファイルクリア 

 

 収集したイベントログの蓄積ファイル内のイベントログデータをクリアします。 

 イベントログ設定画面の       をクリックすると、収集した 

ログファイル内のイベントデータを全て削除します。 

 

  

 ※ログファイルクリアを行っても蓄積ファイル自体は削除されません。 

  

 

注意 

  収集方法を変更する場合、変更後『ＯＫ』ボタンをクリックしてください。 

  『ＯＫ』ボタンをクリックしない場合、収集方法は変更されません。 
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８－１４. イベントログ参照 

  

  収集したイベントログデータを下記の画面に記すように参照します。 

  収集したデータは古いデータから日付、時間、イベント内容を表示します。 

 

  イベントログ設定画面の        をクリックすると下記の画面を表示 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  『画面終了』ボタンをクリックすると、画面を終了し、『イベントログ設定』画面を表示します。 

   

   

 

    

 

 

 

  

注意 

  収集したイベントログデータが表示しきれない場合、現在表示しているイベントログデータ 

  までのイベントログデータを削除することができます。削除を行った時、削除したデータは 

  イベントログ参照画面の画面終了ボタンをクリックした後は表示することは出来ません。 

 

 

 

 



 

１６７  

８－１５. ジョイントモジュール間欠制御設定 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の間欠制御設定を行います。 

ジョイントモジュールの間欠制御設定はオプション機能となります。 

「間欠制御機能オプション」のあるメインユニット（ＷＪＭ）のみ間欠制御設定を行う事が 

出来ます。 

 

間欠制御とは 

 現在使用されている電力が、目標とする電力以上に消費しないように３つの方法で制御を行 

います。 

 

常時制御・・・・・・・・・・事前に自動遮断する割合（％）を設定し、時限中に設定された時

間の間自動遮断復帰を行います。 

 

デマンド予測制御・・・・・・時限終了時のデマンドを予測し、目標電力を超過するおそれが 

あるときに設定した割合（％）から算出された時間分、 

自動遮断をします。 

            設定した遮断時間を経過した時、または時限終了時のデマンドを

予測した値が、遮断後の目標電力より余裕があるとき自動復帰を

して負荷調整を行います。 

 

常時＋デマンド予測制御・・・事前に自動遮断する割合（％）を設定し、時限中に設定さ 

れた時間の間自動遮断復帰を行います。 

この時、自動遮断復帰を行いながら時限終了時のデマンドを予測

し、目標電力を超過するおそれがあるときに設定した割合（％）

から算出された時間分、自動遮断をします。 

常時制御とデマンド予測制御の２段階で間欠制御を行う事 

が出来ます。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

  調整電力、予測電力について 

  「８－１５ ジョイントモジュール間欠制御設定」内で記述される調整電力とは、 

  ｛（予測電力－目標電力）×デマンド時限｝÷残り時間で算出される値です。 

  この時、算出された値が“＋”の時は調整電力超過となります。 

  以降「調整電力（超過）」と記載します。 

  また算出された値が“－”の時調整電力余裕になり、以降「調整電力（余裕）」と記載します。 

  また、予測電力とは、現在電力＋｛（電力変化量×残り時間）÷サンプリング時間｝ 

  で算出される値です。 
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８－１５－１. 間欠制御設定新規（変更）設定 

 

   ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の間欠制御設定を行います。 

   ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      ボタンをクリック 

すると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）にＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットが機能ユニットとして 

実装されていない場合、間欠制御設定を行う事は出来ません。 

   ※ジョイントモジュールと未接続時、間欠制御設定を行う事は出来ません。 

  

① 

② ③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑩ 

⑧ ⑨ 
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① ３つの方法で間欠制御を行う事が出来ます。 

常時・・・・・・・・・・設定した時限の間、各チャンネル⑥で設定した常時省エネ 

制御率で算出された時間、遮断制御を行います。 

 

デマンド予測・・・・・・⑨に設定されている電力データを監視して、時限終了時のデータ

を予測します。予測した電力データ、調整電力（超過）が⑥で設

定した制御開始電力より上回っている場合、デマンド省エネ制御

率で算出された時間、遮断制御を行います。 

また、調整電力（余裕）が制御終了電力を上回った場合、 

遮断制御中のチャンネルを復帰します。 

 

常時＋デマンド予測・・・設定した時限の間、各チャンネル⑥で設定した常時省エネ 

制御率で算出された時間、遮断制御を行います。 

同時に⑨に設定されている電力データの監視を行い、 

時限終了時のデータを予測します。予測した電力データ、 

調整電力（超過）が⑥で設定した制御開始電力より上回っている 

場合、デマンド予測制御に切り替わり、デマンド省エネ制御率で 

算出された時間、遮断制御を行います。 

また、調整電力（余裕）が制御終了電力を上回った場合、 

常時制御に切り替わり、常時制御率で算出された時間を上回る時

に自動復帰を行い、下回る時は継続して遮断制御を行います。 

 

② ジョイントモジュールに実装された間欠制御を行うＷＪＦ－ＤＯ１６□ユニットの 

ユニットＮｏを表示します。 

 

③ 間欠制御で遮断又は復帰制御を行った時に、遮断又は復帰状態を維持する最低時間です。 

 

④ 「時間帯１」で１日の時間を指定し、間欠制御を行うことが出来ます。 

また、「時間帯１～３」で１日を３つに分けて間欠制御を行う事も出来ます。 

 

⑤ ④の時間帯で間欠制御を行う時間を設定します。「設定を有効にする」のチェックが 

  ない場合、指定している時間帯では間欠制御を行いません。 

  ※１つの時間帯で「０時」～「０時」の様に同じ時間を設定した場合、２４時間設定 

になります。 

 

⑥ 常時間欠制御で制御する各チャンネルの常時省エネ制御率です。 

 

⑦ デマンド予測間欠制御で制御する各チャンネルのデマンド省エネ制御率です。 

 

⑧ ジョイントモジュールに実装されている機能ユニット（ＷＪＦ）の中から 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＡ４の『有効電力量』、 

ＷＪＦ－ＤＩ１６□ユニットの『カウンタ入力』のチャンネル名、 

「ユニットＮｏ（Ａ～Ｈ）－サブユニットＮｏ（１～４）」を表示します 
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⑨ デマンド監視を行うチャンネルを表示します。 

Ｎｏ・・・・・・デマンド監視リストＮｏ 

チャンネル・・・デマンド監視設定を行っているチャンネル名称 

ユニットＮｏ・・デマンド監視設定されているチャンネルの 

        「ユニットＮｏ（Ａ～Ｈ）－サブユニットＮｏ（１～４）」を 

        表示します。 

係数・・・・・・デマンド監視設定を行う時に設定したスケール係数を表示します。 

計・・・・・・・デマンド監視設定を行う時に設定した符号を表示します。 

 

⑩ 間欠制御で遮断、復帰制御を行うチャンネルの順番を指定できます。 

 

    

 

 

 

 

 

【１】 間欠制御方法を設定します。（デフォルト 常時） 

間欠制御を行う方法を『常時』、『デマンド予測制御』、『常時＋デマンド予測制御』

の中から選択してください。間欠制御設定画面表示時には『常時』に設定されます。 

    

【２】 サンプリング時間を設定します。（デフォルト ブランク） 

『常時』設定時・・・０秒、スペース、またはブランクで設定してください。 

        『デマンド予測制御』、『常時＋デマンド予測制御』設定時 

               ・・・０秒、または１０～３００秒の範囲内で、時限で割り切れる値を

設定してください。 

        ※サンプリング時間を０秒に設定した場合、間欠制御設定後次の時限から間欠制 

御は行われません。 

 

【３】 時限を設定します。（デフォルト ３０分） 

『１５分』、『３０分』、『６０分』の中から選択してください。 

※１５分を選択した場合、電力を４倍に計算します。 

 また、３０分を選択した場合、電力を２倍に計算します。 

 

【４】 間欠制御ユニットを指定します。 

間欠制御を行うデジタル出力ユニット（ＷＪＦ－ＤＯ１６□）を指定します。    

 

 

【５】 間欠制御最低時間を設定します。（デフォルト ６０秒） 

６０～３００秒の範囲内で設定してください。 

  

注意 

  間欠制御の設定方法について 

  常時間欠制御のみを行う場合は【８】～【１８】、デマンド予測制御のみを行う場合 

  は【７】の設定は必要ありません。常時＋デマンド予測制御を設定する場合は【１】 

  から順に設定してください。 
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【６】 時間帯を設定します。 

間欠制御を行う時間帯を『時間帯１～３』から指定後、各時間帯での間欠制御時間を指

定し、『設定を有効にする』にチェックを入れてください。 

デフォルト：『時間帯１』→０時～０時  『設定を有効にする』チェックあり 

      『時間帯２』→０時～１２時 『設定を有効にする』チェックなし 

      『時間帯３』→１２時～０時 『設定を有効にする』チェックなし 

※『時間帯１～３』の時間は、重なった時間を設定することは出来ません。 

 

 

 

 

【７】 常時省エネ制御率を設定します。（デフォルト ０％）  

【１】の間欠制御方法で『常時』、または『常時＋デマンド予測制御』を指定した時に

設定します。各チャンネルで遮断制御を行う省エネ制御率をＮ～５０％の範囲 

内で設定してください。（Ｎ（％）＝（最低時間／時限（秒））×１００） 

        ※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御は出来ません。 

         間欠制御ユニットＮｏのデジタル出力ユニットに対し 

・デマンド設定画面で、デマンド遮断設定を行っているチャンネル 

・警報発報設定画面で制御指示の設定を行っているチャンネル 

※間欠制御方法で『デマンド予測制御』を指定した場合、『常時省エネ制御率』は表示

されません。 

 

【８】 目標電力を設定します。（デフォルト ４５０ｋＷ） 

目標とする使用電力を設定します。１～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

        ※警報電力より小さい値を設定してください。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『目標電力』は表示されません。 

 

【９】 警報電力を設定します。（デフォルト ５００ｋＷ） 

現在使用している電力の値が設定した警報電力の値を超えた時、 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの間欠制御欄に「警

報電力超過！」と表示します。 

１～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

※目標電力より大きい値を設定してください。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『警報電力』は表示されません。 

 

  

注意 

  【７】～【１２】の省エネ制御率の設定、電力の設定は 

  『時間帯１～３』の時間帯毎に設定します。 
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【１０】 制御開始電力を設定します。（デフォルト ３０ｋＷ） 

０～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

○デマンド演算方法が『調整電力値』を指定している場合、 

 設定した制御開始電力の値より調整電力（超過）が上回った場合、 

デマンド予測間欠制御を行います。 

○デマンド演算方法が『現在電力値』を指定している場合、 

 設定した制御開始電力の値より現在電力の値が上回った場合、 

デマンド予測間欠制御を行います。 

※デマンド演算方法が『現在電力値』を指定している場合、制御終了電力より大きい値

を設定してください。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『制御開始電力』は表示されません。 

 

【１１】 制御終了電力を設定します。（デフォルト ５０ｋＷ） 

０～３２０００ｋＷの範囲で設定してください。 

○デマンド演算方法が『調整電力値』を指定している場合、 

 設定した制御終了電力が調整電力（余裕）を上回った時、デマンド間欠制御を 

終了します。 

○デマンド演算方法が『現在電力値』を指定している場合、 

 設定した制御電力が現在電力値を下回った時、デマンド予測間欠制御を終了 

します。 

※デマンド演算方法が『現在電力値』を指定している場合、制御開始電力より小さい値

を設定してください。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『制御終了電力』は表示されません。 

 

【１２】 デマンド省エネ制御率を設定します。（デフォルト ０％）  

【１】の間欠制御方法で『デマンド予測制御』、または『常時＋デマンド予測制御』を

指定した時に設定します。各チャンネルで遮断制御を行う省エネ制御率をＮ～ 

５０％の範囲内で設定してください。 

（Ｎ（％）＝（最低時間／時限（秒））×１００） 

        ※以下の設定を行っているデジタル出力チャンネルの制御は出来ません。 

         間欠制御ユニットＮｏのデジタル出力ユニットに対し 

・デマンド設定画面で、デマンド遮断設定を行っているチャンネル 

・警報発報設定画面で制御指示の設定を行っているチャンネル 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンド省エネ制御率』は表示されませ

ん。 

 

【１３】 デマンド監視チャンネルを設定します。 

電力リストからデマンド監視をするチャンネルを指定し、計算方法とスケール係数 

を指定後、   をクリックしてください。 

※デマンド監視のチャンネル設定が１チャンネルのみの指定を行う場合、 

 計算方法は”＋”を指定してください。 

※最大８チャンネルまで設定できます。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

  



 

１７３  

【１４】 デマンド演算方法を指定します。（デフォルト 調整電力値） 

○調整電力値を指定した場合 

 設定した『制御開始電力』値より、調整電力（超過）が上回った時、デマンド予測制

御を開始します。 

 設定した『制御終了電力』値より、調整電力（余裕）が上回った時、デマンド予測制

御を終了します。 

○現在電力値を指定した場合 

 設定した『制御開始電力』値より、現在電力が上回った時、デマンド予測制御を開始

します。 

 設定した『制御終了電力』値より、現在電力が上回った時、デマンド予測制御を終了

します。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

【１５】 デマンドディレイを設定します。（デフォルト ３分） 

０～時限の範囲で設定してください。 

時限開始から、デマンドディレイで設定された時間の間は注意警報、デマンド予測制御

警報は行いません。 

※デマンドディレイ中に警報電力超過した場合、ディレイは解除されます。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

【１６】 間欠制御終了間隔を設定します。（デフォルト ５秒） 

間欠制御終了間隔は、デマンド予測間欠制御終了時に遮断しているチャンネルの、復帰

する間隔です。 

０～３００秒の範囲で設定してください。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

【１７】 間欠制御開始順序を設定します。 

『常に１チャンネルから』を指定した場合、 

常に１チャンネルから制御を開始します。 

        『前回終了チャンネルの次から』を指定した場合、前回最後に制御したチャンネルから

制御を開始します。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

【１８】 間欠制御終了順序を設定します。 

『制御したチャンネルから』を指定した場合、 

デマンド予測間欠制御を始めたチャンネルから終了します。 

        『最後に制御したチャンネルから』を指定した場合、最後にデマンド予測間欠 

制御をしたチャンネルから終了します。 

※間欠制御方法で『常時』を指定した場合、『デマンドパラメータ』は表示されません。 

 

【１９】 『ＯＫ』をクリックします。 

間欠制御の設定内容を変更する場合、【１】～【１８】を変更後、必ず 

『ＯＫ』ボタンをクリックしてください。 

 

  



 

１７４  

８－１５－２. 間欠制御設定削除 

    

       設定中の間欠制御設定を削除します。 

 

    【１】『削除』ボタンをクリックしてください。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  

注意 

  間欠制御設定削除とサンプリング時間０秒の設定の違い 

   ・間欠制御設定削除ボタンクリック 

    →その場で間欠制御を行わなくなります。 

     また、間欠制御設定データは削除されます。 

   ・サンプリング時間を０秒に設定  

    →次の時限から間欠制御を行いません。 

      また、間欠制御設定データは削除されません。間欠制御設定画面には 

      サンプリング時間を０秒に設定した時の設定内容を表示します。 



 

１７５  

８－１６. ジョイントモジュールおんどとりＳＮＶＴ設定 

 

    ジョイントモジュール（ＷＪＭ）のおんどとりＳＮＶＴ設定を行います。 

    ジョイントモジュールのおんどとりＳＮＶＴ設定はオプション機能となります。 

    「おんどとりＳＮＶＴ対応機能オプション」のあるメインユニット（ＷＪＭ）のみ 

    おんどとりＳＮＶＴ設定を行う事が出来ます。 

 

    おんどとりＳＮＶＴ設定とは  

     おんどとりＳＮＶＴ設定をおこなったジョイントモジュール（ＷＪＭ）に実装されているＲＳ

２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ-ＳＴＯ）に接続されているワイヤレスデータロガーの子機の現

在値情報を、ＲＳ２３２ＣモジュールのＳＮＶＴs として反映させます。 

 

 

 

 

 

８－１６－１. おんどとりＳＮＶＴ追加（新規）設定 

     ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から     をクリックすると、 

下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

注意 

ジョイントモジュール（ＷＶＭ）は、おんどとり（ワイヤレスデータロガー）に対応して 

いません。 



 

１７６  

① ジョイントモジュールがＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ-ＳＴＯ）を使用して、おんどとり

（ワイヤレスデータロガー）のおんどとりＳＮＶＴ設定をしてある場合、おんどとりＳＮＶ

Ｔ設定 No を表示します。設定を追加すると“○”を表示します。 

② Wireless For Windows で登録した「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のグループ

Ｎｏ、おんどとり種別名、子機名を表示します。 

 

③ 「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のチャンネル名を表示します。 

 

   ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面から      をクリックした時、 

おんどとり情報Ｄ／Ｂが見つからない時に以下の画面を表示します。 

 

    Wireless for Windows がインストールしてあるディレクトリを指定してください。 

    通常は“C:\Program Files\Wlwin＋Wireless for Windows のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No\”に 

インストールされます。 

       例）Wireless for Windows ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No が 4.11 の場合 

“C:\Program Files\Wlwin411\”になります。 

    指定したディレクトリからおんどとり情報Ｄ／Ｂを検索しておんどとり設定情報を 

    表示します。 

 

 

    ○Wireless for Windows でグループ名のつけ方 

     ＸＸＸＸＸＸＸＸ－ＹＹ 

                 グループＮｏ（０１～３２）（半角） 

                 ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が実装されてい 

るジョイントモジュールのモジュール名称（最大半角で 8 文字） 

 

 

 

    ○Wireless for Windows で子機名称・チャンネル名称をつける場合、本プログラムに 

対応するために、文字数を制限してください。 

子機名称     : 半角 8 文字 (全角 4 文字)まで 

チャンネル名称：半角 32 文字（全角 16 文字）まで 

  



 

１７７  

    【１】設定するデータを選択します。 

       おんどとりＳＮＶＴ設定するデータのＮｏのセル（列）をクリックします。 

Ｎｏのセル（列）に“○”を表示し、行が黄色になります。 

 

       ※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）データのおんどとりＳＮＶＴ設定は「おん

どとり（ワイヤレスデータロガー）」単位の設定になります。（データ単位での設定は

できません。） 

        

    【２】    をクリックします。 

       Ｎｏのセル（列）の“○”がおんどとりＳＮＶＴ設定Ｎｏに表示が変わります。 

     

    【３】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 

 

     

      

 

 

８－１６－２. おんどとりＳＮＶＴ設定削除 

      

ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）のおんどとりＳＮＶＴ設定を削除します。 

 

【１】おんどとりＳＮＶＴ設定を削除するデータのＮｏ（列）のセルをクリックすると確認画面

を表示します。 

 

    【２】確認画面の『ＯＫ』をクリックするとおんどとりＳＮＶＴ設定Ｎｏが消え、行が 

白色になります。 

 

【３】    をクリックするとおんどとりＳＮＶＴ設定を削除します。 

 

  

注意 

  おんどとりデータの収集動作を行っている間、ワイヤレスデータロガーの子機の現在 

  値情報は、ＲＳ２３２ＣモジュールのＳＮＶＴs に反映されません。 

 



 

１７８  

８－１７. 蓄積データクリア 

 

     蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、またはジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、また

は、Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）、またはおんどとりモジュール（ＷＲＴ

－ＳＴＯ）に蓄積したデータをすべてクリアします。 

 

     ジョイントモジュールの蓄積データクリア機能はオプション機能となります。 

     「蓄積機能オプション」があるメインユニット（ＷＪＭ）のみ、蓄積データクリアを 

行う事が出来ます。 

 

     ○蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のデータを削除する場合。 

     蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより蓄積データクリアするモジュールを選択

し、     をクリックすると指定したモジュール内の蓄積したデータはすべてクリアし

ます。 

 

○おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）のデータを削除する場合。 

      蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより、蓄積データクリアする 

おんどとりモジュールと同じネットワークＮｏのモジュールを選択し、一括蓄積設定 

画面で      をクリックするとおんどとりモジュール内の蓄積したデータはすべて 

クリアします。 

 

     ○ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）、またはＷＴＭのデータを削除する場合。 

    蓄積基本設定画面の      をクリックすると指定したモジュール内の蓄積したデータ

はすべてクリアします。 

また、一括蓄積設定画面で     をクリックすると、ジョイントモジュール内に蓄積した

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のデータはすべてクリアします。 

 

※ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、またはＷｅｂ対応エネルギー監視 

 モジュール（ＷＴＭ）のイベントログデータは削除されません。 

 

    

    

 

  

注意 

  蓄積データを収集時に作成したファイルの蓄積データはクリアしません。 

 



 

１７９  

８－１８. 蓄積データ収集 

 

     蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）、またはジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、  

     またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）、またはおんどとりモジュール 

     （ＷＲＴ－ＳＴＯ）、またはＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）に蓄積した 

     データをチャンネル毎に収集しファイルに保存します。 

  ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）に蓄積したイベントログデータを収集し、 

ファイルに保存します。 

 

８－１８－１. 蓄積データ収集 

 

    蓄積データを収集する場合、手動収集と自動収集ができます。 

    ※遠隔収集対応モジュールはデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で収集を行うため、 

    自動収集は出来ません。 

 

ジョイントモジュールの蓄積データ収集はオプション機能となります。 

「蓄積機能オプション」のあるメインユニットのみ、蓄積データ収集を行う事が出来ます。 

    ※イベントログ収集はオプション機能ではありません。 

 

     

 

 

       

 

  

注意 

  １台のジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、またはに１台のＷｅｂ 

  対応エネルギー化しモジュール（ＷＴＭ）に対してイーサネット上で 

  複数のコンピュータから同時に蓄積データを収集しないで下さい。 

 



 

１８０  

８－１８－１－１．手動収集 

① 蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積収集 

 

      蓄積設定（基本）画面の蓄積モジュールリストより蓄積データを収集するモジュール 

      を選択し、      をクリックすると蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）より蓄積 

      データを収集します。 

       蓄積データ収集中は、下記画面を表示します。 

          現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

                          

                          

                         データ収集をキャンセルします。 

 

 ※蓄積詳細設定が１チャンネルもされていない場合収集は行われません。 

        おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の蓄積チャンネル設定している場合は、 

おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」

のデータを収集します。 

※おんどとり手動収集時、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」自身に蓄積 

されていたデータを、おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）に蓄積させるため、 

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴ

Ｏ）」間の収集を行う事で、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積データ

がおんどとりモジュールに蓄積します。 

 

       「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」からおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ 

ＳＴＯ）へのデータ収集中は下記画面を表示します。 

       

現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ収集中、収集状態を 

プログレスバーで表示します。 

データ収集をキャンセルします。 

データ収集中、収集状態を 

プログレスバーで表示します。 



 

１８１  

       「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のデータ収集終了後、下記画面を表示し、 

おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）に蓄積されたデータを収集します。 

 

 

          現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

                          

                          

 

 

      ②ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視 

       モジュール（ＷＴＭ）の蓄積収集 

      ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストより 

蓄積データを収集するジョイントモジュールまたはＷｅｂ対応エネルギー監視 

 モジュールを選択、接続後に      をクリックして蓄積基本設定画面 

を表示します。 

 をクリックすると、ジョイントモジュールまたはＷｅｂ対応エネルギー 

       監視モジュールより蓄積データを収集します。 

 

       蓄積データ収集中は、下記画面を表示します。 

          現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

                          

                          

                          

 

       ※蓄積チャンネル設定が１チャンネルも設定されていない場合、収集は行われません。 

 

ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を使用して「おんどとり（ワイヤレス 

データロガー）」の蓄積チャンネル設定している場合は、ＲＳ２３２Ｃモジュール 

（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のデータを収集 

します。 

 

※おんどとり手動収集時、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」自身に蓄積されて

いたデータを、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）に蓄積させるために、「お

んどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）」

間の収集を行う事で、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積データがＲＳ

２３２Ｃモジュールに蓄積します。 

  

データ収集をキャンセルします。 

データ収集中、収集状態を 

プログレスバーで表示します。 

データ収集中、収集件数を表示します。 

データ収集をキャンセルします。 



 

１８２  

       「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」からおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ 

ＳＴＯ）、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）へのデータ収集中は下記画 

面を表示します。 

       

現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

      「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」のデータ収集終了後、下記画面を表示し、 

ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）に蓄積されたデータを収集します。 

 

 

          現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

                          

                          

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

        

 

 

  

データ収集中、収集状態を 

プログレスバーで表示します。 

データ収集をキャンセルします。 

データ収集をキャンセルします。 

データ収集中、収集状態を 

プログレスバーで表示します。 

注意 

 収集方法を変更する場合、蓄積基本画面で収集方法を変更後『ＯＫ』 

 ボタンをクリックしてください。 

 『ＯＫ』ボタンをクリックしない場合、収集方法は変更されません 

注意 

 蓄積データ収集中断メッセージについて 

  蓄積データ収集中に蓄積データ収集中断のメッセージが表示された場合、 

  蓄積基本設定画面の蓄積データ収集ボタンをクリックして、再度イベントログの 

  収集を行って下さい。 



 

１８３  

８－１８－１－２．自動収集 

 

①蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積収集 

     蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）が、蓄積設定（基本）画面にて自動収集を設定している（基

本設定の『自動収集時間』にチェック後、時間を入力する）場合、自動収集時間になると蓄積デ

ータを収集します。 

 

     蓄積データ収集中は、メイン画面ステータスバーに「自動アップロード中」と表示します。 

     自動収集（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の蓄積チャンネル設定している場合 

      蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積データ収集終了後におんどとりモジュール 

      （ＷＲＴ－ＳＴＯ）の蓄積データを収集します。 

 

     ※自動収集時、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「おんどとりモジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＯ）」間の収集は行いません。 

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「おんどとりモジュール（ＷＲＴ－Ｓ 

ＴＯ）」間の収集設定は、おんどとり自動収集時間を設定することで、自動的に行わ 

れます。おんどとり自動収集時間は、自動収集時間より早い時間で設定してください。 

      目安としては「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」１台の収集時間（２分）×蓄積チ

ャンネル設定「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」台数の時間早めて設定してくださ

い。 

 

②ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ） 

 の蓄積収集 

      ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ） 

      が蓄積基本設定画面にて自動収集を設定している（蓄積基本設定の『自動収集時間』に 

      チェック後、時間を入力する）場合、自動収集時間になると蓄積データを 

      収集します。 

 

  



 

１８４  

③遠隔収集対応モジュールの蓄積収集 

      ※遠隔収集対応モジュールはデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で収集を行うため、 

      自動収集は出来ません。 

 

     蓄積データ収集中は、メイン画面ステータスバーに「自動アップロード中」と表示します。 

     自動収集（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）を使用して「おんどとり（ワイヤレスデー 

タロガー）」の蓄積チャンネル設定をしている場合ジョイントモジュール（ＷＪＭ□） 

内の蓄積データ収集終了後に、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）の蓄積デ 

ータを収集します。 

 

     ※自動収集時、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「ＲＳ２３２Ｃモジュー 

ル（ＷＪＦ－ＳＴＯ）」間の収集は行いません。 

「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」→「ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ 

ＳＴＯ）」間の収集設定は、おんどとり自動収集時間を設定することで、自動的に行 

われます。おんどとり自動収集時間は、自動収集時間より早い時間で設定してください。 

目安としては「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」１台の収集時間（２分１５秒）×

蓄積チャンネル設定「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」台数の時間早めて設定して

ください。 

  

注意 

  自動収集の収集経路について 

   インターフェースとして登録している、またはインターフェースを使用しない 

   で登録しているジョイントモジュールまたはＷＴＭの自動収集は、ＷＪＭ／ 

   ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの接続方法 

   に表示されている経路で自動収集を行います。 

   インターフェースを使用して登録しているジョイントモジュールの自動収集は 

   インターフェースとパソコンがイーサネットで接続されている場合、 

   ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの 

   接続方法に表示されている経路で自動収集を行い、インターフェースと 

   パソコンがＲＳ２３２Ｃ、またはモデムで接続されている場合、インター 

   フェースとパソコンの接続状態に依存します。 

 



 

１８５  

③収集リトライ 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）が、蓄積設定（基本）画面にて収集リトライを設定してい

る（基本設定の『収集リトライ時間』にチェック後、時間を入力する）場合、自動収集が失敗後、

収集リトライ時間になると蓄積データの再収集を行います。 

     又、ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭが、蓄積基本設定画面にて収集リトライを

設定している（蓄積基本設定の『収集リトライ時間』にチェック後、時間を入力する）場合、自

動収集が失敗後、収集リトライ時間になると蓄積データを再収集します。 

     

     収集リトライ中は、メイン画面ステータスバーに「自動アップロード中」と表示します。 

     収集リトライ（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

  収集リトライについて 

   収集リトライは、自動収集失敗時に再度指定した時間に自動収集を行います。 

   自動収集に成功した場合、収集リトライは行われません。 

   又、蓄積データの収集に成功し、おんどとり蓄積データの収集に失敗した場合は、 

   おんどとり蓄積データのみ収集リトライが行われます。 

   又、自動収集失敗後に本プログラムを終了し、収集リトライ時間前に本プログ 

   ラムを起動した場合、収集リトライの時間になっても自動収集は行われません。 

   収集リトライを行う場合、自動収集失敗後収集リトライの時間まで本プログラム 

   を終了させないで下さい。 

 

 



 

１８６  

④自動時間校正 

蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）が、蓄積設定（基本）画面にて自動収集を設定していて（基

本設定の『自動収集時間』にチェック後、時間を入力する）、自動時間校正を設定（□にチェッ

ク）している場合、自動収集成功後、パソコンの現在時間でモジュール内部の時刻を校正します。 

     又、ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭが、蓄積基本設定画面にて自動収集を設定

していて（蓄積基本設定の『自動収集時間』にチェック後、時間を入力する）自動時間校正を設

定（□にチェック）している場合、自動収集成功後、パソコンの現在時刻でモジュール内部の時

刻を校正します。 

 

※自動収集に失敗した場合、自動時間校正は行われません。又、自動時間校正の設定が 

あり、収集リトライが成功した場合は、自動時間校正は行われます。 

     ※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の蓄積データ収集後は、蓄積モジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の自動時間校正とおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の自動時間

校正を行います。 

  



 

１８７  

８－１８－２. イベントログ収集 

 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストよりイベントログ 

データを収集するジョイントモジュールを選択、接続後に 

 ボタンをクリックしてイベントログ設定画面を表示します。 

 をクリックすると、ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭ 

     よりイベントログデータを収集します。 

     ※遠隔収集対応モジュールはデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）で収集を行うため、 

      自動収集は出来ません。 

 

       イベントログデータ収集中は、下記画面を表示します。 

          

          現在、蓄積データを収集しているモジュール名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

        

 

 

 

  

データ収集をキャンセルします。 

データ収集中、収集件数を表示します。 

注意 

  収集方法を変更する場合、イベントログ設定画面で収集方法を変更後 

  『ＯＫ』ボタンをクリックしてください。 

  『ＯＫ』ボタンをクリックしない場合、収集方法は変更されません。 

 

 
注意 

  イベントログデータ収集中断メッセージについて 

   イベントログ収集中にイベントログ収集中断のメッセージが表示された場合、 

   イベントログ設定画面のイベントログ収集ボタンをクリックして、再度イベント 

   ログの収集を行って下さい。 



 

１８８  

８－１８－２－１．自動収集 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭが、イベントログ設定画面にて自動収集を設定

している（イベントログ設定画面の『自動収集時間』にチェック後、時間を入力する）場合、自

動収集時間になるとイベントログデータを収集します。 

     蓄積データ収集中は、メイン画面ステータスバーに「自動アップロード中」と表示します。 

     自動収集（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

 

    ※同時刻に複数の自動収集を設定した場合、順次収集を行います。 

    ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ）同時刻蓄積の自動収集、 

イベントログの自動収集を行った場合、 

① 瞬時収集 

② おんどとり収集 

③ イベントログ収集 

     の順番で収集が行われます。 

    ※蓄積詳細設定が１チャンネルも設定されていない時、瞬時収集は行いません。 

※おんどとり（ワイヤレスデータロガー）の蓄積チャンネル設定がされていない時、おん 

どとり収集は行いません。   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

注意 

  自動収集の収集経路について 

   インターフェースとして登録している、またはインターフェースを使用しないで登録 

   しているジョイントモジュールまたはＷＴＭの自動収集は、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定 

   画面内のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの接続方法に表示されている経路で 

   自動収集を行います。 

   インターフェースを使用して登録しているジョイントモジュールの自動収集は、インター 

   フェースとパソコンがイーサネットで接続されている場合、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画 

   面内ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストの接続方法に表示されている経路で自動収集 

   を行い、インターフェースとパソコンがＲＳ２３２Ｃ、またはモデムで接続されている場合、 

インターフェースとパソコンの接続状態に依存します。 

 

注意 

下記の場合、蓄積データを自動収集することはできません。 

また、蓄積データを自動収集しているモジュールの蓄積チャンネル設定は変更できません。 

 ・蓄積設定をしている時、または、手動でデータを収集している時。 

 ・ジョイントモジュールの接続設定、蓄積設定（オプション機能）、警報発報設定 

    （オプション機能）、デマンド設定（オプション機能）、イベントログ設定、定格設定、   

    間欠制御設定（オプション機能）、おんどとりＳＮＶＴ設定（オプション機能）を行っ 

    ている場合。 

   ・自動収集時間に本プログラムを起動していない時。 

   ・自動収集するＣＯＭポートを使用している場合、また自動収集するＣＯＭポート 

    を使用して他のソフトウェアが起動している場合。 

   ※データ収集時間については、 

    『８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間』を参照してください。 

 

 



 

１８９  

８－１８－２－２．収集リトライ 

 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ）またはＷＴＭが、イベントログ設定画面にて収集リトライを

設定している（イベントログ設定画面の『収集リトライ時間』にチェック後、時間を入力する）

場合、自動収集失敗後、収集リトライ時間になるとイベントログデータを再収集します。 

    

     収集リトライ中は、メイン画面ステータスバーに「自動アップロード中」と表示します。 

     収集リトライ（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 収集リトライについて 

  収集リトライは、自動収集失敗時に再度指定した時間に自動収集を行います。 

  自動収集に成功した場合、収集リトライは行われません。 

  又、蓄積データの収集に成功し、イベントログデータの収集に失敗した場合は、 

  イベントログデータの収集リトライのみ行われます。 

  又、自動収集失敗後に本プログラムを終了し、収集リトライ時間前に本プログラムを 

  起動した場合、収集リトライの時間になっても自動収集は行われません。 

  収集リトライを行う場合、自動収集失敗後収集リトライの時間まで本プログラムを終了 

  させないで下さい。 

 

 



 

１９０  

８－１８－２－３．おんどとり蓄積収集手順 

     ①蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 

            モデム 

 

 

 

 

   蓄積モジュール 

    （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 

 

 

                     おんどとり親機    おんどとり子機 

               おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

 

 

 

  ①おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）がおんどとり（ワイヤレスデータロガー）のデー 

タを収集します。 

  ②本プログラムが蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）に接続をします。 

  ③本プログラムが蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）のデータを収集します。 

  ④本プログラムがおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）のデータを収集します。 

 

  ・手動収集時は②→①→③→④の順番で収集をします。 

   ※①③の処理は同時に行います。①③の処理を両方終了しないと④の処理は 

    行いません。 

 

  ・自動収集時は①→②→③→④の順番で収集をします。 

 

   ※自動収集ではおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）は「おんどとり（ワイヤレスデー 

タロガー）」の蓄積データを収集しない為、自動収集時はおんどとり自動収集時間を設定し、 

    おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」 

のデータを収集しておく必要があります。 

    おんどとり自動収集時間は蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の自動収集時間より 

    早い時間で設定してください。 

    目安としては「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」１台の収集時間（２分）×蓄積 

チャンネル設定「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」台数の時間早めて設定して下 

さい。 

  

← ① 

② 

③ 

④ 
↑ 

↑ 

→ 



 

１９１  

     ②ジョイントモジュール（ＷＪＭ） 

 

            モデム 

 

 

 

 

ジョイントモジュール 

    （ＷＪＭ□） 

 

 

 

                     おんどとり親機    おんどとり子機 

               ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）※１ 

                            

  ※１ ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）がジョイントモジュール（ＷＪＭ□） 

に接続されている場合 

 

 

  ①ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」 

のデータを収集します。 

  ②本プログラムがジョイントモジュール（ＷＪＭ）に接続をします。 

  ③本プログラムがジョイントモジュール（ＷＪＭ）のデータ収集後、 

ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）のデータを収集します。 

 

  ・手動収集時は②→①→③の順番で収集をします。 

 

  ・自動収集時は①→②→③の順番で収集をします。 

 

   ※自動収集ではＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）は「おんどとり（ワイヤレスデ 

ータロガー）」の蓄積データを収集しない為、自動収集時はおんどとり自動収集時間を前 

に設定し、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデー 

タロガー）」のデータを収集しておく必要があります。 

    おんどとり自動収集時間はジョイントモジュール（ＷＪＭ）の自動収集時間 

より早い時間で設定してください。 

    目安としては「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」１台の収集時間（２分１５秒）×蓄積

チャンネル設定「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」台数の時間早めて設定してください。 

   ※自動収集設定がある時に、本プログラムを終了すると終了確認メッセージを 

表示します。なお、自動収集中は本プログラムを終了することはできません。 

 

     ※データ収集時間については、 

      『８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間』を参照してください。 

  

← ① 

② 

③ 

↑ 

→ 



 

１９２  

８－１８－３. 蓄積ファイル 

 

   蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、 

   またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）またはおんどとりモジュール 

（ＷＲＴ－ＳＴＯ）から収集した蓄積データ、おんどとり蓄積データをチャンネル毎に 

ファイルに保存します。また、ジョイントモジュールから収集したイベントログデータを 

ジョイントモジュール毎に保存します。 

   保存ファイルがあるディレクトリは、本プログラムをインストールしたディレクトリ内の 

   「ＣＳＶ ＦＩＬＥ」の中です。 

 

   出荷時設定パス： 

    Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥ＰＭＳ￥ＣＳＶＦＩＬＥ 

           インストール時に指定したディレクトリです。 

 

ファイル名： 

    ○蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、またはジョイントモジュール（ＷＪＭ□）、 

     またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）の蓄積データファイル 

     ＺＺＺＺＺＺＺＺ ＹＹＹＹＹＹＹＹ ＸＸＸＸＸＸＸＸ Ｕ ＷＷ Ｖ．ＤＡＴ 

      蓄積をする    モジュール名称  チャンネル名        データ種別 

      モジュール名                           

         蓄積Ｎｏ 

                              ユニット－サブユニット 

 

   ※収集した蓄積データは、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）にて「日報・月報表示」 

    をすると自動的にクリアします。 

 

 ※データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）は２種類の蓄積ファイル作成方法を選択できます。 

  ２種類の蓄積ファイルは、作成されるファイル名、保存パスも異なります。 

 ①本プログラムで作成される蓄積ファイルと同じ 

  （電力量／カウントデータは積算データで蓄積ファイルに保存） 

 ②本プログラムで作成される蓄積ファイルと異なる 

  （電力量／カウントデータは差分データを蓄積ファイルに保存） 

詳細は、データ収集ソフト取扱説明書を参照してください。 

 

  

 

  

～ ～ ～ ～ ～ 



 

１９３  

例）監視Ａ ＷＲＭ  Ｒ相流  Ａ １ ０．ＤＡＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・蓄積をするモジュール名 → 蓄積モジュールリストで選択した蓄積をするモジュール名が入ります。 

・モジュール名称     → モジュール選択リストで選択したモジュール名称が入ります。 

・チャンネル名      → 設定したモジュールのチャンネル名が入ります。 

・ユニット        → ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ-ＤＩＯ／ＷＲＢＣ／ＷＫＭ 

ジョイントモジュール時指定したユニットが入ります。 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＤＩ１６□□モジュール時 

指定した「ユニットＮｏーサブユニットＮｏ」が入ります 

モジュール ユニットＮｏ 

ＷＲＭ Ａ～Ｄ 

ＷＫＭ Ａ～Ｇ 

ＷＲＭＰ／ＷＲＢＣ／ 

ＷＲＢＡ-ＤＩＯ 

Ａ、Ｂ 

ＷＲＭＣ 

 

ＰＡ１２ Ａ～Ｌ 

ＰＡ１３ Ａ～Ｈ 

ＰＡ３３ Ａ～Ｈ 

ＰＡ３４ Ａ～Ｄ 

ＷＪＭ□  Ａ－１～Ｈ－４ 

その他  ０(ゼロ) 

 

・蓄積Ｎｏ        → 蓄積チャンネルリストで選択したＮｏが入ります。（１～最大５１２） 

・データ種別       → データ種別が入ります。データ種別は、以下のようになります。 

データ種別 ファイル名 

パーセントデータ ０ 

電力量データ（ＷＫＤ／ＷＲＭＣ

／ＷＣＤ） 

１ 

電力量データ（ＷＲＭ／ＷＲＭＰ） ２ 

カウントデータ ３ 

デジタルデータ ４ 

力率 ５ 

 

注意 

 電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間を 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で変更した場合、蓄積設定は継続される為、 

高調波次数、高調波相／高調波相間変更前後でファイル名称は変更されません。 

～ ～ ～ ～ ～ 



 

１９４  

    ○おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）、ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ） 

     のおんどとり収集データファイル 

     ＺＺＺＺＺＺＺＺ ＹＹＹＹＹＹＹＹ ＸＸＸＸＸＸＸＸ ０ ＷＷ ７．ＤＡＴ 

      蓄積をする    おんどとり名称  チャンネル名   蓄積Ｎｏ     

      モジュール名                      

                                   

     例）監視Ａ 温度１  チャンネル１ ０ １ ７．ＤＡＴ 

 

 

 

 

 

 

   １データ： ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ，ＸＸＸＸＸＸＸＸ 

          西暦   月  日  時  分   蓄積データ 

     例）１９９９/１１/１１,１２：３０,３０.２２２ 

 

 

 

 

 

  

・西暦／月／日，時：分 → モジュールが蓄積したデータの年月と時刻が入ります。 

・蓄積データ      → モジュールから収集した蓄積データが入ります。 

             モジュール通信異常時、又は無効データ時蓄積データは  

             表示されません。 

・蓄積をするモジュール名 → 蓄積モジュールリストで選択した蓄積をするモジュール名が入ります。 

・おんどとり名称     → 一括蓄積設定画面のリストで選択したおんどとり名称が入ります。 

・チャンネル名      → 設定したおんどとりのチャンネル名が入ります。 

・蓄積Ｎｏ        → 蓄積チャンネルリストで選択したＮｏが入ります。（１～６４） 

 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ ～ ～ ～ ～ 



 

１９５  

○ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール 

 （ＷＴＭ）のイベントログ収集データファイル 

     ＺＺＺＺＺＺＺＺ イベント．ＬＯＧ 

     ジョイントモジュール名                      

                                   

   例）監視Ａ イベント．ＬＯＧ 

 

 

 

 

１イベント： ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ，ＸＸ ＸＸＸ （ＸＸＸ,ＸＸＸ,ＸＸＸ） 

         西暦   月  日  時  分    ログ種別  イベント履歴※１ 

                    イベント種別Ｎｏ 

                                

※１ イベント履歴は、イベント名称,イベント詳細情報,プログラム名称」の順に表示 

します。またプログラム名称については通常使用される際には気にする必要はあり 

ません。 

 

例）１９９９/１１/１１,１２：３０,１１ハード障害（異常発生,メインＰ１通信,ＵＮＩＴ） 

 

 

 

 

 

  

・ 西暦／月／日，時：分 → モジュールが蓄積したデータの年月と時刻が入ります。 

・ イベント種別Ｎｏ   → イベントの種別Ｎｏが入ります。 

・ ログ種別        → イベントログ設定画面で設定し、今回発生したログ種別が入ります。 

・ イベント履歴     →  モジュールから収集したイベントデータが入ります。 

            

～ 

～ 

・ジョイントモジュール名 → ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで選択したジョイントモジュール名が 

              入ります。 

 



 

１９６  

８－１８－４. 蓄積データ収集の処理時間 

 

    蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）または、ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）、 

おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）、またはＲＳ２３２Ｃモジュール 

（ＷＪＦ－ＳＴＯ）より蓄積データを収集する時間です。 

 

    ○蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の蓄積データ収集時間 

 

     下記の時間は ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ１３３ＭＨｚ、ＲＡＭ：６４Ｍバイトのパソコン 

     にて計測したものです。 

     通信速度（ボーレート）５７６００bps で１チャンネルデータ収集時間 

      ＲＡＭ容量 １０００KByte の場合   ： 約４０分 

     ※収集時間は、通信速度または、チャンネル数により、異なります。 

 

    ○おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の収集時間 

     下記の時間は ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００ＭＨｚ、ＲＡＭ：３８４Ｍバイトの 

     パソコンにて計測したものです。 

     通信速度（ボーレート）５７６００bps で６４チャンネルデータ収集時間：約２５分 

 

    ○おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）の「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」 

データの収集時間（全データ収集） 

 

     ＲＴＲ－７１、データ件数２８８０件×２チャンネル、中継機なし：約２分 

     ＲＶＲ－７１、データ件数３６００件×２チャンネル、中継機なし：約２分３０秒 

 

     ※おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）が「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」と

の通信異常になった場合、次に蓄積チャンネル設定した「おんどとり（ワイヤレスデータロ

ガー）」のデータ収集を開始するまで、最大で約４分３０秒間（中継機使用時は約９分間）

かかる場合があります。蓄積設定を最大３２台設定した場合、データ収集終了まで２時間３

０分弱[４分３０秒×３２台]（中継機使用時は５時間弱[９分×３２台]）かかります。 

 

○ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の蓄積データ収集時間 

 

     下記の時間は ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００ＭＨｚ、ＲＡＭ：３８４Ｍバイトの 

     パソコンにて計測したものです。 

     通信速度（ボーレート）５７６００bps で５１２チャンネルデータ 

全データ収集時間：約１時間４０分 

     ※収集時間は、通信速度または、チャンネル数により、異なります。 

 

  



 

１９７  

    ○ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）の収集時間 

     下記の時間は ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００ＭＨｚ、ＲＡＭ：３８４Ｍバイトの 

     パソコンにて計測したものです。 

     通信速度（ボーレート）５７６００bps で２チャンネルデータ収集時間：約３０秒 

 

    ○ＲＳ２３２Ｃモジュール（ＷＪＦ－ＳＴＯ）の「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」 

データの収集時間（全データ収集） 

 

     ＲＴＲ－７１、データ件数４８００件×２チャンネル、中継機なし：約２分１５秒 

     ＲＴＲ－７１、データ件数４８００件×２チャンネル、中継機あり：約５分３０秒 

 

○ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）のイベントログ収集時間 

 

     下記の時間は ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００ＭＨｚ、ＲＡＭ：３８４Ｍバイトの 

     パソコンにて計測したものです。 

     通信速度（ボーレート）５７６００bps で５０００件のイベントログデータ 

全データ収集時間： 約３分３０秒 

     ※収集時間は、通信速度または、チャンネル数により、異なります。 

 

  



 

１９８  

    蓄積チャンネル数と蓄積日数 

     下記の表は蓄積チャンネル数と蓄積時間より蓄積できる日数を示しています。 

 

    ○蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）はメモリの容量により異なります。 

     ５００KByte ＲＡＭ                  単位：日（時間指定は除く） 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 120 分 240 分 時間指定 

１  （50800） 35 176 352 1058 2116 4233 8466 － 

２  （36282） 25 125 251 755 1511 3023 6047 － 

４  （23090） 16 80 160 481 962 1924 3848 － 

８  （13366） 9 46 92 278 556 1113 2227 － 

１６  （7255） 5 25 50 151 302 604 1209 19 年 

３２  （3786） 2 13 26 78 157 315 631 10 年 

６４  （1937） 1 6 13 40 80 161 322 5 年 

１２８ （976） 0 3 6 20 40 81 162 2 年 

 

     １０００KByte ＲＡＭ                 単位：日（時間指定は除く） 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 120 分 240 分 時間指定 

１  （102000） 70 354 708 2125 4250 8500 17000 － 

２  （72850） 50 252 505 1517 3035 6070 12141 － 

４  （46362） 32 160 321 965 1931 3863 7727 － 

８  （26838） 18 93 186 559 1118 2236 4473 － 

１６ （14567） 10 50 101 303 606 1213 2427 39 年 

３２  （7602） 5 26 52 158 316 633 1267 20 年 

６４  （3889） 2 13 27 81 162 324 648 10 年 

１２８ （1960） 1 6 13 41 82 164 328 5 年 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

 

  



 

１９９  

    ○ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ） 

     コンパクトフラッシュメモリ               単位：日（時間指定は除く） 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 120 分 240 分 時間指定 

１  （204000） 141 708 1416 4250 8500 17000 34000 － 

２  （144000） 97 486 972 2916 5833 11666 23333 － 

４  （96000） 66 333 666 2000 4000 8000 16000 － 

８  （48000） 33 166 333 1000 2000 4000 8000 － 

１６ （28800） 20 100 200 600 1200 2400 4800 － 

３２ （14400） 10 50 100 300 600 1200 2400 － 

６４  （7200） 5 25 50 150 300 600 1200 19年 

１２８ （5760） 4 20 40 120 240 480 960 15年 

２５６ （5760）  20 40 120 240 480 960 15年 

５１２ （2500）  8 17 52 104 208 416 6年 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

 

    ○ＷＴＭ 

     ＦＲＡＭ                        単位：日（時間指定は除く） 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 時間指定 

１  （204000） 141 708 1416 4250 8500 － 

２  （144000） 97 486 972 2916 5833 － 

４  （96000） 66 333 666 2000 4000 － 

８  （48000） 33 166 333 1000 2000 － 

１６ （28800） 20 100 200 600 1200 － 

３２ （14400） 10 50 100 300 600 － 

６４  （7200） 5 25 50 150 300 19年 

１２８ （5760） 4 20 40 120 240 15年 

２５６ （5760） 4 20 40 120 240 15年 

５１２ （2500） 1 8 17 52 104 6年 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

 

 

    ○おんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ） 

     ５００KByte ＲＡＭ              単位：日 

    蓄積時間 

 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 

蓄積日数（1972） 1 6 13 40 80 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

     蓄積チャンネル数は６４チャンネル固定 

  



 

２００  

８－１８－５. 蓄積状態ファイルについて 

 

    一括蓄積設定画面で蓄積チャンネル設定を行った場合、 

    一括蓄積設定画面の画面情報をＣＳＶファイルとして蓄積状態ファイルを作成します。 

    蓄積状態ファイルがあるディレクトリは、本プログラムをインストールしたディレクトリ 

に作成します。 

 

   出荷時設定パス：Ｃ￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥ＰＭＳ 

               インストール時に指定したディレクトリです。 

 

ファイル名：モジュール名称．ＣＳＶ 

     

   ファイル内容：蓄積仮登録の場合、Ｎｏ欄に「仮ＸＸ」と表示します。 

                         蓄積Ｎｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     画面１ 

 

 

 

 

 

 

  



 

２０１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               画面１の蓄積状態ファイル 

 

    

  



 

２０２  

８－１９. イベント表示／イベントクリア 

８－１９－１. イベント表示 

  下記の画面のように、メイン画面にイベントの日付、時間、イベント内容を表示します。 

 

 

 

 

 

  表示したイベントログはイベントファイルに保存されます。 

  イベントファイルは下記に保存されます。 

   出荷時設定パス： 

    Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥ＰＭＳ￥ＰＭＳイベント.ＬＯＧ 

           インストール時に指定したディレクトリです。 

           （プログラムのインストールの【６】 Ｐ３７） 

 

イベント表示は、最大 1000 件表示にて停止しますが、イベントファイルはイベントが発生 

する毎に保存されます 

  イベント内容により"Ｎｏ"の色が変わります。 

   ・色の表示とイベントログの内容 

    （ⅰ）赤色 

       データ収集ＮＧ（自動）、データ収集中断（自動）、リトライ収集ＮＧ（自動）、 

蓄積モジュールのデータクリアＮＧ（自動）、自動時間校正失敗、 

リトライ収集蓄積モジュールのデータクリアＮＧ（自動） 

       

    （ⅱ）青色 

       データ収集、データ収集ＯＫ（自動）、リトライ収集ＯＫ（自動） 

 

    （ⅲ）黒色 

       起動、イベントクリア、データクリア、自動時間校正、 

イベントファイル書き込みエラー 

  

  ※起動、イベントクリア、イベントファイル書き込みエラー以外は、イベント内容の後ろに 

蓄積をするモジュール名を表示します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 イベントファイルについて 

  イベントファイルと、イベントログ設定のイベントログの蓄積データファイルは 

  異なります。 

  イベントファイルは、本プログラムのイベントを保存し、イベントログの蓄積データ 

  ファイルは、ジョイントモジュールのイベントを保存します。 

 

 



 

２０３  

８－１９－２. イベントクリア 

 

  表示のクリアは、プルダウンメニューの『イベントクリア』または、 

  ツールバーの  をクリックすると、下記の確認画面を表示します。 

  『ＯＫ』をクリックするとイベントクリアをします。 

  又、イベントファイルクリアの確認画面を表示します。 

  『ＯＫ』をクリックするとイベントファイルの中身はクリアされます。 

  イベントクリアをすると、蓄積設定のメイン画面に「イベントクリア」と表示します。 

 

 

 

 

 

 

  



 

２０４  

８－２０. プログラムバージョンの確認  

 

  本プログラムのプログラムバージョンの確認をします。 

  プルダウンメニューの「ヘルプ」から、『バージョン情報』クリックすると、 

  下記の画面を表示します。 

 

 

    確認後、『ＯＫ』をクリックします。 

  



 

２０５  

８－２１. プログラムの終了  

  本プログラムを終了します。 

  プルダウンメニューの「ファイル」から、『終了』クリックすると、 

  本プログラムは終了します。 

   ※自動収集設定がある時に本プログラムを終了しようとすると、終了確認メッセージ 

を表示します。 

  ※蓄積データ自動収集（自動アップロード）中、本プログラムは終了できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合、プログラム終了時に 

本プログラムで設定された蓄積情報をＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）で使用する為 

マスタ移行プログラムが起動されます。 

マスタ移行プログラムが終了するまでお待ちください 

 

注意 

ＥｃｏＲｉＡＬ（ＷＲＳ－ＥＭＳ）を使用している場合、遠隔収集対応モジュールを 

使用すると下記の画面が表示され、ＥｃｏＲｉＡＬを運用する事が出来なくなりますので 

ご注意ください。 



 

２０６  

８－２２. エラーメッセージ一覧 

 

 【メッセージ】 

  －アルファベット－ 

 

    ＣＳＶファイルが使用中です。リカバリーに失敗しました 

    →ＣＳＶファイルを開いているため、リカバリーできません。 

     ※ＣＳＶファイルを開いたまま本プログラムを起動した時に表示します。 

 

    ＣＳＶファイルエラー 

    →蓄積設定チャンネルのＣＳＶファイルが作成できません。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『追加』又は、一括蓄積設定画面の『設定』をクリック時に表示し

ます。 

 

    ＣＳＶファイルエラー（ＣＳＶファイル名は他のアプリケーションで使用されています） 

    →蓄積設定チャンネルのＣＳＶファイルが他のアプリケーションで使用しています。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『変更』または、『削除』または、一括蓄積設定 

画面の『設定』をクリック時に表示します。 

 

    ＣＳＶファイルオープンエラー 

    →蓄積データを手動収集するときにＣＳＶファイルが他のアプリケーションにより 

     使用しています。 

     ※蓄積設定（基本）画面の『蓄積データ収集』をクリック時、または蓄積設定画面の 

      『蓄積データ収集』をクリック時に表示します。 

 

    ＥｃｏＲｉＡＬで作成されるファイルが見つかりません 

    →プログラム起動時に、ＥｃｏＲｉＡＬを使用するシステムの場合、ＥｃｏＲｉＡＬの 

      設定ファイルを作成します。 

     ※プログラム起動時に表示します。 

 

    ＥｃｏＲｉＡＬ内のデータが全て失われますがよろしいですか？ 

    →ＥｃｏＲｉＡＬを使用するシステムの場合、一括蓄積設定画面で蓄積Ｎｏのソートを 

     行うと今までＥｃｏＲｉＡＬ上で表示されていたデータを参照する事が出来なくなります。 

    ※一括蓄積設定で『蓄積Ｎｏソート』をクリックした時に表示します。 

 

 ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、ポイント名を設定してください 

    →ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、ポイント名は必須入力項目となります。 

     ※一括蓄積設定で『設定』ボタンをクリックした時に表示します 

 

 ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、単位を選択してください 

    →ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、単位は必須選択項目となります。 

     ※一括蓄積設定で『設定』ボタンをクリックした時に表示します 

  



 

２０７  

    ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、異なるインターフェースモジュールで同じモジュールー 

チャンネルを重複して蓄積設定する事は出来ません 

    →ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、１要素に対して蓄積チャンネル設定は１つしか設定 

できません。 

     ※一括蓄積設定で一覧リストの蓄積Ｎｏ列をクリックした時に表示します 

 

    ＩＰアドレスエラー 

    →ＩＰアドレスが入力、もしくは登録されていません。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『接続』をクリック時、または通知方法設定画面の 

      『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

    ＲＳ２３２Ｃ－１とＲＳ２３２Ｃ－２で通知設定を行う場合、電話番号を入力してください 

    →ＲＳ２３２Ｃ－１またはＲＳ２３２Ｃ－２の電話番号が入力されていません。 

     ※通知方法設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック後に表示します。 

 

ＷＡＮＩＰアドレスの指定が違います 

    →ＷＡＮＩＰアドレスが入力されていない、または入力したＩＰアドレスのフォーマットが 

     正しくありません。 

※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック後に表示します。 

 

ＷＡＮポートＮｏの指定が違います 

    →ＷＡＮポートＮｏが入力されていない、または入力したポートＮｏのフォーマットが 

     正しくありません。 

※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック後に表示します。 

 

Ｗｅｂ機能で定格設定が済んでいる事を確認してください 

    →ＷＴＭの蓄積設定をリカバリーする前にＷＴＭのＷｅｂ機能で定格設定が 

     済んでいる事を確認してください。 

     ※モジュール内で記憶しているデータが消え、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面 

      で『接続』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

１次側定格電流、１次側定格電圧を入力してから蓄積チャンネル設定を行ってください 

    →ＥｃｏＲｉＡｌを使用する場合、電力モジュール電力量要素の蓄積設定は、 

      定格情報を入力していないと蓄積チャンネル設定を行う事は出来ません。 

※一括蓄積設定で一覧リストの蓄積Ｎｏ列をクリックした時に表示します。 

 

  



 

２０８  

  －ア行－ 

アラームの指定が違います 

    →範囲外のアラーム値を設定しています。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面『ＯＫ』クリック時に表示します。 

 

    アラーム値がありません 

    →アラーム通知設定時、通知アラームはアラーム値の入力をしてください。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面『ＯＫ』クリック時に表示します。 

     

    アラームＯＮ／ＯＦＦ設定がありません 

    →アラーム値設定、制御指示画面で、アラームＯＮ／ＯＦＦの指定をして下 

さい。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面『ＯＫ』クリック時、警報発報設定画面の 

      警報発報Ｎｏセルクリック時に表示します。 

 

    一括設定表示中！ 

    →一括設定画面を表示中に表示されます。 

   

    イベント表示をクリアします 

    →メイン画面よりイベント表示のクリアをします。 

     ※イベントクリア時に表示します。 

    イベントログ参照画面表示中！ 

    →イベントログ参照画面表示中です。 

 

    イベントファイルもクリアしますか？ 

    →イベントファイルをクリアしますか？ 

     ※イベントクリア時に表示します 

 

    イベントファイルのクリアに失敗しました 

    →イベントファイルが他のアプリケーションにより使用されています。 

     ※イベントクリア時に表示します 

 

   インターフェースモジュールが削除されています 

    →インターフェースモジュールの登録状況を確認してください。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストから 

      ジョイントモジュールを選択時、または環境設定画面ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭの 

      初期化時に表示します。 

 

    エコウォッチャー設定で設定しますか？ 

→蓄積チャンネル設定をエコウォッチャー設定に変更します。 

※一括設定画面『蓄積ソート』クリック、または『画面終了』クリック時に表示します 

 

    エコウォッチャー設定で設定しますか？ 

→蓄積チャンネル設定のエコウォッチャー設定をキャンセルします。 

※一括設定画面『蓄積ソート』クリック、または『画面終了』クリック時に表示します  



 

２０９  

おんどとりＳＮＶＴ設定画面表示中！ 

    →おんどとりＳＮＶＴ設定画面表示中に表示します。 

 

おんどとりＳＮＶＴ設定中！ 

    →おんどとりＳＮＶＴ設定画面の『設定』クリック時に表示します。 

     ※おんどとりＳＮＶＴ設定画面をクリック時に表示します。 

 

おんどとりＳＮＶＴ設定情報を削除します 

    →おんどとりＳＮＶＴ設定画面の設定Ｎｏクリック時に表示します。 

      

おんどとり情報Ｄ／Ｂが見つかりません 

    →Wireless for Windows のインストールパスを確認してください。または、 

     Wireless for Windows で作成したグループ名が正しいか確認してください。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』、またはおんどとりＳＮＶＴ設定 

      画面をクリック時に表示します。 

 

    おんどとりの設定を削除しますか 

    →蓄積基本設定画面の『削除』クリック時にジョイントモジュールが、ＲＳ２３２Ｃモジュール

を使用して、「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」の蓄積チャンネル設定を削除する時

に表示します。 

     

おんどとり名称が削除されています。 

    →Wireless for Windows で「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」登録情報が削除されてい

ます。 

     一括蓄積設定の『設定』、またはおんどとりＳＮＶＴ設定画面の『設定』をクリック 

で蓄積設定情報を削除できます。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』、またはおんどとりＳＮＶＴ設定 

      画面をクリック時に表示します。 

 

おんどとり登録情報が削除されています。 

    →Wireless for Windows で「おんどとり（ワイヤレスデータロガー）」登録情報が削除されてい

ます。 

     一括蓄積設定画面の『設定』、またはおんどとりＳＮＶＴ設定画面の『設定』をクリックで蓄

積チャンネル設定情報を更新できます。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』クリック時、おんどとりＳＮＶＴ設定

画面の起動時に表示します。 

 

おんどとり名称が変更されています 

    →Wireless for Windows でおんどとり名称が変更されています。 

     一括蓄積設定画面の『設定』をクリックで蓄積チャンネル設定情報を更新で 

きます。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』をクリック時に表示します。 

  



 

２１０  

    おんどとりＤ／Ｂオープンエラー 

    →おんどとり情報Ｄ／Ｂが他のアプリケーションが使用しています。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』をクリック時、または一括蓄積 

      設定画面の『蓄積Ｎｏソート』、『設定』クリック時、またはおんどとりＳＮＶＴ設定 

      画面起動時、『設定』クリック時に表示します。 

 

 

  －カ行－ 

 

監視するチャンネルを指定してください 

    →デマンド監視設定を行うチャンネルが設定されていません。 

     ※デマンド監視画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

間欠制御時間帯が重複しています 

    →間欠制御設定の時間帯が重複しています。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

間欠制御終了間隔が違います（０－３００） 

    →間欠制御終了間隔の値が範囲外です。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

間欠制御設定を削除します 

    →間欠制御削除時の確認メッセージです。 

 

間欠制御ユニットが削除されています 

    →間欠制御設定されているデジタル出力ユニットが存在しない時に表示します。 

     ※間欠制御設定画面表示時に表示します。 

 

基本設定が済んでいません 

    →基本設定が済んでいないため詳細設定が行えません。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面で『蓄積詳細設定』または『一括設定』を 

      クリック時に表示します。 

 

    警報発報が重複しています 

    →制御指示設定したユニットとチャンネルに対し、同じユニット、チャンネルの制御指示 

設定は出来ません。 

     ※警報発報設定画面の警報発報リストで確認してください。 

 

    警報電力または目標電力の設定が違います（警報電力＞＝目標電力）,（１－３２０００） 

    →目標電力が警報電力以上に設定されているか、警報電力、目標電力の設定範囲外です。 

     ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

警報発報設定数を超えています 

    →警報発報設定数を超えるチャンネル数を設定しています。 

     ※警報発報設定画面、警報発報リストのＮｏセル（列）クリック時に表示します。 

  



 

２１１  

警報発報設定を削除します 

    →警報発報設定を削除する時に表示します。 

     ※警報発報設定画面、警報発報リストに警報発報Ｎｏが設定されている場合の 

      Ｎｏセル（列）クリック時、または『一括削除』ボタンクリックに表示します。 

    

 警報発報設定表示中！ 

    →警報発報設定画面を表示中に表示されます。 

件名が入力されていません 

    →警報発報通知設定で、メール通知を行う場合、アラーム値設定、制御指示画面 

でメッセージを入力してください。 

     ※警報発報設定画面の警報発報リストＮｏセル（列）をクリック時、またはアラーム値 

      設定、制御指示画面の『ＯＫ』クリック時に表示します。 

 

    件名の設定が違います 

    →メール通知設定時は、アラーム値設定、制御指示画面で件名を入力してください。 

※アラーム値設定、制御指示画面の『ＯＫ』クリック時に表示します。 

 

    件名又はメッセージが入力されていないチャンネルは通知設定は行われません 

    →通知方法を設定する場合は「キャンセル」を指定し、アラーム値、制御指示画面 

でメッセージ、または件名を入力してください。 

     ※警報発報設定画面の『設定』クリック時、または『画面終了』クリック時表示します。 

 

    これ以上追加できません 

    →デマンド設定チャンネルを追加するチャンネルが上限を超えています。 

     ※デマンド設定画面の『←』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

    このチャンネルは設定済みです 

    →指定したチャンネルは、設定済みです。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『追加』または、『変更』をクリック時に表示し 

ます。 

 

    このモジュールは自動収集中です。しばらくしてからやり直してください 

    →自動収集中は、蓄積基本設定ができません。 

     ※蓄積設定（基本）画面で蓄積モジュールリストクリック時、またはＷＪＭ／ 

      ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面でＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストクリック時に表示 

します。 

  



 

２１２  

  －サ行－ 

 

    最短時間の設定が違います（６０－３００） 

    →最短時間の設定が範囲外です。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

   

  削除する項目を指定してください 

    →デマンド設定チャンネルを削除するチャンネルが指定されていません。 

     ※デマンド設定画面の『→』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

    サンプリング時間の設定が違います（０,１０－３００）,（時限×６０で割り切れる値 

に設定してください） 

    →範囲外のサンプリング時間を指定しました。 

    ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

サンプリング時間の設定が違います（０、又はスペースを入力してください） 

    →範囲外のサンプリング時間を指定しました。 

    ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

時間帯の設定を有効にしてください 

    →時間帯１～３の全てが無効に設定されています 

     ※間欠制御設定画面『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

時間の指定が違います 

    →範囲外の時間を指定しました。 

     ※蓄積設定（基本）画面の『校正』または、『ＯＫ』をクリック時、または 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『校正』クリック時に表示します。 

 

    指定したユニットはデジタル出力ユニットではありません 

    →ユニット構成が変更されています。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『模擬出力』をクリック時に表示します。 

 

    自動収集設定があります。終了しますと自動収集は行いません。 

       終了してもよろしいですか？ 

    →プログラムを終了すると自動収集は行いません。 

     ※プログラム終了時に表示します。 

 

    自動収集中です。しばらくお待ち下さい 

    →自動アップロード中のためプログラム終了できません。 

     ※プログラム終了時に表示します。 

 

遮断制御間隔の設定が違います（０－３００） 

    →遮断制御間隔の設定が範囲外に設定されています。 

     ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

  



 

２１３  

遮断電力または復帰電力の設定が違います（０－３２０００） 

    →遮断電力、または復帰電力の設定が範囲外です。 

     ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

収集要求送信時間が日付指定送信要求時間と同じです 

    →入力した収集要求送信時間と日付指定収集要求送信時間が同じです。 

     別時間を入力してください。 

     ※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

収集要求送信時間の指定が違います 

    →収集要求送信時間の入力したフォーマットが正しくありません 

     ※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

収集要求送信時間＋送信ディレイの時間が２４時を超えないように設定してください 

    →収集要求送信時間、送信ディレイ時間を見直し、２４時を超えない様入力してください 

     ※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

出力制御を行います（ ＣＨはデマンド設定で遮断制御を行っています） 

→模擬出力を行いたいユニットにはデマンド設定で遮断設定が設定されています。 

 出力制御を行う場合『ＯＫ』、行わない場合『キャンセル』を選択してください。 

     ※模擬出力画面）起動時、または模擬出力画面内ユニットを変更した時に表示します。 

 

出力制御を行います（ ＣＨは警報発報設定で制御指示を行っています） 

→模擬出力を行いたいユニットにはデマンド設定で遮断設定が設定されています。 

 出力制御を行う場合『ＯＫ』、行わない場合『キャンセル』を選択してください。 

     ※模擬出力画面起動時、または模擬出力画面内ユニットを変更した時に表示します。 

 

出力制御を行います（ ＣＨは間欠制御設定で遮断制御を行っています） 

→模擬出力を行いたいユニットにはデマンド設定で遮断設定が設定されています。 

 出力制御を行う場合『ＯＫ』、行わない場合『キャンセル』を選択してください。 

     ※模擬出力画面起動時、または模擬出力画面内ユニットを変更した時に表示します。 

 

省エネ制御率を設定してください 

    →時間帯の省エネ制御率の設定がありません。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

常時省エネ制御率の設定が違います（Ｎ－５０） 

    →常時省エネ制御率の設定が範囲外です。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

初期化を終了しました 

    →指定したモジュールの初期化を終了しました。 

     ※『モジュール内蓄積設定、蓄積データを初期化しますか？』のメッセージの後に 

      表示します。 

  



 

２１４  

スケール係数の設定が違います 

    →範囲外のスケールを指定しました。 

     ※デマンド設定画面の『→』をクリック時に表示します。 

     

スケールの指定が違います（-100000000～100000000） 

    →範囲外のスケールを指定しました。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『追加』または、『変更』または、一括蓄積設定 

画面の『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

    スケールＬＯＷ／ＨＩの設定が同じです 

    →同じ値のスケールを設定しました。どちらか変更してください。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『追加』または、『変更』または、一括蓄積設定 

画面の『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

制御開始電力、または制御終了電力の設定が違います（０－３２０００） 

（デマンド演算方法が現在電力値の時は制御開始電力＞制御終了電力） 

    →制御開始電力、制御終了電力の設定が違います。 

     ※間欠制御設定画面で、『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

制御指示するチャンネルはデマンド設定、または間欠制御設定で使用されています 

    →制御指示に指定したデジタル出力ユニットのチャンネルは使用されています。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面で、『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

制御ユニットがありません 

    →制御指示を行うユニットＮｏを指定してください。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面で、『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

     

接続されたモジュールは蓄積可能なモジュールではありません 

    →ＲＳ２３２Ｃケーブルを接続したモジュールは、蓄積をするモジュールではありません。 

     ※蓄積設定（基本）画面で『接続』をクリック時に表示します。 

 

    接続されたモジュールはＷＧＷ－ＬＧＬではありません 

    →リストにて指定したモジュール（ＷＧＷ－ＬＧＬ）とＲＳ２３２Ｃケーブルを接続した 

     モジュールは異なります。 

     ※蓄積設定（基本）画面で『接続』をクリック時に表示します。 

 

    接続されたモジュールはＷＲＴ－ＳＴＨではありません 

    →リストにて指定したモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）とＲＳ２３２Ｃケーブルを接続した 

     モジュールは異なります。 

     ※蓄積設定（基本）画面で『接続』をクリック時に表示します。 

 

    接続されている蓄積モジュールは蓄積設定情報の設定が済んでいます 

    →指定したモジュールはすでに蓄積設定がしてあります。 

     ※蓄積基本設定の新規設定時、すでにモジュールに蓄積基本設定している時に表示します。 

  



 

２１５  

    接続されているモジュールは初期化されています、現在の設定で再設定しますか？ 

    →指定したモジュールから蓄積設定データが消えています。 

     本プログラムで設定している蓄積データを指定したモジュールに設定しなおしますか？ 

     ※蓄積モジュール内で記憶している蓄積データが消え、蓄積設定（基本）画面で 

      蓄積モジュールリストをクリックした時に表示します。 

 

    接続したインターフェースモジュールはジョイントモジュール未対応です 

    →インターフェースモジュールを変更してください。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面のＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで 

      ジョイントモジュールを選択し、『接続』をクリックした時に表示します。 

 

接続したモジュールには設定がありません。現在の設定でリカバリーしますか 

    →指定したモジュールから設定データが消えています。 

     本プログラムで設定している蓄積、警報発報、デマンド、メール、イベントログデータ 

を指定しているモジュールに再設定しますか？ 

     ※モジュール内で記憶しているデータが消え、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で『接続』ボ

タンをクリックした時に表示します。 

 

接続したモジュールは指定したモジュールではありません 

    →ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したモジュールでは

ありません。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で『接続』ボタンクリック時に表示します。 

 

接続したモジュールは設定が済んでます 

    →ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストで指定したジョイントモジ

ュールまたはＷＴＭには既に蓄積、警報発報、デマンド、メール、イベントログのいずれかの

設定がされています。 

 

接続したモジュールはＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭではありません 

    →接続したモジュールはジョイントモジュールまたはＷＴＭではありません。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で『接続』ボタンクリック時に表示します。 

 

    設定を有効にするには蓄積設定ツールを再起動してください 

    →環境設定画面で設定した値を反映します。 

     ※環境設定「ＲＳ２３２Ｃ設定」画面の『記憶』をクリックした時に表示し 

ます。 

 

    設定内容が変更されています。設定を更新しますか？ 

    →設定の変更内容を更新しないで終了しようとしました。 

     ※一括蓄積設定画面、警報発報設定画面、おんどとりＳＮＶＴ設定画面終了時に 

      表示します。 

     

  



 

２１６  

設定の変更内容が更新していません。このまま終了しますか？ 

    設定を更新するには設定ボタンを押してください 

    →設定の変更内容を更新しないで終了しようとしました。 

     ※一括蓄積設定画面終了時に表示します。 

 

送信ディレイ時間の指定が違います 

    →送信ディレイが入力されていない、または入力した送信ディレイのフォーマットが 

     正しくありません。 

※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック後に表示します。 

 

 

  －タ行－ 

 

    タイムアウトの指定が違います 

    →範囲外の時間を指定しました。 

     ※４５～１８０秒の範囲で指定してください。 

 

    蓄積詳細情報とＣＳＶファイルを削除します 

    →蓄積チャンネル設定とＣＳＶファイルを削除します。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『削除』をクリック時、または一括蓄積設定画面 

で蓄積チャンネル削除時、または「モジュール登録情報が削除されています」の 

メッセージの後に表示します。 

 

    蓄積詳細情報を削除します 

    →蓄積仮チャンネル設定を削除します。 

     ※一括蓄積設定画面で蓄積チャンネル削除時に表示します 

  

   蓄積詳細情報を変更しますか 

    →蓄積チャンネル設定のスケール設定を変更します。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『変更』をクリック時に表示します。 

 

    蓄積詳細情報を変更しますか（現在のＣＳＶファイルは削除されます） 

    →蓄積チャンネルのモジュールまたは、ユニットまたは、チャンネル設定を変更します。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『変更』をクリック時に表示します。 

 

    蓄積設定情報、モジュール内蓄積データ、ＣＳＶファイルをすべて削除します 

    →指定したモジュールの蓄積設定とモジュールに蓄積したデータ、ＣＳＶファイルを 

     削除します。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本設定画面の『蓄積設定削除』をクリック時に 

      表示します。 

  



 

２１７  

    蓄積設定情報、モジュール内蓄積データ、ＣＳＶファイルをすべて削除します 

    （チャンネル数変更のため） 

    →蓄積設定（基本）画面、または蓄積基本設定画面で蓄積チャンネル数を変更すると 

     蓄積設定とモジュールに蓄積したデータ、ＣＳＶファイルを削除します。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本設定画面の『蓄積チャンネル数』を変更時に 

      表示します。 

 

    蓄積設定数を超えています 

    →蓄積チャンネル数よりも多く蓄積チャンネル設定をしようとしました。 

     ※一括蓄積設定画面で蓄積チャンネル追加時に表示します。 

 

    蓄積Ｎｏのソートをしますとモジュール内蓄積データ、ＣＳＶファイルを削除しますが 

よろしいですか？ 

    →蓄積Ｎｏをリストの先頭から順に並べ替えます。 

     ※一括蓄積設定画面で蓄積チャンネル追加時に表示します。 

 

    蓄積時間の設定が見つかりません 

    →蓄積モジュールの蓄積時間が１２０分以上に設定していた場合に、同じネットワークＮｏ 

     でおんどとりモジュール（ＷＲＴ－ＳＴＯ）を登録した時に表示します。 

     ※蓄積設定（基本）画面で蓄積モジュールリストクリック時に表示します。 

 

    チャンネル名称が変更されています 

    →Wireless for Windows でチャンネル名称が変更されています。 

     一括蓄積設定画面の『設定』をクリックで蓄積設定情報を更新できます。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本画面の『一括設定』クリック時、またはおんどとり 

      ＳＮＶＴ設定画面起動時に表示します。 

 

    通信ポートが使用できません 

    →モデム回線が使用できません。 

     ※蓄積設定（基本）画面、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『接続』をクリック時、 

      または通信ポートが他のアプリケーションなどで使用している場合に表示します。 

 

    通知方法設定数エラー 

    →通知方法設定数がオーバーしています。通知方法は２つ以内で設定してください。 

     ※通知方法設定画面の『ＯＫ』をクリック後に表示します。 

 

    追加する項目を指定してください 

    →デマンド設定チャンネルを追加するチャンネルが指定されていません。 

     ※デマンド設定画面の『←』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

    Ｄ／Ｂがオープンできません 

    →Ｄ／Ｂ（モジュール登録情報）が壊れているか存在しません。 

     ※データベース管理ツールよりＭＳＤＥを再インストールまたは、データベース登録 

      または、ＭＳＤＥを起動してください。 

  



 

２１８  

    定格設定情報変更の為、蓄積詳細設定の再設定を行って下さい 

    →定格設定後に表示します。 

     ※定格設定画面の『ＯＫ』をクリック後に表示します。 

     

 

定格設定情報変更の為、警報発報設定の再設定を行って下さい 

    →定格設定後に表示します。 

     ※定格設定画面の『ＯＫ』をクリック後に表示します   

 

定格値の指定が違います 

    →範囲外の定格値を指定しました。 

     ※一括蓄積設定画面の『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

定格設定中 

    →定格設定中に表示します。 

     ※定格設定画面の『ＯＫ』をクリック後に表示します。 

 

データベース管理ツールが起動中です 

    本プログラムを終了します 

    →データベース管理ツールを終了後、本プログラムを起動してください。 

     

データ収集ソフトが起動中です 

    →データ収集ソフトを終了後、本プログラムを起動してください。 

     

データ収集ソフト差分用ファイルのデータが削除できませんでした 

    →一括設定画面で蓄積詳細設定を削除時、前回のデータを削除できませんでした。 

     ※一括蓄積設定画面の『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

デマンド監視チャンネルが削除されています 

    →デマンド監視チャンネル設定していたチャンネルが見つかりません。 

     デマンド設定画面、間欠制御設定の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

デマンド時間帯が重複しています 

    →デマンド設定する時間帯が重複しています。 

     デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

    デマンド省エネ制御率の設定が違います（Ｎ－５０） 

    →デマンド省エネ制御率が範囲外です。 

     ※間欠制御設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

    デマンド設定を削除します 

    →デマンド設定削除時の確認メッセージです。 

  



 

２１９  

 デマンドディレイの設定が違います（０－時限） 

    →デマンドディレイの設定が範囲外に設定されています。 

     ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

    電話番号を登録してください 

    →電話番号が入力されていません。 

     ※蓄積設定（基本）画面で『接続』をクリック時に表示します。 

 

ドライブの準備ができていません 

    →パス参照画面で準備のできていないドライブを参照しようとしました。 

     ※パス参照でドライブ指定時に表示します。 

 

    登録情報がありません 

    →モジュール登録情報がありません。 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で登録してください。 

 

    時計を再設定してください 

    →指定したモジュールに設定する時刻を再設定してください。 

     ※「接続されているモジュールは初期化されています、現在の設定で再設定しますか？」 

      のメッセージの後に表示します。 

 

 

  －ナ行－ 

 

    入力したポイント名は既に使用されています 

    →ポイント名は重複して使用する事は出来ません。 

     ※一括蓄積設定でポイント名入力時に表示します 

 

 

  －ハ行－ 

 

半角カナが入力するとメール送信時に文字化けする可能性があります 

→制御指示画面で件名、メッセージ、警報ポイント名に半角カナが入力されている場合、 

 警報発報メールが文字化けする可能性があります。 

 

日付指定収集要求送信時間の指定が違います 

→入力した日付指定収集要求時間のフォーマットが正しくありません。 

※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック後に表示します。 

 

日付指定収集要求送信時間＋送信ディレイの時間が２４時を超えないように 

設定してください 

    →日付指定収集要求送信時間、送信ディレイ時間を見直し、２４時を超えない様入力して 

下さい 

※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

  



 

２２０  

日付指定収集要求送信時間設定はすべて違う時間を指定してください 

    →日付指定収集要求送信時間の入力内容は全て異なる時間を入力してください 

     ※蓄積基本設定画面の『ＯＫ』ボタンクリック時に表示します。 

 

    日付の指定が違います 

    →範囲外の日付を指定しました。 

 

    復帰制御間隔の設定が違います（０－３００） 

    →復帰制御間隔が範囲外に設定されています。 

     ※デマンド設定画面の『ＯＫ』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

変更した設定は次の時限から有効になります 

    →デマンド設定画面の『ＯＫ』クリック時に表示します。 

 

ポイント名は半角５０文字、全角２５文字以内で入力してください 

    →ポイント名の入力内容を確認してください。 

 

ポイント名、単位が設定されていない蓄積設定があります。この場合ＥｃｏＲｉＡＬでは 

使用できませんがよろしいですか？ 

    →既に蓄積チャンネル設定済みでポイント名、単位が指定されていない場合に表示します。 

     ＥｃｏＲｉＡＬを使用する場合、ポイント名、単位は必須選択項目です。 

 

 

  －マ行－ 

 

    未使用に設定されている CH は設定できません 

    →モニタ設定画面で灰色に表示されているチャンネルを監視設定しようとした時に 

     表示します。 

 

    メール設定エラー 

    →メール入力文字数が範囲外、またはメール通知設定を行う時、メール設定が指定されて 

いません。 

     ※メール設定画面の『ＯＫ』をクリック時、または通知方法設定画面の『ＯＫ』を 

      クリック時、またはイベントログ設定画面の『ＯＫ』をクリック時に表示します。 

 

    メッセージが入力されていません 

   →アラーム値設定、制御指示でメッセージを入力してください。 

     ※警報発報設定画面の警報発報リストＮｏセル（列）をクリック時、またはアラーム値 

      設定画面、制御指示画面の『ＯＫ』クリック時に表示します。 

 

    メッセージの設定が違います 

    →アラーム値設定、制御指示でメッセージを入力してください。 

     ※アラーム値設定、制御指示画面の『ＯＫ』クリック時に表示します。 

  



 

２２１  

    モジュール通信エラー 

    →指定したモジュールとの通信ができません。 

     ※モジュール通信エラー時に表示します。 

 

    モジュールデータクリア失敗。『クリア』で削除してください 

    →蓄積データを手動収集するときにモジュールの蓄積データがクリアできません。 

     ※蓄積データを手動収集するときに蓄積データがクリアできない時に表示します。 

 

    モジュール登録情報が削除されています 

    →蓄積チャンネル設定したモジュールの登録情報が削除されている時に表示します。 

蓄積設定（詳細）で削除または変更してください。 

    ※蓄積設定（詳細）画面の蓄積チャンネルリストを選択時または、蓄積設定（基本）画面の 

     『一括設定』クリック時に表示します。 

 

    モジュールと通信できないため削除できません。強制削除しますか？ 

    →モジュールと通信異常で蓄積設定が削除できないため強制的に蓄積設定を削除します。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『削除』ボタンクリック時に表示します。 

 

    モジュールと通信できないため削除できません。強制削除しますか？ 

    （ＣＳＶファイルも削除します） 

    →モジュールと通信異常で蓄積設定が削除できないため強制的に蓄積設定を削除します。 

     ※蓄積設定（基本）画面の『蓄積設定削除』と（詳細）の『削除』をクリックし、 

      モジュールと通信異常時に表示します。 

 

    モジュール内蓄積設定、蓄積データを初期化しますか？ 

    →モジュールに設定している時計以外の設定データを削除します。 

     ※環境設定画面で『蓄積モジュール初期化』をクリックした時に表示します。 

 

    モジュール内蓄積データをすべて削除します 

    →モジュールに蓄積したデータを削除します。 

     ※蓄積設定（基本）画面の『蓄積データクリア』をクリック時に表示します。 

 

モジュールの管理Ｎｏが一致しません 

    →蓄積モジュールリストで指定したモジュールが接続していません。 

     ※蓄積設定（基本）画面で『接続』をクリック時に表示します。 

 

モジュールの設定情報を削除します 

    →モジュールの設定データを削除する時の確認メッセージ。 

     ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面『削除』ボタンをクリックした時に表示します。 

 

    モジュールの設定情報を削除しますか 

    →指定したジョイントモジュール内の設定を削除しますか？ 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面内、ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭリストでモジュールを 

      指定後、『削除』ボタンをクリックした時に表示します。 

  



 

２２２  

    モジュールの蓄積設定情報を強制削除しますか？ 

    →指定したモジュールに設定している蓄積設定情報を削除します。 

     ※「接続されている蓄積モジュールは蓄積設定情報の設定が済んでいます」 

のメッセージの後に表示します。 

 

    モジュール名が変更されています 

    →モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）でモジュール名称が変更されています。 

     ※蓄積設定（基本）画面、蓄積基本設定画面の『一括設定』をクリック時、または 

      ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『警報発報設定』に表示します。 

 

    モジュールを選択してください 

    →モジュール選択リストよりデータ収集するモジュールが選択していません。 

     ※蓄積設定（詳細）画面の『追加』または、『変更』をクリック時に表示します。 

 

 

  －ラ行－ 

 

    リカバリー中！ 

    →ジョイントモジュールまたはＷＴＭの再設定中です。 

 

    リカバリーに失敗しました 

    →ジョイントモジュールまたはＷＴＭの再設定に失敗しました。 

     ※ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面の『接続』クリック時に表示されます。 

 

       

    リトライ回数の設定が違います（０－１０） 

    →範囲外のリトライ回数を設定しています。 

     ※０～１０回の範囲で指定してください。 

 

    リトライの間隔の設定が違います（１０－９９） 

    →範囲外のリトライ間隔を設定しています。 

     ※１０～９９回の範囲で指定してください。 

 

    リトライの指定が違います 

    →範囲外のリトライ回数、間隔を設定しています。 

     ※１０～９９回の範囲で指定してください。 

  



 

２２３  

付録１. アラームメール通知 

 

警報発報設定画面で、アラーム通知をメールで行う時、メールの送信内容について説明します。 

アラーム通知を行うに設定後、通知方法をメールで設定を行い、アラーム発生時にメールを送信し

ます。 

 

件名：警報発報設定時、『アラーム値設定、制御指示』で設定した件名  

 

本文：ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ,メッセージ,警報発報区分：(アラーム発生値／ 

西暦   月  日  時  分                   設定値) 

                  警報発報メッセージ  アラーム発生値／設定値 

                       アラーム警報発報種別 

 

ＤＯ制御{サブネットＮｏ／モジュールＮｏ／ユニットＮｏ／サブユニットＮｏ，チャンネルＮｏ} 

 

 

出力状態   発生チャンネル           

 

例）警報発報アラームメッセージを「Ｒ相電流アラーム発生」に設定した時、 

２００５年３月２６日２０時にアラームＨＩの設定値を超えた場合 

  

  ２００５／０３／２６,Ｒ相電流アラーム発生,警報ＨＩ発生： 

   （２２０／１１０）,ＤＯ＝ＯＮ｛１／１／Ｂ／１,１｝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・西暦                  →アラーム発生年が入ります。 

・月                 → アラーム発生月が入ります。 

・日                  → アラーム発生日が入ります。 

・時                → アラーム発生時が入ります。 

・分                → アラーム発生分が入ります。 

・警報発報メッセージ      → 『アラーム値設定、制御指示』で設定したメッセージが入ります。 

・アラーム警報発報種別    → アラームＨＨＩの時「警報ＨＨ発生」、 

アラームＨＩの時「警報ＨＩ発生」、 

                 アラームＬＯＷの時「警報ＬＯ発生」、 

アラームＬＬＯＷの時「警報ＬＬ発生」、 

アラームＯＮ／ＯＦＦの時、「警報発生」が入ります。 

・アラーム発生値／設定値    → デジタルデータの時、（ＯＮ－＞ＯＦＦ）、（ＯＦＦ－＞ＯＮ）が 

入ります。 

                 デジタルデータ以外のとき、（アラーム発生値／設定値）が 

入ります。 

・出力状態           → デジタル出力モジュールの出力状態がＯＮ、またはＯＦＦ入ります。 

                 デジタル出力状態を制御していない時ブランクが入ります。 

・発生チャンネル           → アラームが発生したサブネットＮｏ、モジュールＮｏ、ユニットＮｏ、 

                 サブユニットＮｏ、チャンネルＮｏが入ります。  

 



 

２２４  

付録２. イベントメール通知 

イベントログ設定画面で、メール通知設定を行った時の送信内容について説明します。 

 

   メール通知時間設定にて設定された時間に、イベントデータをメールで送信します。 

   メール通知時間に設定された時間に、メールは送信されます。 

   ※メール通知時間から２４時間の間に発生したイベントデータが送信します。 

    例）メール通知時間設定「２０：００」の場合２００５年３月２７日に送信される 

      データ期間 

 

      ２００５年３月２６日２０時 ～ ２００５年３月２７日 １９時５９分５９秒 

    

送信するメールの内容を下記に記します。 

   件名：イベントログ ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ （ＸＸＸＸケン）ＣＦエラー 

            西暦   月  日  時  分  

                              イベント発生件数 

               メール送信日   メール通知設定時間 

                                 ＣＦエラーが発生した時 

                  「ＣＦエラー」がつきます 

 ※「ＣＦエラー」とは、データ期間に発生した全てのイベントログをメール送信時に読み取り

に失敗した場合に「ＣＦエラー」が件名に入ります。送信されるメールのイベント件数、また

は添付ファイルのイベントログは読み取りに成功した数で送信します。 

 

   例）メール通知時間設定「２０：００」に設定し、２００５年３月２６日に送信されるメール 

イベントログ ２００５／０３／２６：２０：００ （２５件）ＣＦエラー 

 

 

 

 

 

   本文：イベントサマリー 

    ケイホウハッポウ：ＸＸＸケン 

      チクセキ：ＸＸＸケン   

      デマンドセイギョ：ＸＸＸケン 

      ＬＯＮツウシンエラー：ＸＸＸケン  

      ＬＡＮツウシンエラー：ＸＸＸケン  

   ＲＳ２３２Ｃツウシンエラー：ＸＸＸケン  

キドウ＿テイシ：ＸＸＸケン  

トケイコウセイ：ＸＸＸケン 

コンパクトフラッシュジョウタイ：ＸＸＸケン  

ハードショウガイ：ＸＸＸケン  

パラメータセッテイ＿ヘンコウ＿サクジョ：ＸＸＸケン  

カンケツセイギョ：ＸＸＸケン             

オンドトリＳＮＶＴ：ＸＸＸケン  

・メール送信日      → モジュールに設定されている現在の日付が入ります。 

・メール通知時間     → イベントログ設定画面（Ｐ１３３）で設定したメール通知時間が入ります。 

・イベント発生件数    → イベントが発生した合計件数が入ります。 

・ＣＦエラー       →コンパクトフラッシュエラーが発生した時に入ります。 



 

２２５  

   「ＸＸＸ」にイベント発生件数を表示します。イベントログ設定時、ログ種別の設定をしていない

場合は「ＸＸＸ」は「－－－」と表示します。 

     

例）イベントログ設定画面で、ログ種別の設定を全て設定した場合 

イベントサマリー 

      ケイホウハッポウ：１２９ケン 

      チクセキ：８０ケン  

   デマンドセイギョ：５ケン 

      ＬＯＮツウシンエラー：０ケン 

      ＬＡＮツウシンエラー：０ケン 

   ＲＳ－２３２Ｃツウシンエラー：１０８ケン 

キドウ＿テイシ：１ケン   

トケイコウセイ：３ケン 

コンパクトフラッシュジョウタイ：０ケン  

ハードショウガイ：１２ケン 

パラメータセッテイ＿ヘンコウ＿サクジョ：－－－ケン 

カンケツセイギョ：０ケン 

オンドトリＳＮＶＴ：０ケン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ケイホウハッポウ   → イベントログ設定画面で、ログ種別の警報発報を 

        示します。 

・チクセキ    → イベントログ設定画面で、ログ種別の蓄積を示します。 

・デマンドセイギョ   → イベントログ設定画面で、ログ種別のデマンド制御を 

        示します。 

・ＬＯＮツウシンエラー   → イベントログ設定画面で、ログ種別のＬＯＮ通信 

        エラーを示します。 

・ＬＡＮツウシンエラー   → イベントログ設定画面で、ログ種別のＬＡＮ通信 

        エラーを示します。 

・ＲＳ－２３２Ｃツウシンエラー  → イベントログ設定画面で、ログ種別のＲＳ２３２Ｃ 

        通信エラーを示します。 

・キドウ＿テイシ    → イベントログ設定画面で、ログ種別の起動／停止を 

        示します。 

・トケイコウセイ    → イベントログ設定画面で、ログ種別の時計校正を 

        示します。 

・コンパクトフラッシュジョウタイ  → イベントログ設定画面で、ログ種別のコンパクト 

        フラッシュ状態を示します。 

・ハードショウガイ   → イベントログ設定画面で、ログ種別のハード障害を 

        示します。 

・パラメータセッテイ＿ヘンコウ＿サクジョ → イベントログ設定画面で、ログ種別のパラメータ設定、 

        変更、削除を示します。 

・カンケツセイギョ   →イベントログ設定画面で、ログ種別の間欠制御を 

        示します。 

・オンドトリＳＮＶＴ   →イベントログ設定画面で、ログ種別のおんどとり 

        ＳＮＶＴを示します。 



 

２２６  

イベントが発生した場合、添付ファイルを送信します。 

   添付ファイルは最大で８ファイル添付され、１ファイル最大２０４８バイトになります。 

   ※イベントが発生しなかった場合、添付ファイルは添付されません。 

 

   添付ファイル名： 

         ＭＭ－ＤＤ－ＨＨ－ＭＭ－ＮｏＸ.ＴＸＴ 

        月  日  時  分 添付ファイル番号（Ｘ：１～８） 

 

 

 

 

    １イベント： ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ，ＸＸ ＸＸＸ（ＸＸＸ,ＸＸＸ,ＸＸＸ） 

          西暦   月  日  時  分    

 

                             ログ種別  イベント履歴※１ 

                                   イベント種別Ｎｏ 

※１ イベント履歴は、「イベント名称,イベント詳細情報,プログラム名称」の順に表示 

します。またプログラム名称については通常使用される際には気にする必要はあり 

ません。 

 

例）2005/03/26,21:49:15,08 起動停止(電源起動,全ﾀｽｸ起動完了,MAIN) 

2005/03/26,21:49:55,12 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(設定追加,ﾒｰﾙ(No.1),WACH) 

2005/03/26,21:49:55,10CF 状態(異常発生,ﾒｰﾙ設定ﾌｧｲﾙ,WACH) 

2005/03/26,21:49:55,12 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(設定追加,ﾒｰﾙ(No.2),WACH) 

2005/03/26,21:49:55,10CF 状態(異常発生,ﾒｰﾙ設定ﾌｧｲﾙ,WACH) 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

・月、日、時、分     → イベントが発生した時間が入ります。 

・添付ファイル番号    → 添付ファイルＮｏが入ります。 

 

・ 西暦／月／日，時：分 → モジュールが蓄積したデータの年月と時刻が入ります。 

・ イベント種別Ｎｏ   → イベントの種別Ｎｏが入ります。 

・ ログ種別        → イベントログ設定画面（Ｐ１３１）で設定し、今回発生したログ 

種別が入ります。 

・ イベント履歴     →  モジュールから収集したイベントデータが入ります。 



 

２２７  

付録３. メールサーバーＩＰアドレス取得方法 

 

メール設定画面で入力する、メールサーバーのＩＰアドレスの取得方法について説明します。 

 

１．  コマンドプロンプトを起動してください。 

 

 

２．  「ｐｉｎｇ メールサーバーアドレス」 を入力します。  

入力後下図に示すような表示がされます。 

①に示される部分の 

 『ｐｉｎｇｉｎｇ メールサーバー名[ＩＰアドレス] Ｗｉｔｈ ３２Ｂｙｔｅｓ  

      Ｏｆ Ｄａｔａ』の [ ]中に該当するＩＰアドレスがメールサーバーの 

      ＩＰアドレスです。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

  

① 



 

２２８  

付録４. 高調波次数、高調波相／高調波相間情報の表示内容について 

蓄積チャンネル設定画面（一括蓄積設定）、警報発報チャンネル設定画面で表示される、 

高調波次数、高調波相／高調波相間情報について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

① 

 



 

２２９  

  ①モジュール名、モジュール種別欄に高調波次数、高調波相／高調波相間情報を表示します。 

   高調波次数、高調波相／高調波相間情報は、モジュールの先頭、または高調波要素行に表示 

   されます。 

   表示される高調波次数、高調波相／高調波相間情報については、モジュール登録ツール 

   （ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で設定を行います。 

   高調波次数、高調波相／高調波相間情報の設定変更については、モジュール登録ツール 

   取扱説明書を参照してください。 

    ※単相２線の場合、高調波相／高調波相間情報は表示されません。 

 

    表示される高調波次数情報 

     ・総合(２次～１５次) 

     ・基本波(１次) 

     ・３次 

     ・５次 

     ・７次 

     ・９次 

     ・１１次 

     ・１３次 

     ・１５次 

 

    表示される高調波相／相間情報（単相３線） 

     ・最大相／最大相間 

     ・１相／１－Ｎ間 

     ・２相／２－Ｎ間 

 

    表示される高調波相／相間情報（三相３線） 

     ・最大相／最大相間 

     ・Ｒ相／Ｒ－Ｓ間 

     ・Ｔ相／Ｓ－Ｔ間 

  



 

２３０  

付録５. ハートビートの設定について 

 

   遠隔収集対応モジュールは、ハートビートの設定を行うことが出来ます。 

   ハートビートの設定を行うことで、遠隔収集対応モジュールの最新のＩＰアドレス情報を、 

   リアルリンクツールに更新することが出来ます。 

 

                          

 

 

              

 

     

                固定 IP 

 

 

 

                                  ＷＶＭ１ 

                  ADSL/FOMA 回線           

ダイナミックＩＰ（ＩＰアドレスが変動します） 

 

  上記図においてＰＣからＷＶＭ１に対して通信を行う際、ＷＶＭ１側のルーターの 

  ＷＡＮＩＰアドレスは、固定ＩＰアドレスを受けていない為変動します。 

    データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）は、ＷＶＭ１から収集要求を受け取ることで 

    ＩＰアドレスが変動していても通信を行う事ができます。 

    本製品は、登録済みのＩＰアドレスに対して、ＰＣ側から通信を行うため、 

    最新のＩＰアドレスを認識している必要があります。 

 

    ハートビート設定を行うと、ＷＶＭ１から指定した間隔毎にＰＣに通信を行います。 

    データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）起動中は、ハートビートを受信すると、 

    本製品で使用しているＤＢに対し、ＷＶＭ１の最新のＩＰアドレスを更新することが 

    出来ます。 

 

注意 ハートビートの使用タイミングについて 

    データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）での通信が正常に行われ、安定している状態では 

    ハートビートは設定する必要がありません。 

    設定立ち上げ時、本製品で蓄積設定を行っている状態で本製品での通信ができなくなった 

場合、データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）を使用することで最新のＩＰアドレスを 

取得できます。 

    最新のＩＰアドレスを更新後、本製品での通信が可能になります。 

 

  

インターネット 



 

２３１  

付録６. 設定の変更・削除について 

 

   本製品とあわせて遠隔収集対応モジュールとデータ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ） 

   をお使いの場合、データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）が終了している間に本製品で設定の 

   変更・削除を行うと、下図のメッセージが表示されることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．保留中のメッセージ表示 

 

 

   データ収集ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ）が終了している間に、ジョイントモジュール（ＷＶＭ） 

が収集要求を送信した場合、ジョイントモジュール（ＷＶＭ）は約８０秒間、本製品との 

   通信を保留にします。 

   保留中にモジュールの削除または蓄積設定の変更を行った場合、画面上には「通信中です」 

   と表示されます。「通信中です」の表示が消えると通信が完了します。 

表示が消えるまでお待ち下さい。 

  



 

２３２  

付録７. 時計校正について 

 

   ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）の時計は、下記手順で校正処理を行わないと 

時間がずれる可能性があります。 

    ①ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ設定画面で時計校正を行う。 

    ②ジョイントモジュール蓄積基本設定画面で、自動収集の設定を行い、自動時間校正 

     を行う。 

 

   時計校正を行う際、ジョイントモジュールまたはＷＴＭの時刻より過去に時計校正した場合、 

   日付指定収集を行うと蓄積データが収集出来ない時刻が発生する可能性があります。 

   例）蓄積インターバル：１分 

     時計校正前時刻：１７：０５ → 時計校正後時刻：１６：５５ 

     日付指定収集指定時刻：１６時のデータを収集 

     収集出来ない時刻：１６：００～１６：５４ 

 

 

 

 

 

  

注意 

自動時間校正を使用する場合、ＰＣの時計を過去の時刻に設定すると、日付指定収集を 

 行った場合、蓄積データが収集出来ない場合があります。 

 



 

２３３  

付録８. Windows10 ご使用中の起動失敗について 

 

   Windows10 をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、下記設定値をご確認下さい。 

 

      スタートメニュー横の検索バーをクリックし「regedit」と入力します。 

      表示される「レジストリ エディター」をクリックします。 

      

 

      表示されたレジストリエディター画面で、下記階層まで移動します。 

「HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Nls\Sorting\Versions」 

      



 

２３４  

      画面右側の「(既定)」をダブルクリックします。 

      「値のデータ」テキスト欄に表示された値が「00060305」となっている場合、 

      「0006020f」に変更し、「ＯＫ」をクリックします。 

 

        

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〒１５０－０００１ 東京都渋谷区神宮前６丁目１６番地１９号 

電話 03(3400)6141(代表)    FAX 03(3409)3156 

ﾎ－ﾑﾍﾟ－ｼﾞ http://www.watanabe－electric.co.jp 

(ＪＲ原宿駅／東京メトロ千代田線明治神宮前駅下車) 
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